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　　　　　プロローグ







　薄うす暗ぐらい地下迷宮を彷徨さまよう少女が一人ひとり──

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　白と黒を基き調ちようとしたメイド服を着用したその黒髪の少女は以前この世界で覇は王おうリーサと呼ばれ、アルハンブラ王おう国こくでは知らぬ者のいない英雄として名を馳はせていた。

　ところが──

　五百人の軍勢を従えて挑んだ魔ま族ぞくとの決戦に敗れてしまい、敵の卑劣な罠わなで捕ほ獲かくされ、伝統的とは言いい難がたい露ろ出しゆつの多いメイド服を無理やり着せられ、強制労働を強しいられるハメに。

「今日きようこそ……今日こそ地上に……」

　今、彼女は地下迷宮の最深部から地上の光を求めひたすら上を目指していた。

　見張りの目をかいくぐって魔物の巣そう窟くつから脱出を図ったのである。

「ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！」

　脱走を試みてまもなく、背後から追手がやってきた。

　現れたのはＢＬ好きを公言するいろんな意味でキャラの濃こいゴーレム（女子）。

「……来たわね！　腐れゴーレム！」

　悪口を言いながら走る速度を上げる。

　しかし──

「ウッホッホッ！　ウッホッホッ！」

「……くっ」

　あっという間に追いつかれてしまった。

　彼女は百メートルを十三秒台で走れるのだが、今は呪のろわれたメイド服を着ているせいで本来の力が発揮できない。身体能力が大幅に制限されているのだ。今の自分ではきっとスライムだって倒せないだろう。それほどまでにこのメイド服の呪いは強烈だった。しかも、自らの意志では脱ぐことすら叶かなわないというおまけつき。

「ウホッー！　ウホッー！」

　腐ふ女じよ子しなめんなとばかりにゴーレムがパンチを放ってきた。

「きゃ……っ」

　覇は王おうは床を転がり、その攻こう撃げきをかわす。

　かわしたというか転んだだけだ。実力で攻撃を避けたわけではない。

「ウホッ、ウホッ」

「……捕まってたまるもんですかっ」

　目を怪しく光らせながら距きよ離りを詰めてくるゴーレムから再び逃げ出す少女。

　実は覇王リーサは毎日のように脱走を試みている。

　今回で通算五度目の脱走なのだが──メイド服の呪いのせいで思うようにいかない。

　無む茶ちやなことをしているという自覚は彼女にもある。だが同時にこの地下迷宮を取り仕切っている少年の言いなりになるのはごめんだという思いもあって。いろいろ複雑なのだ。

「……本来の力を発揮できればこの程度の魔ま物ものくらい…………あっ……」

　そのとき彼女は小さな横穴を発見した。

　この穴をくぐれば身体からだの大きなゴーレムは追ってこれない！

　妙案とばかりに横穴に飛び込む覇王リーサ。

「ウホッ!?　ウホオオオオッ!?」

　まさかここで逃のがすとは考えていなかったのだろう。

　ゴーレムが壁かべをガンガン殴りながら悔しがる声が聞こえた。

「よし、今のうちに──」

　通気ダクトのような狭きよう小しような通路を四よつん這ばいで進んでいく。

　若干、傾斜があるものの先に進めないほどではない。

　……ただ。

　一向に出口が見えてこないのはどういうことだろうか。

「四よつん這ばいでスピードが上がらないとはいえ、さすがにこの長さは……」

　彼女が後ろを振り返ったそのとき──

「「「「「……ウガ──ア──ア──ア……」」」」」

　複数の獣けものの唸うなり声ごえが轟とどろいた。

　ゴーレムをまいた場所あたりからだ。

「こ、この声はまさか……っ」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「……や、やっぱり！」

　狭きよう小しような横穴をたどって追いかけてきたのは茶ちや色いろい毛並みのウルフの群れ。

　ウルフ軍団の呼称でお馴な染じみの五匹の狼おおかみたちは覇は王おうリーサのお尻しり目がけて突とつ撃げきする。

「こ、来ないでっ！」

　急いで通路を抜けようとするが、四本足で駆け抜けるウルフ軍団は素す早ばやく、瞬またたく間まに追いつかれてしまった。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「きゃ、きゃああああっ！」

　ウルフ軍団が少女を押し倒し、衣服に嚙かみつく。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」」

　そしてそのまま引っ張って連行。

「は、放してええええ！」

　必死に抵抗を試みるも、ウルフたちは少女の衣服をくわえたまま放そうとしない。

　こうして覇王リーサの──

　いや、神しん宮ぐう寺じ理り沙さの脱だつ走そう劇げきは今日きようも失敗に終わったのであった。







　ところ変わって地下迷宮の最深部、玉座の間。

「ウルフのみなさん、お手柄ですね」

　銀髪の少女が魔ま法ほうの鏡かがみを眺めながら手を叩たたく。

「うーん」

「ん？　サトル先生、どうかされましたか？」

「や、毎日毎日懲こりないもんだなと思って」

　サトル先生と呼ばれた少年が鏡の前で腕組みをする。

「それにあいつちっともメイドらしいことしないし。これは調ちよう教きようが必要かもしれんな」

「調教!?　何やらエッチな香りがします!?」

「場合によってはエロ同人みたいに酷ひどい目に遭わせてやろう」

「エロ同人がなんなのかわかりませんが、絶対にエッチなやつです！　と言いますか酷い目に遭わせるとか言ってますし！　暴ぼう力りよく的てきな香りすらします！」

「でもロレッタ。覇は王おうはおれ専属のメイドだし、調ちよう教きようしようが何しようが自由っしょ？」

「えー、それはおかしいですよー」

「なんで？」

「だってお仕事としてのメイドさんなのでしょう？　無理やりとはいえ雇用関係を結んでいるわけですから、なんでも強要していいわけではないはずです」

「いやいや。魔ま族ぞくは定期的に残酷アピールするべきだって。あ、そうだ。覇王調教動画をネットにアップしよう。課か金きんシステムとか作って。あの有名女じよ優ゆうがついに脱いだ！　みたいなパターンだからきっと人気出るぞー」

「だからエッチなのはダメなのです──っ！」

　ロレッタと呼ばれた小柄な少女がポカポカと少年の背中を叩たたく。

　マッサージ効果すら期待できそうにないその非力さに少年が笑えみを浮かべていると、

「サトル先生！　エッチな調教がどのような行為を指すのかはわかりませんが、人に見せても大丈夫なレベルのライトな調教でしたら……わ、わたしが覇王さんの代わりに！」

「や、なんでロレッタが身体からだを張るのさ!?　ってか、ライトな調教って何!?」

「わたし、小柄ですし覇王さんみたいにスタイルがいいわけではありませんが、全力を尽くしますので！　どうか覇王さんにエッチなことを強要するのだけは止やめてください！」

　……ああもう。そんな目でお願ねがいされたら嫌いやとは言えねー。

　まさかロレッタがこの前まで敵だった神しん宮ぐう寺じの味方をするなんて。地下迷宮の秩序を守ろうとしているのかもしれないけど、身代わりを申し出るなんてお人ひと好よしすぎるだろ……。

「一応訊くけど、具体的にどういう行為までならオーケーなの？」

「え、えっと……水着姿とかで……えっと……」

「水着姿とかで？」

「…………や、やっぱりエッチなのはなしで！　と言いますか全面的に禁止の方向で！」

　何を想像したのか少女は自分の肩を抱きしめ、少年から目をそらした。「覇王さんの代わりに自分を」と身代わりを申し出たのは行きすぎた提案だったと我に返った様よう子すである。

　なんにしても魔族の頂点に立つ者とは思えないぽややんとした少女である──

　しかし、彼女──ロレッタ・アハル・オルムステッドこそが魔族を統すべる者。

　心こころ優やさしき少女、ロレッタは今日きようもまた地ち球きゆうから呼び寄せた悪いた戯ずら好ずきの少年、成なる宮みや悟さとると共に二人三脚で地下迷宮の運営に取り組んでいるのであった。













　　　　　ＣＡＳＥ１　ロレッタの大演説







　成長のスピードは人それぞれだと思う。

　神しん童どうと呼ばれる早そう熟じゆくの天才児もいれば歳としを取ってから開花する遅咲きの才能もある。

　いつ花開くかは神のみぞ知るところだろうが、前に進むことを止やめさえしなければ誰だれにだって成功するチャンスはあるはずで──

「わーん！　今日きようも誰一人ひとりとして罠わなに引っかかってくれませんでしたー！」

　……あるはずで──

「んー、一体何がいけないのでしょうか……。罠のデザインでしょうか？　もっときらびやかな感じにして、レアな素材を使って高級感を演出したほうがよかったのかもです？」

　…………あるはずだと思いてええー！　思いてええよ！

「ロレッタ」

「……でも、そうすると一個あたりの罠のコストが……」

「気をつけえええええ！」

「ひゃい!?」

　悲鳴を上げながら軍隊式に両手両足をそろえるロレッタ。

　たくさんのフリルに縁ふち取どられた漆しつ黒こくのドレスがひらひら揺れる。

「ロレッタ。いい知らせと悪い知らせがあるんだけど、どっちから聞きたい？」

「へ？　……え、えっと、ではいい知らせのほうから……」

「最近、人間たちに勢いがないからメッチャ平和だよね。ちょっと前までは毎日五十人くらい来てたけど、覇は王おう率いる冒険者集団との戦いが終わってからはラスダンに挑む冒険者はかなり減って、天気が悪い日とかだと一ひと桁けたの日もある」

「そうですね……。あの戦い以来、お客さんが大幅に減ってしまいました……」

「なんで残念がってんの？　いいことじゃん。ダンジョン運営は客商売じゃないんだからー」

　むしろラスダンに挑む人間が減ったほうが運営費は浮く。

「うーん、わたしとしては最低限のにぎやかさは保ちたいところなのですが」

「にぎやかさって……」

　どういう理屈だよ？　どう考えても敵は来ないほうがいいだろ。

　ま、ロレッタはたまにズレたことを言うからな。深い意味はないんだろ。

「しかし、ホント、冒険者来なくなったよな」

　それだけ人間たちにとって覇王の存在は大きかったのだろう。ネットを見る限り、人間の世界で覇王は行方ゆくえ不ふ明めい扱いになっていて魔ま族ぞくに捕ほ獲かくされたという事実は伝わっていない。神しん宮ぐう寺じを捕獲したとき、他ほかの冒険者はみんな教会送りになっていたからな。魔族に捕まったのでは、という推測を唱える者はいるけれども。

「サトル先生、それで悪い知らせは……？」

「ああ、悪い知らせはね──ロレッタのダンジョン職しよく人にんとしての腕が落ちていること」

「ええ!?　腕が落ちている!?　そ、そんなの噓うそです!?」

「噓じゃないよ。たとえばほら」

　コンソールを操そう作さしてカメラを切り替え、魔法の鏡かがみにロレッタの罠わなを映し出す。

「これはわたしが仕掛けた毒の沼地ですね。でも、これにどんな問題が？」

「問題大あり。以前のロレッタだったら、こういう場合、少なくともジャンプでは飛び越えられない程度には毒の沼地を展開していたはずだけど、今日きようはなぜか床と交互に斑まだら模様を描くように毒を撒まいている。……これ意味なくね？　実際、通りかかった冒険者は全員軽やかなステップで床だけを踏んでいったし」

「サトル先生、違うんです……。ちゃんと意味はあるのですよ。この灰はい色いろの床と紫むらさき色いろの毒の沼地の斑模様は、大昔に滅んだ巨人族の部族旗を表現していまして……」

「なんで毒の沼地にデザイン性を求めちゃったの!?」

「待ってください、サトル先生。他にも意図があるのです。人間のみなさんが『ま、まさかこの族旗は巨人族の!?』『いや、待て。巨人族は絶滅したはずだぞ！』『生き残りがいるとは考えられないか？』『そんな！　巨人族と言えば身の丈たけ十メートルを優ゆうに超える化け物！』『勝てるわけがない！　逃げるんだ！』と恐れおののいてくださるのではないか、と。そんな淡い期待を込めて毒を使ったアート性の高い族旗を描こうと考えたのです」

「淡いにもほどがあるって！　淡すぎて誰だれも気づかないレベルだから！」

「……そ、そうですか……？」

「ロレッタ。神しん宮ぐう寺じ……いや、覇は王おうとの戦いが終わってホッとしているのはわかるけど、いくらなんでも気を抜きすぎだ。気を抜きすぎて矯きよう正せいしたはずの悪い癖くせが出ちゃってる」

「わたしの悪い癖と言いますと……」

「考えすぎ、捻ひねりすぎ、回りくどすぎ。今日きようの罠わなはその弊へい害がいが全部出てる。一周してなんの意味もなくなっちゃってるよ。甘く採点しても赤点は避けられないレベルだ」

「……うう、赤点決定ですか」




「ぎゃあああああああああああああああ!?」




　ロレッタの罠ゾーンを抜け、下層に突入した冒険者の一人ひとりが絶叫を上げた。

「ちょうどいい。ロレッタ、おれの罠を見てみ」

「うん……？　床一面に無色透明の液体が……？」

「あれ実は毒液なんだ。本来の毒々しい色を打ち消すためいろんな薬品を使って、あんなふうに水たまりに見えるように工く夫ふうしたんだよ」

「なるほど！　さすがサトル先生！」

「前も話したけど、捻りを加えるなら冒険者の心理を逆さか手てに取らないと。ロレッタ？　個性とか独創性ってのはあくまでも敵を討うち取るための工夫でなければならないんだ。奇抜な発想で勝負しようってときは要注意だよ」

「は、はい！　心得ておきます！　えっと……メモメモ。個性や独創性は……」

　何かと問題の多いロレッタだが、このように学ぶ姿勢はあるし、人の話を聞かない子でもないから、成長の余地はあるはずだ。たぶん。

「ふぃー、メモ完了ですー」

「メモを取っただけで安心しないように」

「大丈夫です！　わたし、その日にメモしたサトル先生語ご録ろくは必ず寝る前に復唱するようにしていますから！　先生の名言はほぼ丸暗記しているのですよ！」

「や、何もそこまでしなくてもいいんだけど……」

　サトル先生語録って。何それ恥ずかしい。




「イヤッホ────────ッ！」




「うん？　今の叫び声は……？」

「加か護ご中毒者かな」

「今日きよう一番の歓喜の叫びでしたね」

「あいつら常にハイキング気分だからなぁ。ラスダンは観かん光こう地ちじゃねーっての」

　人間の世界には教会が生み出した『加護』と呼ばれる復活システムがあるのだが、『加護』を利用している冒険者の中には死の快感にハマっている者が少なからず存在する。それが加護中毒者だ。

「あ、今の方で最後だったみたいです」

「今日もあっという間だったなー」

「うーん。これではお勉強になりません。サトル先生、何か策を練るべきなのでは？」

「策って？」

「ポーションを格安で提供するのはどうでしょう？　お客さんが殺到するのでは？」

「や、だから冒険者はお客じゃないから……」

「ちゃんと『お一人ひとり様さまにつき一個に限ります』と明記するのですよ？」

「だからそういう問題じゃないって!?」

　今まで敵を減らす努力をしてきたのに、敵を増やす方向に舵かじを切るなんて本末転倒だ。

　まあ……たぶんロレッタは張り合いがないってことを言いたいんだと思うけど……。

　それにしても今日のロレッタはボケが絶ぜつ好こう調ちようすぎる。おれ一人じゃさばききれんぞ。

　こういうときツッコミ上じよう手ずな神しん宮ぐう寺じが側そばにいてくれたら助かるんだが、あいつ防ぼう衛えいが始まるとすぐどっかに消えるんだよな。たぶんあいつ、ロレッタとまともにコミュニケーション取ったことないぞ。お仕置き担当のゴーレムさんやスライムさんとはそれなりに言葉を交わしているみたいだが。

「ロレッタ！　サトルっち！　また覇は王おうが脱走したっすよ！」

　そのスライムさんが玉座の間に姿を現した。

　青い丸まる餅もちみたいな見た目のキモ可愛かわいさがウリのスライムさんはこの地下迷宮で幹部候補生として働いている。幹部候補生らしい働きはまだしてないけれども。

「えぇー、今日もですか？」

「すでにゴーレムとウルフ軍団を出動させたっす！　もうじき捕まえる頃ころっすよ！」

　そう得意気に言いながらスライムさんがロレッタの肩の上に飛び乗る。

「覇王さん、日に日に脱走が上手うまくなっているような気がしませんか？」

「頭いいからな、あいつ。でも、ま、無理に捕まえなくても呪のろわれたメイド服を着た神宮寺がこの地下迷宮を脱出できるとは思えんが。ってか、絶対無理」

　そもそも長い道のりだからラスダンの再構成が始まるまでに地上にたどり着くのは物理的に不可能と言っていい。そして『帰き趨すうの邪法』により復活の祭さい壇だんと魔ま力りよく的てきに結びついている神しん宮ぐう寺じは、他ほかの冒険者がラスダンの再構成が始まると同時に地上に放り出されるのに対し、玉座の間に強制転送されるようになっている。ここで働いている魔物たちも同様だ。ちなみに罠わななどの無生物は転送されず即消失する仕組みになっている。

『ウホッ！　ウホッ！　ウホ──ッ！』

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

『い、いやああああ！　放してえええ！』

　魔法の鏡かがみに目を移すと、ゴーレムさんに担がれている黒髪メイドの姿が映し出されていた。

「ホント懲こりないな、あいつ……」

　お茶を淹いれろと言っても無視するし、掃除とかもやってくれないし……つーか、ロレッタがやってるよ、お茶淹れも掃除も。ったく、なんてわがままなメイドなんだ。まあ調ちよう教きようのし甲が斐いがあると言えばそうだが、エロいことを強要しようとするとロレッタが騒さわぎ出すからなぁ。

　だがこのまま手をこまねいているつもりはない。

　おれは必ず神宮寺を従順なエロメイドに仕立てあげてみせる！　エロゲー、エロ漫画、エロ同人、あらゆるエロを総動員して神宮寺を屈服させてやるぜぇ！

　…………と冗じよう談だんはともかく。

　一度、釘くぎを刺しておいたほうがいいかもしれないな。

　神宮寺が地下迷宮から脱走できるとはとうてい思えないが万が一ということもある。
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「それではさっそく出し物のアイデアを募りたいと思います。意見がある人は挙手を」

　生徒会長なのにクラス委員まで兼任している神宮寺司会によるＬＨＲ。

　お題は来月の学園祭でうちのクラスがやる出し物について。

　……しーん。

　メッチャ静か。誰だれも手を挙げようとしない。みんなやる気なさそうだなー。

　おれは体育祭とか学祭みたいな学校行事は大好きだ。授業がないってだけでも大きな価値があるし、体育祭の応援合戦や学祭の出し物は、おれのクリエイティブ（笑）な一面が発揮できる数少ない場面だからな。ただ最近はラスダンのことで手一杯だから今年ことしの学祭は流れに身を任せるつもりでいる。ま、どうせ学祭の主役は二年生だし。一年は適当でいいだろ。たしか三年生は受じゆ験けんを控えているから無理に出し物はやらなくてもいいんだよな。

　……しーん。

　しかし、マジでちっとも意見出ないな。

　なんでもいいから適当にアイデア出せばいいのに。

　喫茶店とかお化ばけ屋や敷しきとか劇げきとか占いの館やかたとか……。

　あ、そうだ。いいこと思いついた。

「はい！　はい！　はい！」

　おれは小学生みたいに元気よく手を挙げた。

　高校生がこれをやると超絶ウザい。これ豆まめ知ち識しきな？

「……では成なる宮みや君」

「コスプレ喫茶とかどうよ」

　神しん宮ぐう寺じだけでなくクラスの連中を見回しながらおれは意見を述べた。

　すると隣となりの席に座っている体育会系の男子が、

「成宮にしては捻ひねりのない意見だな」

　と意外そうにつぶやき、

「たしかに」

「でも悪くないんじゃない？」

「そうか？　コスプレ喫茶とかオタクっぽくね？」

　などとおれの席周辺のヤツらが好き勝手言い出した。

　まったくお前らは他人の批評をするときだけは元気になるよな。

「マニアックな路ろ線せんは避けるよ」とおれは引き続き意見を述べ、「一般のお客さんにもわかるように……そうだな。たとえばあの有名ファンタジー映画の『ロード・オブ・ザ・クラウン』とかどうだ？　内装もファンタジー風にしてさ。ファンタジーなら元ネタわからなくても雰囲気は出せるし」

「おいおい。お前、本当に成宮か？」

「まともすぎる」

「女子のコスプレ衣装だけ露ろ出しゆつ度ど高いとかそんなオチじゃないか？」

　みんな裏があると思ってるみたいだな。まあ当然だ。おれの普ふ段だんの行いを思い起こせば。

　特に意見を求められたときのおれの発言ってのはだいたいウケ狙ねらいで、今みたいに普通にアイデアを出すことはまずない。たとえば数学の授業中に教師の指名を受けたら、歴史の年号をあえて答えることによって一いつ瞬しゆん数学の解答だと錯さつ覚かくさせたり、国語の授業だったら「僕はアメリカ人だから、僕にとっての国語は英えい語ごなのです」と屁へ理り屈くつを言ってみたり──しかも英語じゃなくてカタコトの日に本ほん語ごで──まあだいたい「寒い」って言われるけど、おれは爆ばく笑しようの渦を巻き起こすため日々挑戦し続けているのだ。

　でもって今回は全員に向けての発言ではなく……。

　神宮寺をピンポイントに狙ねらい撃うちしたものだったりする。

　そう。みんなが勘ぐっているように裏があるのだ。

「いやいや。おれが衣装作るわけじゃないから。そこは好きにやってよ。あー、でも、神しん宮ぐう寺じにはぜひ女騎士のコスプレとかやってもらいたいねー」

「…………えっ」

　途と端たんに神宮寺の顔が引きつった。

　クックック、焦ってる焦ってる。あの顔。超笑える。

「ん？　どうしたのカイチョー？」

　一番前の席に座る女子が神宮寺の異変に気づいたらしく声をかけた。

　カイチョーとはもちろん生徒会長である神宮寺のこと。

　うちのクラスの女子はだいたいこう呼ぶ。男子はおれを含め苗みよう字じで呼ぶヤツが多い。

「……な、なんでもないわ」

　うつむく神宮寺におれはさらなる追い打ちをかける。

「ほら、男装してまで戦場に出向こうとする姫がいただろ。ローハンの白い姫君。神宮寺にぴったりだろ、ああいう男おとこ勝まさりな役は。えーと、たしか作中では覇は王おう……いや、騎き士しリーサとか名乗ってなかったっけ？　ん、違う？」

「………………っ!?」

　覇王や騎士リーサという名を出した瞬しゆん間かん、うつむいていた神宮寺が顔を上げ、鬼の形ぎよう相そうでおれを睨にらんだ。

　うわ、何あの顔……。恐っ……。

「……お、おれからは以上」

　さすがに言いすぎたかなと思い、それ以上の神宮寺イジりは止やめておいた。

　ちなみに出し物はめでたくおれの意見が採用された。







　昼休み──

「……どういうつもりであんなことを言ったの？」

　いつものように屋上で昼食をとっていると神宮寺が絡んできた。

　まあこうなるわな。

「どういうつもりっておれは普通に出し物のアイデアを出しただけだぞ？」

「覇王がどうとか言いかけなかった？」

「どうせ誰だれも異世界でのお前の称号なんて知らないんだからいちいち気にすんなよー。自じ意い識しき過剰だなー」

「人を挑発するような真似まねをしておいてよく言うわ」

　神宮寺が立ったままコロッケパンの袋を開ける。で、そのまま食べ始めた。

「行ぎよう儀ぎ悪いぞ、神宮寺。せめて座って食えよ」

「嫌いやよ。それだとキミと一いつ緒しよに食事をしているみたいじゃない」

「……地味に傷つくんだが」

「私はただキミに文句を言いにきただけだから。食事はついでよ」

　どうあってもおれと仲よくするつもりはないみたいだな。ま、おれだってそのつもりはないが、せめて異世界でくらいは良好な関係を築きたいものだ。具体的にはおれ専属のエロメイドになってほしい。……ああ、そうさ！　おれはまだ諦あきらめていないんだ！　だってエロメイドは男の子の夢だから！　夢だから！（エコー）。

「それで？」

「ん？」

「だからさっきのことよ。キミがなんの意味もなく嫌がらせをするような人間ではないことくらいわかっているんだから。さ、白状しなさい」

「いやー、ああやって煽あおれば昼休みにおれに接触してくるよなーと思ってさ」

「それだけのために私を挑発したの？」

「だってお前。最近、学校じゃ話しかけてもおれのこと無視するじゃん」

「……だからってあんなやり方」

　そう言ったあと神しん宮ぐう寺じが大きなため息をついた。

　問い詰めるのがバカらしくなったみたいだ。

「つまり……私に何か用があるのね？」

「ああ」と頷うなずき、おれは本題に入る。「なあ、神宮寺。現実では生徒会長としてみんなを引っ張っているお前だが、異世界じゃ今や囚とらわれの身だ。将しよう棋ぎで言うところの詰みだ、詰み」

「……まだ詰んでなんかいないわ」

「いーや、詰んでるね。どう考えても詰んでる。お前、本気であの地下迷宮から脱走できると思ってんの？」

「……それは」

「いい加減、脱走なんて諦めてだな。真ま面じ目めにメイドとして働け」

「どうして私が……メイドなんて」

　弱々しくつぶやいた神宮寺はもう一方の手で持っていた缶コーヒーを口元で傾けた。

「お前のかつての仲間たちも一向に助けにくる気け配はいがないし」

「……そ、それはきっと私が魔ま族ぞくに捕まったことに気づいていないのよ……」

「たしか行方ゆくえ不ふ明めい扱いだったよな。でもさ、魔法ネットワークを見る限りじゃ、『魔族に捕まったんじゃね？』って意見はよく見るし、たとえお仲間がそういうことに気づいていなくても、お前に人望があるんだったら真実を究明するために地下迷宮に探りに来るだろ、普通」

「…………で、でも」

「ああ、そうそう。これはスライムさん情報だが、お前が作ったギルド。『深紅色の天使クリムゾンエンジエル』だっけ？　なんでも誰だれが次のギルドマスターになるかで揉もめてるらしいぞ？」

「つ、次って……まだ私は生きているのに！」

「亡なき者にされてんだよ、お前。……な？　これでわかっただろ？　もう人間の世界に神しん宮ぐう寺じの居場所なんてないんだ。諦あきらめておれ専属のエロメイドになってエロの限りを尽くしてくれ」

「エ、エロメイド……？　わ、わ、私に一体何をさせる気よ!?」
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　神宮寺がさっと後方に退しりぞき、自分の肩を抱きしめた。

「じゃなかった。普通のメイド。お詫わびして訂正いたします」

「……下げ衆す。変態」

　そっぽを向いたまま毒づく神宮寺。

　だいぶ冷静さは取り戻したようだが顔の火ほ照てりはおさまっていない。

　何を想像してんだか。っておれが言えたセリフじゃねーな。

「とにかく神宮寺。呪のろわれたメイド服を着ている以上、脱走を企くわだてたところで無む駄だ無駄。いい加減、気持ちを切り替えてラスダンに腰を落ち着かせろよ」

「………………」

　無言で食事を続ける神宮寺の顔は無表情に近い。

　ホント頑かたくなだな、こいつは。

「何？　お前、人間の世界にまだ未練あんの？　まさか恋人でもいるのか？」

「い、いるわけないでしょう！　恋人なんて！」

「じゃあ、何が不満なんだよ？　おれに従うのが嫌いやだから抵抗の意味で脱走してるとかか？」

「……その通りよ」

「適当に言っただけなのに当たってる!?」

「…………ふん」

　いや、この表情はそうじゃないな。ただ売り言葉に買い言葉で反応しただけだろう。

　とは言ってもおれに抵抗したいという気持ちは少なからずありそうだが。

「ま、おれを嫌うのは一向にかまわんが……。でもさ、お前には説明したよな？　ロレッタの境遇とか魔ま族ぞくの現状については」

「…………ええ、まあ」

　魔族の現状。特に……。

　食あたりで死亡したロレッタの父親。

　地下迷宮に一人ひとり取り残された魔族の少女──

　ロレッタにまつわるその悲しい物語については神しん宮ぐう寺じにあますことなく伝えてある。

「おれはロレッタの味方だ。そしてロレッタの敵はおれの敵。だから人間はおれの敵だ。誰だれがなんと言おうとこの立場を変えるつもりはない。……お前はどうだ？」

「……私？」

「魔族の内情を知った今でもお前は魔族を滅ぼしたいって考えているのか？」

「……それは……」

「敵対するつもりがないのならなおのこと脱走なんて止やめろよ」

「…………本当に脱走できるなんて思っていないわ」

「ああ、おれに対するあてつけなんだっけ？」

「まあ基本的には」と言って神宮寺が金かな網あみに寄りかかる。

「含みのある言い方だな……」

　もしかしたらまだロレッタたち魔族のことを量りかねているのかもしれない。ま、だとしても仕方のないことではある。神宮寺とはついこの間まで敵対していたわけだし、気持ちを切り替えるにしてもすぐってわけにはいかないだろうから。ったく、しょうがねーな。

「お前が何をどう考えているのかはわからないが、脱走を試みたところで失敗に終わるのは目に見えているし、お前このままじゃ、前にも後ろにも進めないぞ？」

「……う」

「お互い得るものないし、いい加減脱走は止めようぜ。でもって……えーと、あれだ。明日あしたからおれたちと一いつ緒しよにダンジョン防ぼう衛えいをやってみたらどうだ？」

「ダンジョン防衛を？」

「ああ。おれやロレッタたち魔族と同じ時間をすごすことによってわかること、見えることがきっと何かしらあるはずだ。防ぼう衛えいと言っても、お前に人間を駆く逐ちくしろとは言わない。玉座の間にいてくれればそれでいい。おれたちの日常をお前に見てもらいたいんだ」

「……日常を」

「歩み寄れと言っているわけじゃない。今後おれたちに協力するのか、しないのか、お前なりの結けつ論ろんを導みちびき出せって言ってるだけだ」

「……そう……ね」

　神しん宮ぐう寺じは小さく頷うなずくと、缶コーヒーを一気に飲み干し、口元をハンカチで拭ぬぐった。

　その後、ふぅ、と息を吐き出し、

「ひとまずキミの思惑に乗ってあげるわ」

　と言って顔をしかめ、

「……でもね、これだけは覚えておいて。私は絶対にキミに屈したりしないんだから。エ……エ、エ、エロメイドなんてもってのほかよ！」

「ふむ」

　まあそれもよかろう。ツンツンメイド上等。

　とりあえず一部の人間の需要を満たすメイドが爆ばく誕たんしたわけだ。

　……あれ。でも、それっていつもの神宮寺がメイド服着てるだけじゃね？
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「ん、あれはガーゴイルかしら？」

「はい。その通りです」

　ロレッタが英えい語ごの教科書の例文みたいな返答で神宮寺の疑問に答える。

　いつものように冒険者が中層に入り本格的な防衛が始まる時間。

　おれとロレッタにとってはいつものルーチンワークだが、今日きようが初はつ観かん戦せんの神宮寺にとってはそうではない。さっきからあれやこれやと疑問を投げかけてくる。

「細長い通路に五体のガーゴイル……なるほど。真ん中の三体目を通過したあたりで彫像状態のガーゴイルが動き出す仕掛けね？」

「へ？　違いますよ？　あれは全すべて単なる彫像なので動きません……よ？」

「……え？　全部彫像なの？」

「先日、ガーゴイル石材店の社長さんであるガーゴイル族の族長さんとお会いする機き会かいがあったのですが、そのとき『我々は大昔から、どうせ動くんだろ？　バレバレなんだよ！　と人間どもに言われ続けてきました。だから動くのはもう自分の代で辞めにして、代わりに動くことのない彫像を受注生産し、世の中に広めよう……もうバカにされるのはたくさんだ！　そんな思いから私はこの会社を立ち上げたのです』という言葉に感銘を受けまして。思わず特注品の彫像を購こう入にゆうしてしまったのですよ」

「動かないガーゴイルになんの意味があるのよ!?　ただの置物じゃない！」

　神しん宮ぐう寺じが声を荒げながらロレッタにツッコミを浴びせる。

　ふむ。今日きようはおれがわざわざ指摘しなくてもすみそうだな。

「で、ですが……あれだけの数の彫像を並べておけば人間のみなさんもさすがに警けい戒かいすると思うのですよ。あと駆け出しで戦いに自信がない方は引き返してくれるのではないかと……」

　──ドーン！

　そのとき一番手前の彫像が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　どうやら冒険者の一人ひとりが爆ばく発はつ系けいの魔ま法ほうを放ったらしい。

　──ドーン！

　立て続けに爆発音が響ひびき、二つ目の彫像も爆発。

　その後も次々に遠えん距きよ離りから彫像は破は壊かいされていった。

「あ、あぁー！　五つセットで四百五十万デモンもしたガーゴイルの彫像がー！」

「あれ五つで四百五十万円もしたのかよ!?」

「……それは日に本ほん円えんに換算した場合の値段かしら……？」

「あ、ああ。デモンは魔界の通貨単位で一デモンがだいたい一円に相当するんだ」

「四百五十万円って、ぼったくりもいいところじゃない……」と言って神宮寺がロレッタを見やり、「これなら普通にガーゴイルを雇ったほうがお得だったんじゃない？」

「それは無理なお話です……。ガーゴイル族のみなさん、彫像作りに熱ねつ中ちゆうするあまり、自身を彫像の姿に変える方法を忘れてしまった、とおっしゃっていたので」

「すっかり退化してるじゃない……」

「はい。ですから近いうちに動く彫像作りにも挑戦する、ということです」

「ガーゴイルが動く彫像を作ってどうするのよ!?　普通、種族の退化を食い止めるのが先じゃないの!?」

　裏返りそうになる神宮寺のツッコミの声。

　いやー、的てき確かくなツッコミだなー（棒読み）。

「しっかし、そんなんで商売成り立つん？」

「んー、族長さん、高そうなネックレスや指ゆび輪わを身につけていたので、けっこう儲もうかっているのではないかと」

「……一体どうなっているのよ、最近の魔界は」

　神宮寺、テンションダダ下がり。

　たぶんロレッタの天然と魔界の真実の姿を目まの当あたりにして呆あきれてしまったのだろう。

　気持ちはわかる。おれも当初は「魔族やばい。こりゃ近いうちに滅ぶわ」って心配になったしな。つっても人間の世界も大概だが。

　──ドーン！

　結局、ロレッタが設置した彫像は全すべて遠えん距きよ離りから破は壊かいされてしまった。

「うー！　次です！　次の罠わなで仕留めます！」

「次は何？」

　神しん宮ぐう寺じが怪け訝げんな顔で魔ま法ほうの鏡かがみを覗のぞきき込む。

「次は……えーと、あれです！　在庫一掃セールのときに買ったガーゴイルの彫像五体です！」

「また彫像なの!?」

「ご安心を！　これは五体で四万五千デモンと格安でしたので！」

「問題は値段じゃないでしょう！」

　おれを叱しかりつけるときと同じくらい声を荒げる神宮寺。

　あー、なんかロレッタと神宮寺の組み合わせって相性最悪っぽい気がするなぁ。

　神宮寺は理屈屋。ロレッタは直感を重視する天然タイプだし。

「あ、あれー？　みなさん、遠距離から魔法を放つことなく素通りしてます……？」

「看破されたのよ。安物だけあってデザイン面に問題があったようね」

　たしかに形からして雑だし、顔もまったくガーゴイルらしくない。

　なんつーか、豚みたいな顔してる。四肢のバランスもなんかおかしいし。

「そんなことありません！　こっちのほうが本物のガーゴイルさんたちに似ています！　むしろ最初に破壊されたほうの彫像は八割増しで美化されていましたよ！　石材店の社員さんたちもそこは認めていましたし！」

「あなたが会ったガーゴイルは本当にガーゴイルだったんでしょうね!?」

「仮に本物だとして、自分たちをモデルにして作った石像が冒険者たちにスルーされるって本人たち的にどうなん!?」

　思わずおれまでツッコんでしまった。

　ロレッタのボケと、ガーゴイル族の生態の奇妙さが組み合わさったコンボ攻こう撃げき──神宮寺とのコンビでツッコミを同時展開しなければさばききれない特大のボケであった……。







　そんなこんなで本日もおれの罠で冒険者たちを撃退し──

　防ぼう衛えい後ごのティータイムの時間。

「サトル先生、いつものハーブティーです。覇は王おうさんもどうぞ」

「サンキュー」

「……ありがとう」

　神宮寺がテーブルの上に並べられたティーカップを手に取る。

　すぐには飲まなかった。だがおれがカップを傾けると神しん宮ぐう寺じもおれに倣ならい、

「え、美味おいしい……。見た目はこんなにどす黒いのに……」

「お口にあったのなら幸いです」

「つか、神宮寺。メイドなんだからお前が淹いれろよな」

「自分の分だけなら淹れてもいいけれど。というか……私よりもロレッタのほうがメイドに向いているんじゃない？」

　皮肉を言いつつお茶を飲む神宮寺。

　ふてぶてしい態度である。

「わ、わたしがメイドですか……？」

「だってそうじゃない。今日きようだけのことではないのでしょう？　あのお粗末な罠わなの数々」

「う……っ」

　指摘を受け弱気になるロレッタだったが、神宮寺はかまわず辛しん辣らつな言葉を並べ立てた。

「ようやくわかったわ。魔ま界かいの最高責任者であるあなたが成なる宮みや君を夢召喚したわけが。自力では人間を追い返せそうにないから彼を呼び寄せたのでしょう？　つまり、私が夢召喚された理由と同じよ。自分たちの都合で異世界の住人を戦いの渦に巻き込む……」

　神宮寺はそこまで言うとロレッタに鋭するどい視し線せんを向け、

「ロレッタ。あなた……申し訳ないと思わないの？　恥ずかしいと思わないの？」

「おい、神宮寺。さすがに言いすぎだ」

「キミは黙だまっていて。私はロレッタに訊きいているの」

　んだよ、こいつ。急にキレやがって。

　しかもおれを非ひ難なんするんじゃなくてロレッタを標的にするとか。

「ロレッタ。答えて」

「たしかに……わたしは自分の都合でサトル先生を一方的に夢召喚しました。そのことについては今でも申し訳ないと思っています。ですが、わたしは父が残したこの地下迷宮を……生まれ育った自分の家をどうしても守りたかったのです」

「だから成宮君の力を借りたと？」

「はい！」

　ロレッタは神宮寺から目をそらすことなく頷うなずいた。

「神宮寺。その話は今さらすぎる。経緯いきさつはともかくおれはとっくにロレッタファミリーの一員なんだ。嫌いや々いやロレッタを手て伝つだっているわけじゃない」

「それはわかっているわ。でも、もう一つだけ言わせてちょうだい……」

　そう言って神宮寺が再び矛ほこ先さきをロレッタに向ける。

「ロレッタ。あなたはいつまで成宮君に頼る気なの？」

「いつまでとは……？」

「あのお喋しやべりなスライムが言っていたわ。あなたの最終目的は世界征服なのだと。今はまだ『加か護ご』に守られた人間を撃げき退たいしているにすぎないけれど、そういう魔ま族ぞくらしい目的があるのだから戦力が整ととのい次第、人間の世界に侵攻する腹はら積づもりなのでしょう？」

　神しん宮ぐう寺じは明らかにヒートアップしていた。

　学校でおれに見せるお説教モードの剣けん幕まくどころではない。

「人間の世界を制圧しようと思ったら、この間、私が『祭さい壇だん』を破は壊かいしようとしたように人間たちが『加護』の力で復活できないように教会に攻め入るしかないわ。ただ……そうなると本当の殺し合いになる。ロレッタ、あなたは成なる宮みや君に人殺しをさせるの？　人である彼に人を殺あやめさせるの？」

「神宮寺──っ」

　おれは無む意い識しきのうちに神宮寺の細い腕をつかんでいた。

　ただ当の神宮寺はおれには目もくれずロレッタのことを見つめている。

　……痛いところを突かれたな。人間の世界に攻め込むなんて当分無理だからそのことは考えないようにしていたんだが、戦いが大詰めってことになればいつかはそういうときがくる。考えたことがないわけではない。この戦いが永遠に続くと思っていたわけではない……。




「どうも覇は王おうさんは大きな誤解をしていらっしゃるようですね」




「は？」「え？」

　ロレッタの意外な反応におれも神宮寺も素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「誤解？　どういうこと？」

「わたしが理想とする世界の形は覇王さんが想像しているものとは違うということです」

「理想とする世界の形……」

「はい」と言ってロレッタが唇を動かし、「まだボンヤリとした理想なので、上手うまく説明できないかもしれませんが……。えっと、その、わたしはできることなら人間のみなさんとは争いたくなくて、共存の道があるのなら、と思うのですが……それはきっと困こん難なんな道です。人間と魔族が相あい容いれない関係にあることは歴史が証明しています。世の中、サトル先生のような人ばかりではありませんから」

　そう言っておれを見やり、なぜか顔を赤くするロレッタ。

　わたしは考えました──

　その後もロレッタは話を続け、

「どうすれば人間と魔族が上手くやっていけるのか？　その答えは世界征服──ではありません。どちらかがどちらかを支配するような関係ではなく……えーとぉ、弱肉強食が物を言う、でも正々堂々とした人間界の人々と魔界の住人の競きよう争そう社会？　えっと、こういうのなんて言えばいいのでしょうか……。世界平等……世界均等…………あ、そうです！　世界競合というのはどうでしょうか!?」

「「世界競合？」」

「はい！　一言で言うなら、全力で相手にぶつかる、です！　もっと言うと、ダンジョンを通じて人間と魔ま族ぞくがときにぶつかり合い、競きそい合い、切せつ磋さ琢たく磨まし合う関係です！」

「それがロレッタの……あなたの目指す理想の世界なの？」

「考え考え話したので、穴のある理り論ろんかもしれませんけど、わたしが理想とする世界の形というのはだいたいそのような感じでして……」

　そう言うとロレッタは「うーん」と唸うなりながら腕組みをし、

「んーっと、んっと、世界競合を成し遂げるためには世界各地にダンジョンを建設し、人間のみなさんが危き機き感かんを抱いてくれるようなダンジョン運営に励はげむ必要がありますね。さらに現在のこの劣勢を引っくり返すことができれば、やる気のない魔族のみなさんも『なんだ。魔族イケてるじゃん』と思ってくれるはずですから……。そうなれば人間のみなさんは魔族の牙が城じようを崩そうと、己おのれの肉体を鍛きたえたり、魔族に対抗するために新しい魔法や、武具などを生み出そうとするはずです。魔族側も人間のみなさんを追い返そうと様々な策を練るはずで……それはわたしたちが率先してやるべきことでしょうね。ともかく──全力で戦い、全力で考え、全力で汗をかく！　それが今のわたしが目指している世界の形なのです！　そのためには人間のみなさんの生き方を変えてしまうような、アッと驚おどろくダンジョンを建設しなければなりませんね！」

　ロレッタはそう締しめくくると、気合いの現れか両手の拳こぶしをぐっと握った。

「「……………………」」

　絶句するほかなかった。

　神しん宮ぐう寺じも同じ心境なのか言葉を失っている様よう子す。

　……おれも初耳だったから驚いた。そんな都合よくいくわけないだろ、と思う気持ちもありはしたが、それ以上にロレッタらしい発想だと思った。そりゃそうだよな。毎度毎度、罠わなにハマった人間たちの心配をしているロレッタが人間の世界を支配することをよしとするはずがない。

　ダンジョンを通して、切磋琢磨し合う──

　やる気のない魔物たちが見直す、また人間の生き方を変えてしまうダンジョン運営──

　どれもこれもロレッタの性格が色いろ濃こく反映されている。

　……やっぱすげぇわ、ロレッタは。

　おれなんて明日あしたはどんな罠作ろうとかそんなことしか考えてなかったぞ。

　うん。やはりおれの見立ては間違っていない。

　ロレッタは魔族を統すべる王に相応ふさわしい器うつわの持ち主だよ。

「これは父が残した日記を読んでわかったことなのですが、どうやら父の時代もこれに近い考え方のもとダンジョン運営が行われていたらしいのです。えっと、例を挙げると父の配下である四し天てん王のうのみなさんがおさめていたダンジョンですね。残念ながら人間のみなさんや配下の魔ま物もののみなさんの生き方を変えるほどの影えい響きよう力りよくはなかったようですが……」

「その上、神しん宮ぐう寺じが封印しちゃったんだよな、四天王」

「はい。そう聞いています」

　まあ封印だからな。殺あやめたわけではない。封印を解く方法があるのかどうかは知らんが、四天王については神宮寺から直接事情を聞くしかないだろう。

　つっても、今する話でもないし、四天王についてはまたおいおいってことで。

「とゆーわけで──」

　ロレッタが相変わらずの笑え顔がおで神宮寺に告げる。

「覇は王おうさん、おわかり頂けたでしょうか？　やる気のない魔物のみなさんを奮ふるい立たせ、『加か護ご中毒』で堕だ落らくしつつある人間のみなさんに危き機き感かんを与える……。ひとまずそのような方針で今後もダンジョン運営を行っていけたら、とわたしは考えています！」

「……そ、そう……。よく……わかったわ……」

「そうですか！　それはよかったです！　あ、お茶を淹いれなおしますね！」

　ロレッタがティーポットを抱えて部へ屋やの隅に移動する。

「神宮寺、どうよ。うちのボスは？」

「…………」

「なんとか言えよ」

「…………なんとか」

「おいおい、キレがないぞ、神宮寺。普ふ段だんのお前ならおれにツッコミなんて許さないだろ」

「…………うるさいわね」

　神宮寺が誤ご魔ま化かすかのようにぬるくなったお茶に口をつけた。

　たぶんこいつはロレッタのことを甘く見てたんだろうな。

　ま、今日きようのあの防ぼう衛えいを見ればロレッタがおれに頼りっきりの他た力りき本ほん願がんな魔族の少女だと思うのも無理のない話。あと神宮寺がロレッタに対して辛つらく当たったのは、おれのように夢召喚され「自分の代わりに魔族と戦ってください」と勇者の子孫に懇こん願がんされ、そのことでブチ切れたことも理由の一つにあるだろう。公衆の面前で泣かせたっていうあれな。

　同じノリでロレッタのことも説教するつもりだったんだろうが……。

　神宮寺？　これでわかっただろ？　どうしておれがロレッタの味方をしているのかが。

「お茶、淹れなおしましたよー。さあ、改めてティータイムを始めましょうー」

　ロレッタが笑顔で三人分のお茶をテーブルの上に置く。

「ほら、神宮寺。飲めよ」

「………………ええ」

　もう反はん論ろんする気はないみたいだな。

　いやー、おれがフォローするまでもなく神しん宮ぐう寺じを説き伏せるとはさすがロレッタ。

　恐れを知らぬ天然のなせる業わざってやつかね……。
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　翌日の夜──

　異世界に降り立つと、玉座の間からロレッタの元気な声が聞こえてきた。

「なるほど！　この数式にはそういう使い方が！」

「理解が早くて助かるわ」

「そんな！　覇は王おう先生の教え方が素す晴ばらしいからですよ！」

「そう？　ありがとう」

　数学の教科書らしきものを片手に持った神宮寺がロレッタに柔にゆう和わな笑えみを向ける。

　……………………………………おい。

　何をしていますか、キミたちは。

　つか、覇王先生だぁ？　昨日きのうの今日きようで何がどうなってる？

「あ、サトル先生！　いらっしゃいです！」

「……ああ」

　おれは怪け訝げんな表情を浮かべたまま二人ふたりに近づく。

　そして、挨あい拶さつもほどほどに──

「んで？　なんで神宮寺がロレッタに勉強教えてんの？」

「わたしもよくはわからないのですが、突然、覇王さん……いえ、覇王先生が教科書を片手に玉座の間に現れ、一いつ緒しよに勉強しましょう、とおっしゃいまして」

「神宮寺、なんのつもりだ？」

「別に」

「や、別にじゃねーだろ！」

　おれは唾つばを飛ばすような勢いで神宮寺に嚙かみつく。

「何よ？　ロレッタに勉強を教えて、それでキミが困ることでもあるの？　聞けばロレッタは本来であれば勉学に励はげんでいる時期だと言うわ。そうでなくとも魔ま界かいを統すべる王を目指すのであれば最低限の教養は学んでおくべきでしょう。違う？」

「それはそうだが……いや、だからおれが聞きたいのはそういうことではなくてだな！」

　昨日はロレッタに散々冷たく当たっていたってのにこの変わり様はなんだよ？

　普通、気まずくて話しかけるのも憚はばかられると思うんだが……。

「サトル先生！　覇は王おう先生は一流の家庭教師です！　父が存命のときに雇っていた家庭教師の先生なんて目じゃないくらい教え上じよう手ずですよ！　本当に素す晴ばらしいです！」

　……そりゃそうだろ。神しん宮ぐう寺じは全国トップクラスの秀才。その上、面めん倒どう見みもいい。神宮寺のスペックの高さを思えばロレッタが絶ぜつ賛さんするのも頷うなずける。神宮寺にしてもロレッタみたいに素直なタイプは教え甲が斐いがあるだろうし。

「成なる宮みや君、邪じや魔ましないで。まだ今日きようのノルマは達成していないのだから」

「すみません、サトル先生。もうしばらくお待ちください」

「……邪魔って」

　噓うそだろ？　なんだよ、この展開？

「しっし」

　神宮寺がハエでも追い払うかのように手を振る。

　しかも薄うす笑えみを浮かべながら。

　……くそっ、神宮寺！　何を企たくらんでやがる！

　つか、ロレッタに先生って呼ばれていいのはおれだけなんだからな!?

　わかってんだろうな、そこんところ！













　　　　　ＣＡＳＥ２　先生はどっち？







「覇王先生、質問です！」

「何？」

「この演習一の解とき方かたがいまいちわからなくて」

「ああ、ここはね、まずＹ＝の形に変形して、次に両辺を微分すれば……」

「なるほど！」

　ロレッタがノートに顔を近づけものすごい勢いでペンを走らせる。

　昨日きのうに引き続き、この日もロレッタは神宮寺から勉強を教えてもらっていた。

　しかも、玉座の間に机と椅い子す、さらには黒板まで持ち込んでおり、全国模試上位の神宮寺によるロレッタへのマンツーマンの授業は明らかに本格化していた。

　……マジなんのつもりだよ、神宮寺。

　ロレッタに英才教育を施してあいつになんのメリットがあるってんだ？

「何やってるっすか、サトルっち」

「うお……っ」

　物陰から様よう子すをうかがうおれの肩の上に青あお色いろの生物がいつの間にか乗っかっていた。

　この地下迷宮で幹部候補生として働いているスライムさんだ。

「あー、もしかして覇は王おうっちにロレッタが懐なついてしまったのが気に食わないんすか？　ジェラシーを感じてるっすか？」

「や、そんなんじゃねーし」

　図ず星ぼしだったが認めるのは癪しやくだったので反はん論ろんしておいた。

　くっそぉ、神しん宮ぐう寺じめ。ロレッタを独占しやがって。つーか……。

「あいつ、なんのつもりなんだ」

「うん？　覇王っちがロレッタに勉強を教えている意図っすか？」

　肩の上で鬱うつ陶とうしく飛び跳ねていたスライムさんがピタリと動きを止めた。

「ああ。善意やボランティアであんなことをしているとはとうてい思えん」

「そうっすかー？　自分訊きいたっすよ。昨日きのう、ロレッタが覇王っちに持論を問いたって」

「世せ界かい競きよう合ごうのことか」

「きっと覇王っち、ロレッタに感化されたっすよ」

「感化されたって……。じゃあ、あれは好意でやってるってのか？」

「だったらいいんすけどねー」

「希望かよ」

　まあロレッタの人柄が神宮寺に伝わった結果ならばなんの問題もない。

　だけど神宮寺はついこの間まで敵側にいた人間だ。

　捕ほ獲かく後ごも何かと反抗的だったし、毎日のように脱走を図はかっていた。

　そんなヤツが急に魔ま族ぞくの最高責任者であるロレッタに勉強を教える──

　これほど不自然なこともないだろう。

「ともかく要注意だ。スライムさん、神宮寺の動向には目を光らせておいてくれ」

「んー、覇王っち、そんな悪い人間ではないと思うっすけどー」

「ん？　なんだ？　やけに神宮寺の肩を持つな？」

「自分、ゴーレムと一いつ緒しよに覇王っちのお仕置きを担当してたじゃないっすか？　だから話す機き会かいがけっこうあったんっすよ。別に仲がいいってわけじゃないっすけど、覇王っち、趣しゆ味みの幅が広くて、どんな話題にもついてくるから話が弾むんすよね」

「たしかに神宮寺は何かと守備範はん囲い広いよな」

　ただ勉強ができるだけの優ゆう等とう生せいタイプかと思ったらゲーム全般に詳しかったり、はたまたエロゲーにまで手を出していたり。そういやスライムさんもゲーム好きだったな。

「趣味の話で盛り上がるのはけっこうだが、それとこれとは話が別だ。邪推しすぎかもしれんが一応警けい戒かいだけはしといてくれよな」

「うっす！　心得ておくっすよ！」

　と言いながらおれの肩から飛び降りたスライムさんは、ポワワ～ンと人間の女の子の姿に変身し、「防ぼう衛えいの始まりっすよー」と言いながらロレッタたちの間に割って入っていった。







　その日はラスダンにやってきた人間の数が極端に少なかったため、早めに防衛が終わった。その後はいつものようにお茶会へと流れたが、飲み物や話題が尽きてもなお、現実の自分が目を覚ます時間までは余裕があった。

　そんなわけでお茶会終了後──

　おれは監かん視しのため、神しん宮ぐう寺じのあとをつけ回すことに。

　と言っても本人に気づかれないようにだ。

「……おれはストーカーか」

　幸い神宮寺はさっきから無む闇やみに動き回ることなく一定の範はん囲い内ないに留とどまっている。

　廊下の掃除が行き届いていないわ、と言って初めてメイドらしく箒ほうきを手に取ったのだ。

　ん？　スライムさんと何か話してるな？

　柱の陰から様よう子すをうかがっていると、掃除中の神宮寺の側そばを人ひと型がた状態のスライムさんが通りかかり、二人ふたりは真剣な表情で言葉を交わし始めた。静かに耳をすませてみると、

「やっぱりゲームは、特にＲＰＧは２Ｄっす！　３Ｄは邪道っす！」

「ゲーマーにもいるのよね。懐かい古こ主義者が」

「そんなんじゃないっす！　最近のグラフィック至上主義はうんざりっすよ！　だいたい３Ｄには２Ｄみたいな手作り感やぬくもりが欠けてるっす！　ぬくもりてぃーっす！　ドット絵こそが至高っす！」

「たしかに３Ｄ黎れい明めい期きは無む機き質しつで不気味な印象があったわ。でも、とうの昔に不気味の谷は越えているし、最近は現実かと見み紛まがうほどのレベルに到達しているゲームも存在するわ。いえ、今もまだ３Ｄグラフィクは進化の途中なのよ。まだまだ進化するわよ、グラフィックは。今後も一人ひとりのゲーマーとして、業界の行く末を見守っていきたいものだわ」

　ネットでよく議ぎ論ろんされるネタだよな、ゲームのグラフィックって。

　話を聞く限り、どうやら神宮寺がグラフィックを重視するタイプで、スライムさんは昔ながらのドット絵とかが好きみたいだな。しかし……この会話だけで聞いてると、ここが異世界だってことを忘れてしまいそうだ。つーか、地ち球きゆうの文化とか娯楽、流出しすぎだろ。たぶんスライムさん、日に本ほんで暮らすことになっても問題なく溶け込めるぞ。

「グラフィックなんて飾りっす！　ゲームで大事なのは面おも白しろさのほうっす！　グラフィックに特化したゲームほどクソゲー率高いっすよ！　昔のほうがいいゲーム多かったっす！」

「……はぁ、これだから懐古厨ちゆうは……」

　神しん宮ぐう寺じがやれやれと言いたげな顔でため息をつく。

　そして、専門家の目つきで、

「今も昔もクソゲーの比率なんてたいして変わらないと思うわよ？　おそらく、あなたは目が肥こえてしまったのよ。マニアほど口が悪い、というのはどの世界でも同じみたいね」

「そ、そんなはずないっす！　３Ｄはゲーム業界を崩ほう壊かいに導みちびく癌がんに違いないっす！　だいたい３Ｄのゲームで遊んでたらたまに酔うことがあるっす！　３Ｄ酔いっす！　あと２Ｄよりもマップが複雑に感じられるっす！　自分、方向音痴っすから、迷まい子ごになるっすよ！」

　３Ｄ酔いと、空間把握能力の欠如──

　あー、そりゃ３Ｄのゲームで遊ぶの向いてないわー。

「あなた……もしかして３Ｄのゲームで快適に遊ぶことができないから、その腹いせに業界批判をやっているんじゃないでしょうね？」

「……そ、そういうつもりじゃないっすけどぉ……」

　と言いながらスライムさんが後ろに一歩下がる。

「さっきグラフィックに特化したゲームほどクソゲー率が高い、と言っていたけれど、参考までにクソゲーだと感じたゲームのタイトルを教えてくれるかしら？」

　神宮寺が笑え顔がおで問いかけながらスライムさんに接近していく。

　あーあ、怒らせちまったみたいだな。神宮寺はおれみたいにふざけた冗じよう談だんを言う人間にも厳きびしいがスライムさんみたいに誠実さに欠けるタイプにもうるさいからな。

「自分、急用を思い出したっす！　さらばっす！」

「あ、ちょっと待ちなさい！　まだ話は終わっていないわよ！」

「もう終わりでいいっすー」

　スライムさんは元の姿に戻り、小窓を通り抜けることで神宮寺の追跡を振り切った。

　いいなー。変身。あれがおれにも備わっていれば学校でやりたい放題なんだけどなー。

　などと羨うらやましがりつつ、神宮寺の動向をうかがう。

「……まったくもう」

　掃除再開。

　あからさまに不満が顔に出ているが、掃除は止やめないみたいだ。

　ま、神宮寺はやるとなったら徹てつ底てい的てきにってタイプだからな。

「ウホッ！　ウホッ！」

　と、今度はゴーレムさんがやってきた。

「……ん、またその話なの？」

「ウホウホッ！　ウッホーッ！」

「はあ？　だからどうして成なる宮みや君のヘタレ攻めになるのよ！　あなたそれでも腐ふ女じよ子し？」

　…………今度は腐女子トークかよ。

　まさかＢＬにまで手を出していたとは。

　しかも、何気にゴーレムさんのウホウホ語理解してるし。

　ま、神しん宮ぐう寺じも女子だし、むしろエロゲーよりはありえる話か…………。

　って、待てやあああああああ！　おれのヘタレ攻めってなんだ!?　つか、おれ誰だれとカップリングにされてるんだ!?

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホッホーッ！」

「成なる宮みや君が若干ヘタレ入っているのは私だって理解しているわ。でもね、そのカップリングの場合、彼は誘い受けじゃないとダメなの。だってそういうオーラが出ているもの」

「ウホーッ！　ウホーッ！　ウッホーッ！」

「自分は認めない？　知らないわよ、あなたの趣しゆ味みなんて」

「ウホウホウホ──ッ！」

　ゴーレムさんが神宮寺の腰回りよりも太い足で床を踏み鳴らす。

「ちょっと！　掃除中なんだから暴あばれないで！　埃ほこりが飛ぶでしょう！」

「ウッホッホーッ！　ウッホッホーッ！」

「私とはもう二度とＢＬの話はしない？　それはこっちのセリフよ！」

「ウ────ホッ！」

　最後のゴーレムさんの捨てゼリフはおれにもわかった。

　たぶん、バ────カと言ったんだろう。

　しかし……。

　結局、おれの相手は誰だったんだ……？




「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」




　ゴーレムさんがいなくなったと思ったら今度はウルフ軍団がやってきた。

　五匹のウルフは神宮寺の目の前で横一列に並び、お行ぎよう儀ぎよくお座りをした。

「うん？　何かしら？　まだ餌えさの時間には早いと思うのだけれど」

　ん、なんだ？　神宮寺がウルフ軍団の餌係やってんの？　まあなんでもいいが、餌って表現がもうアレだな。完全に犬扱いだ、ウルフ軍団。

「「「「「ウガ！　ウガ！　ウッガッガ！」」」」」

「餌じゃなくて昨日きのうの続きをお願ねがいしたい？　ああ、アルハンブラ王おう国こく議ぎ会かいの腐敗について語り合いたいと」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「熱ねつ心しんね、あなたたち。でも、政治に興きよう味みを持つのはいいことだわ」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ウルフ軍団とコミュニケーションを取っている上に政治の話題で盛り上がってる!?

　マジかよ……。ウルフ語はロレッタでさえ理解できない言語なのに。ってか、ウルフ軍団って何気に社会派なのか？　政治に興きよう味み津しん々しんなワンコたちって。や、犬じゃねえけど。

「そもそもあの王国は以前から腐敗が進んでいて……──（以下略）」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「王様は貴族たちの言いなりで、さらに議ぎ会かいとは別に王国騎き士し団だんたちも裏で貴族と組んで暗あん躍やくしているという噂うわさもあることから……──（以下略）」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ウルフ軍団、吠ほえてるだけじゃん。

　アレで本当に会話してんの？　全部、神しん宮ぐう寺じの妄想なんじゃね？

　……ま、それはないか。神宮寺、無む駄だにスペック高いし、妄想に走るタイプでもない。

　にしても最近まで敵だったのに馴な染じみすぎだろ、あいつ。

　ロレッタには英才教育を施し、魔ま物ものたちともいつの間にか仲よくなってる。

　まあスライムさんとは口こう論ろんになっていたし、ゴーレムさんとも受け攻めの趣しゆ味みが合わないようで言い争っていたが、しかし、ある程度仲よくないと趣味の話なんてできないからな。

　ただあいつが何を考えてこれまでの反抗的な態度を改め、ラスダンに順応し始めたのかは謎なぞだ。一体なんのためにロレッタに勉強を教えているのだろうか。……まあ神宮寺は悪わる巧だくみをするようなタイプではないし、裏なんてないのかもしれないけど。でも、ここまで一変すると、いろいろ勘ぐってしまう。半分はジェラシーだが、もう半分は犬猿の仲である神宮寺に対する……対する……んー、なんだろう？　もやっとした何か？　よーわからん。

「ん、掃除は終わりか」

　いつの間にかウルフ軍団は去っており、廊下の掃除もすんでいた。

「さて、次は──」

　神宮寺が箒ほうきを抱えたまま廊下を歩き出す。

　尾行続行である。







「……ん、あそこはロレッタの部へ屋やだよな？」

　どうやら廊下だけに飽きたらずロレッタの部屋まで掃除するつもりらしい。

　今日きようの神宮寺は行動が完全にメイドのそれだ。徹てつ底ていしている。

『ロレッタ……あなた下着姿で何をしているの？　それにこの洋服の山は……？』

『あー、覇は王おう先生ー。それがですね、先ほどネット通販で購こう入にゆうしたお洋服が届きまして。ちょうどセールをやっていたのでついついたくさん購入してしまったのですよ……』

『ああ、試着していたのね』

　ドア越しに聞き耳を立てると、中から二人ふたりの会話が聞こえてきた。

　……何？　ロレッタの下着姿だと？

　どんな下着を着用しているのか気になるところだが、さすがに中を覗のぞくわけにはいかない。ドアノブを捻ひねればそれだけで二人に存在を気け取どられてしまう。

『ところで覇は王おう先生？　何かご用ですか？』

『ええ、掃除をしてあげようと思って訪ねたのだけれど、今は都合が悪そうね。出直すわ』

　神宮寺の足音がこちらに近づいてきた。

　やべ、どこかに隠れないと──

『あ、待ってください。覇王先生。ちょっと提案が』

『提案？』

　足音が止まる。おれは息を吞のんだ。

『どうも手違いがあったようで、このワンピースだけサイズが合わないのですよ』

『チェック柄のワンピース……可愛かわいいデザインね』

『もしよろしかったら着てみませんか？　サイズが合えば差し上げますし』

『え、でも……』

『ネット通販で購こう入にゆうしたものですから返品不可なのですよ』

『ああ、なるほど。それだったら……。あ、でも私、呪のろいのメイド服を着ているから、試着しようにも……これ自分の意志では脱ぐことができないのだけれど？』

『ではわたしが一時的にメイド服の呪いを解といてあげますよ』

　……おいおい、ロレッタ。それはまずいって。

『いいの？』

『はい。と言っても、筋力や体力などを奪うメイド服の性質を除去するわけではなく、メイド服を覇王先生ご自身の意志で脱ぐことができるようにするだけなのですが』

『それで十分よ』

『では……ちょちょいのちょい──です！』

　ロレッタの声に混じって不ふ思し議ぎな音色が室内で響ひびいた。

　何か魔ま法ほうを唱えたらしい。

　……やべえぞ。神しん宮ぐう寺じがメイド服を脱いでしまったら脱走可能な力を取り戻してしまう。いや、今の神宮寺が脱走を企くわだてることはさすがにないとは思うが……。しかし、自由を与えるにしても時じ期き尚しよう早そうすぎる。あと精神的にだけならまだしも物理的にも反抗的なメイドとか手に負えねーし！　つか、気楽にいじれなくなる！

『ふぅ、ようやくこのメイド服を脱ぐことができるのね……』

『わぁー、やっぱり覇王先生はスタイルがいいですねー』

　しゅるしゅるしゅる──

　衣きぬ擦ずれの音がかすかに室内から聞こえてきた。

　くっ……そうはさせるか──

「待たんか、コラァ！」

　おれはドアを乱らん暴ぼうに開け、柄がらの悪いキャラを装って怒ど鳴なり込んだ。

「……ひゃ!?　サトル先生!?」

「な、成なる宮みや君!?」

　可愛かわいらしい下着姿のロレッタと、半脱ぎ状態の神しん宮ぐう寺じが目に入る。

　二人ふたりとも驚おどろきと羞しゆう恥ちが入り混じったような顔をしていた。
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　そんな中、神宮寺が先に我に返り、

「突然なんのつもりよ!?」

「う、うるせえ！　メイド服、着ろや！　本当は脱いで欲しいけど、今は着ろ！」

「何を言っているのよ!?」

「や、だから服着ろっての！」

　おれは神宮寺に近づき、脱ぎかけのメイド服を無理やり着せようと手を伸ばす。

「や、止やめなさい……っ！　わっ、きゃ……っ!?」

「うおっ!?　お前、何やって!?」

　メイド服を着せようとするおれと必死に抵抗する神宮寺。

　そのうちおれたちはもつれ合って──

　おれは後方に、神しん宮ぐう寺じはおれの身体からだに覆おおいかぶさるように転倒してしまった。

「たたたたた大変です!?　何がなんだかさっぱりな展開ですが、お二人ふたりが複雑に絡み合って、何やらエッチな感じに!?」

　混乱するロレッタの手が側そばに積つみ上げられた洋服の山を崩す。

　と同時に──

「あっ……」

　仰あお向むけに倒れるおれの目に飛び込んできたもの。それを見た瞬しゆん間かん、神宮寺って胸でかいなとか、身体柔らかいなとか、いい匂においしすぎだろとか、こいつ顔真まっ赤かだなとか、そんな密着状態にある半裸の女子のことが頭から吹っ飛んだ。

　なぜなら──

「わー！　大変です!?　試作中の小型魔ま法ほう爆ばく弾だんがサトル先生の顔目がけて──」

　────ドーン！

　まもなく爆弾が爆発し──……おれは帰らぬ人となった。

　……いや、その後、『祭さい壇だん』で復活したけどね。

　ちなみに神宮寺は無事だった。爆発の範はん囲いが極端に狭かったことと、爆発の瞬間、咄とつ嗟さにおれから身を離はなしたためだ。

　ちなみに──

　死を体たい験けんするのはこれで二度目。

『祭壇』がなかったらと思うと……ゾッとする出来事である。
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　翌日、学校での出来事。

　四時間目の英えい語ごの授業中、神宮寺が突然手を挙げた。

「ん？　どうした、神宮寺？」

　脂あぶらぎった中年の英語教師が教壇の上から声をかけると、

「……すみません。気分が優すぐれないので保健室に行ってもいいんでしょうか？」

「たしかに顔色が悪い。休んだほうがよさそうだな。んーと、このクラスの保健委員は？」

「あ、大丈夫です……。一人ひとりで行けますから」

「そうか？　なんにしろ無理はするなよ。ゆっくり休みなさい」

「……はい」

　神宮寺が気けだるそうに席を立ち、緩かん慢まんな動作で教室から出ていった。

「さ、授業を続けるぞ」

　中年教師が黒板の前に立ち、理解不能なアルファベットを書き並べる。

　おれはそんな教師の様よう子すをぼんやり眺めながら教室を出ていった神しん宮ぐう寺じのことを思う。

　思うってのはラブ的な意味ではないぞ。マークすべき存在ってことだ。

　んー、しかし、異世界であれだけパワフルに活動している、ある意味肉体派の神宮寺が体たい調ちようを崩すなんて珍しいこともあるもんだ。あいつ体力とかメッチャありそうなんだがな。ＲＰＧだったら間違いなくＨＰ多めの女戦士タイプだよ、神宮寺は。

「これを現在完了進行形と言って過去のある時点から、現在に至るまでの～」

　中年教師のでかい声が教室内に響ひびく。

　おいおい。完了してんのに進行形ってどういうことだよ。

　終わったけど終わってない。まだ勝負は終わってない。みたいなの？

　つまり判定を覆くつがえそうと審しん判ぱんに嚙かみつく諦あきらめの悪いヤツってことか。

　……たぶん違うだろうけど。

　嚙みつくと言えば神宮寺のことが真っ先に思い浮かぶ。

　昨日きのうはホント酷ひどい目に遭った。

『祭さい壇だん』で復活したあとも、喧けん々けん囂ごう々ごうだったからな。

　覗のぞき最低とか、犯罪者とか、散々罵ののしりやがって。

　誰だれがお前の裸なんて覗くかよ！　ちょっと自じ意い識しき過剰なんじゃないですかねぇ？

　ったく、こりゃ当分、監かん視しせざるを得ないぞ……。ロレッタ、神宮寺にメッチャ気を許してるみたいだし、また昨日みたいなことが起こるとも限らんからな。

　ま、お互い現実にいるときは見張らなくてもいいから、その点は気楽だ。

　……………………って、待てよ。

　神宮寺は具合が悪いと言って保健室に向かったわけで。

　それって保健室のベッドで睡眠を取るってことだから──

　あいつ異世界にいるじゃん！

「…………まずいぞ」

　おれは静かに椅い子すを引き、身を屈かがめて四よつん這ばいになった。生徒指し導どう室しつ常連のおれともなると「気分が悪い！」「風邪かぜかも！」「肺炎かも！」「持病のしゃっくりが！」「股こ間かんが爆ばく発はつしそう！」などとアピールしても「成なる宮みや、ギャグにキレがないぞ？」で終わりだ。教室から脱出するためには教師に気づかれないようにコソコソするしかない。

「（また成宮が脱走してんぞ）」

「（女子はスカート気をつけろー。成宮に覗かれるぞー。こいつさり気ないからー）」

「（芋いも虫むしみたい）」

　一部の男子が注意を促し、一部の女子が怪け訝げんな顔をする。

　よくある光景だ。

　ちなみにこの手の脱走は神しん宮ぐう寺じより席が後ろでなければ実行できない。

　今は神宮寺がいないから問題なし。

「よし、脱出成功」

　おれは教室の扉を静かに閉めると、その足で保健室に向かった。

　気分が優すぐれないと言って保健室に向かった神宮寺だが──

　よからぬことを考えていないとは限らないからな。

　念のため様よう子すを見にいこう。

　……言っておくがサボるための口実じゃないからな？

　全すべてはロレッタのためだ。







「……失礼しまーす……」

　寝起きドッキリみたいな控えめな声を発し、ノックもせずに保健室の扉を開ける。

　場所が保健室だからというのもあるが、おれは後ろめたいことを山ほど抱えているのでこういうとき挙動が怪しくなる。職しよく務む質問されてもおかしくないレベルで。

「お、岸きし川かわ先生いないのか」

　養よう護ご教きよう諭ゆのアラサーは不在だった。

　チャンスだ。

「…………んっ、んん……」

　保健室に一つだけあるベッドから寝言のような声が聞こえた。

　カーテンで仕切られているから姿は見えないが神宮寺だろう。

　んで？　どうするよ？　起こすか？　異世界から離り脱だつさせるためにはそうするしかないわけだが、気分が悪いと言っていたし、無理やり起こすのはさすがにまずい気がする。

「となると……おれもあっちに行くしかないか」

　だがどこで寝る？　この保健室にはベッドが一つしかない。かなり狭い保健室なのだ。予備にもう一つくらい置いとけって話だが、うちの学校は人口密度の高い街中にあるので学校そのものの敷地が狭く、保健室に限らずスペースに余裕のない教室が他ほかにもいくつかある。まあ普ふ段だんは一つで足りるんだろう。

　んー、保健室がダメとなると……。

　教室は無理だ。今さら戻るのも面めん倒どうだし、寝たら寝たで目ざとい英えい語ご教師に叩たたき起こされるに決まっている。この時期に屋上で寝るのは辛つらすぎるし……。お、部へ屋やの隅にパイプ椅い子すが置いてあるな。椅子に座って寝るか？　でも何かの拍子に目が覚めちゃうかもしれないし……。

「くっ、ちんたらやってる場合じゃないな。早くあっちにいかないと神宮寺の動向がつかめなくなるかもしれん。……よし、こうなったら」

　おれは忍び足で部へ屋やの奥に進んでいく。仕切りに使われているベージュ色のカーテンをくぐると、パイプベッドに横たわる生徒会長様の姿が目に入った。

「……ん、ん……」

　くぐもった声を漏らしながら眠りにつく黒髪の少女。

[image: ]

　眠ってさえいれば絵になる女である。

「さてと」

　おれは神しん宮ぐう寺じの身体からだを覆おおっている布団をおもむろにめくった。

　若干の抵抗を感じながら……。いや、そういうんじゃないな。保健室で無防備に眠る女子生徒の布団をめくる行為が嫌いな男子などこの世にいるわけがないし。ただこんな犯罪的なシチュエーションをノリノリでこなせるヤツだって同様にいないだろうからな。要は後ろめたさを感じながら布団を剝はぎ取ったわけだ。嫌いや々いやってのとは違う。

「……お次は」

　続いておれはベッドの上で仰あお向むけになっている神宮寺の身体を静かに転がし隅に移動させた。

　さらに剝ぎ取った布団を改めて生徒会長様の身体にかけた。というか覆った。

　でもって自分もベッドの上にあがる。ただし接触しないように反対側に寝転がった。

　悪いな、神宮寺。同どう衾きんさせてもらうぜ。

「…………ん、ん……っ」

　安心しろ。変なことはしない。ただ同じベッドで眠るだけだ。

　あー、それだと同どう衾きんとは言わないんだっけ？　たしか同衾って男女が同じベッドで眠る＝アレがアレしてアレな行為に及ぶ的な意味だったような。

　……まあおれと神しん宮ぐう寺じがこの先そういう関係になることなんてありえねーだろうが。

　つーか、こんな女と愛だの恋だの面めん倒どうくさいだけだろうからな。

「う、ん……」

　おれの母かあちゃんかよってくらいやかましいからな、神宮寺は。

「うう……ん……」

　今回のことだってそうだ。こいつの言動はいつもおれを惑わす。

「ううん……ん…………っ」

　……ああもう！　そのエロい喘あえぎ声ごえみたいなのヤメろや!?　眠れねーだろうが!?

　くそ、寝つきはいいほうだが、このシチュエーションはアカン。

　自宅だったら一分とかからず眠りに落ちる自信あんだが。

　──ゴロン。

　ってこっちに転がってきた!?　お、おい、こっち来んな！　ああ……何このフローラルな香り。バラの香り？　もうなんなの。女の子っていい匂においしすぎ……。

「と、とにかく……元の場所に戻して、と」

　おれは布団に包くるまっている神宮寺をゆっくり転がして再びベッドの端に追いやった。

　ふ、ふぅ……。

　早いところあっちに行かないと。

「あ……んん……うん～……っ」

　だからマジ止めてください。眠れないから……。







「……すげぇ時間かかっちまったな」

　異世界に降り立ったおれは真っ先にロレッタの部へ屋やに向かった。

　──コンコン。

　だがノックしても返事がない。おまけに鍵かぎがかかっていた。

　この時間だし、寝てるのかな？

　現実ではお昼前くらいだったからこっちは夜のはずだ。

　半日くらい時差があるので、たぶん午後十一時半くらい。

「ん？　向かい側の部屋から光が漏れてる？」

　たしかロレッタの部屋の対面はスライムさんの部屋のはずだ。

『ロレッタの淹いれるお茶ってホント美味おいしいわね。何かコツでもあるの？』

『コツですか？　うーん、特別なことをしているつもりはありませんが、強しいて言えばカップにお茶と一いつ緒しよに愛情を目一杯注ぎ込むことでしょうか』

『あ、愛情を……そう』

『覇は王おう先生？　もう一杯いかがですか？』

『頂くわ』

　この声はロレッタと神しん宮ぐう寺じだな。

「おーい」

　おれは呼びかけながらドアノブを軽く捻ひねった。

　すると──

「おぉー？　サトルっち？　何してるっすか？」

「はれ？　どうしてサトル先生がこんな時間に？」

「成なる宮みや君……？」

　部へ屋やにはロレッタと神宮寺に加え直前の会話では声が聞こえなかったスライムさんの姿もあった。三人はカラフルなテーブルを囲い、ロレッタが淹いれたと思おぼしきお茶を飲んでいた。

　テーブルの上にはお菓子も並んでいる。クッキーやチョコレートなどだ。

「なんだかよくわかりませんが、サトル先生、いらっしゃいです！」

　花柄のパジャマを着たロレッタが元気よく椅い子すから立ち上がる。

　服装を見るに就寝前のようだ。

　おれは「よっ」と手を上げながらみんなに近づいた。

「ど、どうして成宮君がこっちにいるのよ？　授業、サボったの？」

「お前だってサボりだろ」

「違うわよ。聞いていなかったの？　私は本当に……気分が優すぐれなかったのよ」

「じゃあ、こっちに来たのはたまたまってことか？」

「たまたまって……キミ、何が言いたいの？」

「や、だからこっちに何か用があって保健室に行ったんじゃないのかって……」

「何よそれ。今、言ったでしょう？　気分が優れないから保健室に行ったのだと。そのあと保健室のベッドで眠って、夢召喚されてここに来てしまって。そうしたらロレッタが気を遣つかってお茶を淹れてくれたのよ」

　ふむ。噓うそをついているような感じではないな。マジで体たい調ちようが悪かったっぽいな。

「気分悪いのにお茶飲んだり、お菓子食ったりしてんのかよ」

「それは私も不ふ思し議ぎなのだけれど……。どうやら異世界では現実の体調は影えい響きようしないみたいなのよ。ロレッタが言うには」

「あくまでも睡眠中の出来事ですからね。肉体も仮のものですし」

「だそうよ？」

「……あっそ」

　そういやおれも心当たりがあるな。この前、賞しよう味み期限切れのヨーグルトを食べて、お腹なかを壊こわしたとき、就寝直前までトイレに出たり入ったりしてたのに、こっちに来てみたら腹痛がおさまっていたんだよな。で、ロレッタが作ったクッキーをたらふく食べたっていう……。

「ここ座るな」

　おれは空あいている椅い子すに腰かけた。

　ロレッタが、「サトル先生の分のお茶も淹いれますね」とティーポットを手に取る。

「この時間に二人ふたりに会うのたぶん初めてっす。新しん鮮せんな気分っす」

「だな」

　おれはロレッタから受け取ったお茶を一口飲み、何気なく部へ屋やを見回す。

　壁かべ紙がみ、絨じゆう毯たん、クッション、テーブル、椅子、本棚、ベッド。

　あらゆる家具や内装がパステルカラーで統一されているようで部屋の中はファンシーな雰囲気に包まれていた。いかにも女の子の部屋って感じ。

「にしてもお前が体たい調ちようを崩すなんて珍しいな」

「最近、学園祭の準備でクラスでも生徒会でもバタバタしていたから、きっと疲れが溜たまっていたんじゃないかしら。それに中間テストも目前に迫っているし」

「……ああ」

　学祭は別にいいが、テストのことは聞きたくなかった。

「キミこそどうしてここに？　授業を抜け出したの？　それとも教室で堂々と寝ているわけ？」

「あー、それな」

　神しん宮ぐう寺じのベッドに潜もぐり込みましたー、とは言えんしな。

　言ったら殺されるし、ロレッタたちにも余計な誤解を与えてしまう。

「んなことはどうだっていいだろ」

「よくないわよ。私はクラス委員長であり生徒会長でもあるのよ？　目の前に不ふ真ま面じ目めな生徒がいて、これを見み逃のがすことはできないわ」

「風邪かぜ気ぎ味みなんだよ。ゴホゴホッ……ゴホゴホゴッホーッ」

「だ、大丈夫ですか？　サトル先生？　お薬、飲みますか？」

「ロレッタ、騙だまされないで。ついさっき現実の体調が異世界の仮の肉体に影えい響きようを及ぼすことはない、という話をしたばかりでしょう？」

「あ、そうでしたー」

「成なる宮みや君、とにかく今後は授業をサボらないように」

「…………や、だってさ」

「言い訳はしない」

　……くそー。なんで異世界でまでこいつに説教されなきゃならんのだ。

「サトル先生、お勉強はちゃんとしたほうがいいと思いますよ？」

「ロレッタまで……」

「自分もそう思うっす！」

「スライムさんにだけは言われたくねえ……！」

　おれは腹いせにお茶をがぶ飲みし、テーブルの上のお菓子を食いまくった。

　くそくそくそ。全部、神しん宮ぐう寺じが悪い。何もかもこいつのせいだ。

　おれだってなぁ、お前の企たくらみがわかっていれば無む闇やみに授業をサボったりしねーっての。

　……………………おそらく。

「とにかく成なる宮みや君は…………ん、残念ながらお説教はここまでみたいね」

「突然どうした？」

「現実の私が目を覚まそうとしているのよ。きっとこれは携帯のアラームね。音が出ないようにバイブレーションに設定しておいたのだけれど……さっきから振動が」

「アラームとは目覚ましのことですか？」

「ええ、そうよ」

　まあこの世界にもあるよな。スマホやタブレットにそっくりな魔ま法ほう端末があるくらいだし。

「そういうわけだからロレッタ。おやすみなさい」

「はいです……」

「そんな顔しないの。またすぐに会えるじゃない」

「そ、そうですね……。あ、宿題はちゃんとやっておきますので！」

「そう。じゃあ、今夜の授業はその宿題の答え合わせからね」

「はい！」

　ロレッタが元気よく返事をした瞬しゆん間かん、目の前の神宮寺が消きえ失うせた。

　ふーん。こんな感じに消えるのか。けっこう不気味だな。

「行ってしまいましたー……」

　ロレッタが寂しそうに肩を落とす。

　おれが去ったあともこんなふうなのかな、ロレッタって。

　まあおれと神宮寺がこっちの世界にいるのって一日だいたい六時間程度だもんな。

　一日二十四時間のうち四分の一だ。

　まだクラスメイトとすごす時間のほうが長いわけで……。

「あん？　な、なんだ？　身体からだがズキズキ痛むぞ？」

「どうされたのですか、サトル先生？」

「や、なんか……急に身体が──うわああああああああああああああああああ!?」

　絶叫を奏かなでた直後、目の前が暗転し、おれは現実に引き戻された。




「……成なる宮みや君……キミは何をしているのかしら……？」




　気がつくとおれは床に転がっていた。

　顔を上げると、ベッドの上で仁に王おう立だちしている神しん宮ぐう寺じの姿が。

　たぶん蹴けり落とされたんだろうな。んでその衝しよう撃げきで目を覚ましたと。

　……うん、まあ当然だよね。

　さてどう言い訳するか。

「キミって人は……昨日きのうに引き続き今日きようもまた……他人の迷惑を顧かえりみずに……っ」

「なあ、神宮寺？　パンツ見えてるぞ？」

　とりあえずいつものように軽口を叩たたいて誤ご魔ま化かそうとしたが、

「人が寝ているところに勝手に潜もぐり込まないで！　この変態──っ！」

　神宮寺のかかと落としがおれの脳天に直ちよく撃げきした。

　いってええええええええええええええええええええ!?

　あまりの衝撃におれは再び異世界に旅立つことに……──

　なったりはしなかった……。
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　午前中の授業が終わり、昼休み。

　いつものように屋上で食事をとっていると神宮寺が絡んできた。

　理由は言わずもがな。

「……もう信じられないわ。なんなの……お、同じベッドで……眠るなんて……」

「だからごめんって」

　軽いノリで謝あやまると、神宮寺が目をつり上げ、

「謝ってすむ問題だと思っているの？　もっと反省してちょうだい。誰だれにも現場を見られなかったからよかったものの……」

「あー……」

　たしかにあんなところ誰かに見られたらいろいろ終わる。

　たぶん反省文とかじゃすまない。よくて停学。それですめばまだいいほうで……。

「すまん。そこまでは考えてなかった」

　素直に謝る。頭も下げた。

　自分だけならまだしも、神宮寺に迷惑をかけるのはおれの本意ではない。

「な、何？　急に真ま面じ目めな顔になって……」

「反省の証あかしだ。マジごめん。つか、すみませんでした！」

「……わ、わかればいいのよ。わかれば」

　まだまだお説教が続くと思いきや、意外にも神しん宮ぐう寺じは溜りゆう飲いんを下げてくれた。

　話が一段落すると、どちらからともなくパンを口に運び始めた。

　おれは菓子パン、神宮寺は惣そう菜ざいパン。

　しばらくお互い黙もく々もくと食事を続けていたが、

「それで？　どうして異世界まで追いかけてきたの？」

　と神宮寺が話を戻した。

「ん、ああ……。それはお前の企たくらみが読めなかったからだ」

「企み？」

「ロレッタに勉強を教えてる意図だよ。なんの意味もなく勉強見てるわけじゃないんだろ？」

「それと私を追いかけてきたことにどういう関連があるの？」

「質問に質問で返すなよ。……まあいいが。あー、だからさ、おれはお前がロレッタをそそのかすつもりなんじゃないかって警けい戒かいしてんだよ」

「なんですって？　私がロレッタをそそのかす？　何よ、それ……っ」

「さらに言えば勉強を見ることでロレッタの信用を勝ち取り、いずれロレッタを傀かい儡らいとして操あやつって地下迷宮の実権を握ろうとお前が企んでるんじゃないかと……」

「キミ……バカなの？」

「バカって言うな！　バカって言うヤツがバカなんだぞ！」

「私はバカじゃないわ」

「ん？　ああ……たしかにお前はバカじゃない」

「バカはキミのほう」

「そうだな。バカなのはおれのほう……ってそんな話はどうでもいいんだよ！」

　おれはオレンジジュースのパックを床に叩たたきつけた。

　もうほとんど残っていなかったが、少量のオレンジジュースが屋上に広がった。

「ちょっと……ものに当たるのは止やめなさいよ」

「だったら早いところ白状しろ。お前、一体、何を企んでる？」

　横おう柄へいに迫ると、神宮寺が面めん倒どうくさそうにため息をつき、

「別に何も。私はただロレッタに勉強を教えることが──ロレッタを成長させることが、将来の自分の利益に繫つながると考えただけよ。悪意なんて毛ほども抱いていないわ」

「抽象的すぎる。もっと詳しく説明してくれ」

「……もういいでしょう」

「あん？」

「……今の説明で……十分だと言っているのよ」

　そう言った神しん宮ぐう寺じの表情には意外にも戸惑いが浮かんでいた。

　何この弱気なリアクション？　予想外なんですけど？

「へいへい、どうした理り沙さちゃん？　もっと声出していこうぜ！　元気出していこうぜ！　あとついでに詳細語っちゃいなよ！　チェケラー！」

「…………遠えん慮りよしておくわ」

「や、お前、ホントどうした？　まだ調ちよう子し悪いのか？」

　普通、ツッコミ入るところだろ、今のは。ヒップホップ育ちか！　って。

　なんだなんだ？　神宮寺らしくねーな……。

　つか、ますますこいつの胸中が気になってきたぞ。

　どうもリアクション的に「言えない」ではなく「言いたくない」って感じなんだよな。

　あ、そうだ。いいこと考えた。

「だったら神宮寺！　おれと勝負しろ！」

「…………は？」

「おれが勝ったら胸のうちを洗いざらい話してもらう。逆にお前が勝ったのなら、もう深く追及したりしねーからよ。これでどうだ？」

「勝負を受けない……という選択肢は？」

「その場合、ロレッタに『あいつおれたちになんか隠してる』って報告する」

「くっ……なんて卑ひ怯きような」

「さあー、神宮寺。おれと勝負しようやー」

「勝負の方法は？」

「公平を期するために中立の立場にいるロレッタに勝負の方法を決めてもらうつもりだ」

「……なるほど。それなら……」

　神宮寺の瞳ひとみに沸ふつ々ふつと闘とう志しが宿る。どうも勝しよう機きを見み出いだしたらしい。

「なあ、ついでに『先生』の座もかけようぜ」

「何それ？」

「最近のロレッタ、お前のことを『覇は王おう先生』って呼んでるだろ？　おれはあれが気に食わねーんだよ。ロレッタに『先生』と呼ばれていいのはおれだけだ」

「……なるほどね」神宮寺はニヤッと笑い、「面おも白しろいじゃない。キミの思惑に乗ってあげる。この機会にどちらが上なのかハッキリさせましょう」

「よっしゃ！　決まりだ！」




　　　　　[image: ]




　その日の夜──

　神しん宮ぐう寺じの隠しごとの件を伏せた上で事情をロレッタに告げると、

「お二人ふたりが『先生』の威い厳げんを懸かけて真剣勝負！　素す晴ばらしい！」

　と理由はわからないが目を輝かがやかせ始めた。基本平和主義者のロレッタだから反対されるのではないかと危き惧ぐしていたのだが杞き憂ゆうだったようだ。

　あ、そういやこの前の演説で言ってたっけ。

　ロレッタが目指しているのは世せ界かい競きよう合ごうだと。

　人間と魔ま族ぞくが本気でぶつかり合う関係。勝負ごとってのは戦争と違って一定のルールがあるし、正々堂々とした戦いが求められるからこそロレッタにウケたのかもな。

「ではわたしが司会進行役を務めますね！　何か必要なものがあれば大至急用意させていただきますので、お二人とも余計なことは考えず勝負に集中してください！」

　ロレッタはニコニコしながらそう言うと、「それでは会場の設営に取りかかります！」とゴーレムさんとウルフ軍団を伴い倉庫に駆けていった。

「おれたちより断然やる気あるな、ロレッタ」

「……そ、そうね」

　呆あつ気けにとられた様よう子すでロレッタたちを見送る神宮寺。

　その傍かたわらで人間の姿に変身しているスライムさんが、

「勝負はいいっすけど、防ぼう衛えいはどうするんすかー？」

「最近は来客少な目だし、なんとかなるだろ」

「まー、そっすねー」

「えっと、今日きようやってきた冒険者は五人か。こりゃ魔法の鏡かがみで監かん視しする必要もないな」

　とはいえ防衛を放棄するわけにはいかないのでバイトの魔物に監視させとこう。

　何か問題が発生したら神宮寺との勝負はお預けってことで。







「まずは知力を問うクイズ勝負です！」

　──うおおおおおおおおー！

　ギャラリーの魔物たち（いつもの防衛のバイト）がロレッタの声に合わせて歓声を上げる。

　歓声っていうか雄お叫たけびにしか聞こえないけど。

「まるでクイズ番組ね」

「だな。セットもよくできてる」

　司会進行役のロレッタは玉座の右手に、解答者であるおれと神しん宮ぐう寺じは左手に、そしてギャラリーの魔ま物ものたちは玉座に向かい合う形で並んでいる。

「ではジャンケンに勝ったサトル先生、パネルを選んでください！」

　玉座に立てかけられたボードには『ゲーム』『料理』『社会』『政治』『経済』などのパネルが並んでいる。どうやらパネルに対応した問題が出題されるらしい。ちなみにパネルに記されたジャンル名はおれに配はい慮りよしてか全すべて日に本ほん語ごで書かれている。

「んじゃ、『ゲーム』で」

「ウホッ！　ウッホーッ！」

　おれの言葉に反応し、ゴーレムさんが『ゲーム』のパネルを豪快なパンチで突き破った。

　や、なんで破るんだよ……。

「『ゲーム』のパネルですね」

　ロレッタが束たばねた紙束をめくって問題を探す。

　いよいよである。

「魔界で大人気のゲーム『ヒューマンデストロイ』からの出題です！　序じよ盤ばんで重ちよう宝ほうする灼しやく熱ねつの魔法『キラ』ですが、これを初級、中級、上級魔法と順に並べると、『キラ』[image: ]『ベキラマ』[image: ]そして最後は？」

　──ピンポーン！

　おれは速攻で手元のボタンを押した。

　ふ、これは簡かん単たんだ。いかにもパクリくさい魔法だからな。すぐにわかったぞ。

　キラ、ベキラマとくれば最後は当然、

「答えは『ベキラゴン』だ！」

　──ブブー……。

　え？　不正解？　なんで？

　──ピンポーン！

　入れ替わりに神宮寺が解答権を得た。

「覇は王おう先生？　答えは？」

「アルゼンチンバックブリーカー」

「正解です！」

　──うおおおおおおおおー！

　ピンポンピンポンという正解音と共にギャラリーが沸わく。

「ちょっと待てや──っ！」とそんな中、おれは大声でツッコミ、「なんだアルゼンチンバックブリーカーって！　原形留とどめてねぇじゃねーか！　つか、それプロレス技だろ!?」

「さすがに丸パクリはまずいと思ったんじゃないかしら？」

「にしたってアルゼンチンバックブリーカーはないだろ……」

　どういうネタの引っ張り方してんだよ。

「神しん宮ぐう寺じ、『ヒューマンデストロイ』やったことあんの？」

「ええ。最近、スライムさんから借りて遊んでいるわ。まだ序盤だけれど、説明書に魔ま法ほう一いち覧らんが載っていて、それを覚えていたから答えられたのよ」

「おれもやっときゃよかった……」

　たまにロレッタと『魔人生ゲーム』で遊ぶことはあるが、この世界にいられる時間の関係もあって一人ひとり用ようのＲＰＧはやったことがない。そもそも言葉わかんないしな。くっそー、まさか神宮寺が『ヒューマンデストロイ』をチェックしていたとは……。

「それでは次の問題にいきましょう！　正解者の覇は王おう先生、パネルを選んでください！」

「じゃあ、『料理』で」

「ウッホーッ！　ウッホ──ッ！」

　ゴーレムさんが今度は助走をつけてパネルに頭から突っ込んだ。

　だからその演出必要か？　しかも、隣となりのパネルまで突き破ってるし……。

　──うおおおおおおおおー！

　だが魔物たちには大受けで会場は盛り上がっていた。

「『料理』ですね」と一方のロレッタはマイペースに問題を読み上げる。「魔界の一般家庭でよく作られる料理に『カエルとトカゲのコンソメスープ　ロワイヤル仕立て』がありますが、このスープの隠し味に使われる『ファイアフレーク』と呼ばれるスパイスの原産地は魔界のどこでしょうか？」

「……………………まるでわからん」

　料理とかおれの得意分野じゃないし、そこに地理まで組み合わせられたらお手上げだ。

　残りの『政治』や『経済』のパネルも不ふ得え手てなジャンルだし……。

　やべえな。最初の『ゲーム』で正解できなかったのはかなり痛いぞ。

　──ピンポーン！

　かなり間があってから神宮寺が手元のボタンを叩たたいた。

　どうやら解答に自信がない様よう子す。

「覇王先生、答えは？」

「……た、たぶんだけれど」

　そう言って神宮寺が口にした解答は、

「アルゼンチンバックブリーカー……よね？」

「正解です！」

　──うおおおおおおおおー！

「さすがにそれは噓うそだろ!?」

　魔物の歓声を打ち消すようにおれは叫んだ。

「アルゼンチンバックブリーカーは灼しやく熱ねつの魔ま法ほうじゃなかったのかよ!?」

「待ってください、サトル先生」と司会進行役のロレッタが口を挟み、「実は『ヒューマンデストロイ』が発売される以前からアルゼンチンバックブリーカーと呼ばれる場所は存在していたのですよ。と言いますか──灼熱の魔法としてのアルゼンチンバックブリーカーの元ネタこそがこの地名なのです。アルゼンチンバックブリーカーは灼熱の大地でして」

「わかるかそんなの!?　ってか、誰だれだよ！　地名にプロレス技を採用したヤツは！　だいたい名前の中にアルゼンチンって地名が入ってるんだから、もうアルゼンチンでいいだろ！　ったくどこのプロレスマニアだよ！　妙な言葉を輸ゆ入にゆうしやがって！」

　あと神しん宮ぐう寺じ。なぜお前は答えを知っているのだ……。

「では次のパネルを──」

「ちょっと待った！」

「ん？　サトル先生？」

「知力勝負はいいけど、二問連続で同じ答えとかおかしいって。もっと幅広い知ち識しきを問うような問題にしてよ」

「……あー、それはー……」

　当たり前のことを言ったつもりなのだがロレッタが困ったような顔をした。

「ロレッタ、まさかとは思うけど、全すべての問題の答えがアルゼンチンバックブリーカーだったりしないよね？」

「……そ、そのまさかです」

「マジでそうなの!?」

　パネルは全部で六枚あるから、アルゼンチンバックブリーカーと名のつくものがこの世界には最低でも六つはあるってことなのか。しかも地ち球きゆうのプロレス技が語源っていう。

「ダメだダメだ！　クイズ勝負は終了！　そもそも戦いにおいて雑学なんてなんの役にも立たねーよ！　もっと実戦に即した勝負にするべきだ！」

「無知で無教養なキミがそんなことを言ってもまったく説得力がないわよ？」

「うるせぇー！　どのみち残りの問題の解答は全部アルゼンチンバックブリーカーなんだから続行不可能だろうが！」

「それもそうね。じゃあ、クイズ勝負は私の勝ちということで」

「……なんでだよ！」

「二問連続で正解したのだから当然でしょう？　それとも問題を変えてクイズを続ける？」

「…………くっ」

　たしかに知識じゃ神宮寺に敵かないそうもない。

　現実でもそうだが、こいつ異世界でも歩く辞書みたいな存在になりつつあるな……。

「仕方ない。最初の勝ちはお前に譲ゆずってやる」

「ではクイズ勝負は覇は王おう先生の勝利ということで、次の勝負に移りま──」

「待つっす！」

　とここでロレッタの声を遮さえぎって女の子の姿のスライムさんがパネルの裏側からひょっこり顔を出した。何事かと思ったら、

「次の問題でゴーレムがウルフ軍団を放り投げて次々にパネルを破は壊かいする、っていう演出を披ひ露ろうするつもりだったっすよ！　せめてあと一問、クイズ勝負を続けてほしいっす！」

「どうでもいいだろ、そんな糞くそみたいな演出！　つか、お前の入れ知恵か！」

　ちょうどオチがついたところで次の対決に移ることに──







「お次は罠わな対決です！」

　引き続き司会進行役のロレッタが場を取り仕切る。

　ギャラリーがいるのはさっきと同じだが、今度は罠対決なのでロレッタが立っている右手側にスライムさんとゴーレムさんが審しん査さ員いんとして並んで座っている。ロレッタを含めたこの三名にどちらの罠が優すぐれているのかを判定してもらうことになっているのだ。

「さて、お二人ふたりが作成した罠はすでに地下迷宮の中層付近に設置してあります。本日、地下迷宮にやってきた五人の冒険者のみなさんのうち、中層にたどり着いたのは二人──そして、その二人がそれぞれサトル先生、覇王先生が仕掛けた罠に近づいています」

「先に罠をお披ひ露ろ目めできそうなのはどっちかってゆーと、覇王っちっすかねー」

「そのようですね！」

　ロレッタが魔ま法ほうの鏡かがみに表示されている見取り図を実際の地下迷宮の映像に切り替える。

　画面中央に映し出されたのは斧おのを握った男性冒険者。

「例の斧使いか」

「知っている顔なの？」

　神しん宮ぐう寺じが説明を求めてきたのでおれは頷うなずき、

「毎日のようにやってくるお笑い芸人志望だった過去を持つ、駆け出しの冒険者だ」




『へっへっへ……今日きようはどんな罠に出会えるかな……ふえっふえっ……』




「わー、斧使いさんから加か護ご中毒者特有の症状がー」

「ついに染まっちまったか……」

　だが相手が加護中毒者なら遠えん慮りよはいらんな。

　ん、待てよ。そういや──

「神宮寺、いいのか？　自分で仕掛けた罠で人間をハメるってのは？」

「……よくはないけれど」と神しん宮ぐう寺じは魔ま法ほうの鏡を見つめ、「でも、相手が加か護ご中毒者なら話は別よ。私は近年の加護中毒者の増加を問題だと思っているから」

「ま、それが普通の感覚だよな」

「ええ……」

　神宮寺は神妙に頷うなずき、一いつ瞬しゆん、目を閉じた。

　どうやら加護中毒者について思うところがあるようだ。

「あー、ついに斧おの使つかいさんが、覇は王おう先生が仕掛けた罠わなゾーンに！」

　ロレッタのその声で全員の目が魔法の鏡かがみに釘くぎ付づけになった。

『ん……なんだこの怪しげな一本道は。ははぁ……さてはこの先になんらかの罠が……』

　まっすぐ延びた細長い通路を、微笑を浮かべた斧使いが無む警けい戒かいで歩を進める。

　というか望んで進んだのだろう。

『…………ん？　急に壁かべが動き出したぞ!?　これは……スライドウォールか！』

　一本道を三分の一ほど進んだところで左右の壁が斧使いを押おし潰つぶさんと動き始めた。

　斧使いは慌てて来た道を引き返したが──

『うおっ!?　今度は床が抜け落ち始めた!?』

　再びＵターンする斧使い。

　そして、全速力で一本道を駆け抜けたが──

『う、うわああああああああああああああああああああああ！』

　三分の二ほど進んだところでゲームオーバー。

　斧使いは壁に挟まれ、プチッと嫌いやな音を立ててぺしゃんこに。押し潰される瞬間、「うひっ」という気き色しよくの悪い声が聞こえたのはきっと空耳ではないだろう。

「ううう……なんて恐ろしい罠なのでしょうか。三分の一、進んだところで左右の壁が動き出したわけですが、距きよ離り的てきに短いからと引き返すと、退路の床が抜け落ちる仕掛け。そして、そのことに気づいて反対側に抜けようと思っても、時すでに遅し……ぺしゃんこです」

「なかなか実用的な罠っすねー。よく考えられてるっすー」

「ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！」

　ゴーレムさんは何を言っているのかわからないが顔を見る限り絶ぜつ賛さんしているようだ。

　三人とも高評価だな。ふふふ、しかしおれの罠はもっとすごいぞ。

「お次はサトル先生の罠です！」

　画面が切り替わり、今度は画面中央に女性冒険者が映し出された。

　革の鎧よろいを身につけたスタイル抜群の金髪の女戦士だ。

　ほほう、これは好都合だな。罠の効果を考えるとターゲットは女性のほうがいい。

『……きゃっ!?　何この液体!?』

　女戦士が天てん井じようの低い通路を進んでいると、突然、頭上から謎なぞの液体が降ってきた。白い不透明な粘度の高い液体である。そのベトベトした液体を全身で浴びた女戦士は、

『え……鎧よろいが溶けてる!?』

　と身につけている革の鎧が腐食していることに気づいた。

　液体は頭にもかかっているが、溶け落ちているのは鎧のみで──

『どういうこと？　身体からだに異常はないようだけど……まさか鎧だけが溶けてるの？』

　その通り。

　おれが発明した『装備バスター』は冒険者たちが身につけている、教会の聖なる力で清められた装備品をピンポイントに溶かすものだ。聖なる力に反応しているだけなので、肉体に影えい響きようを及ぼすことはない。多くの冒険者は教会で装備品を清めているらしいから、この『装備バスター』は様々なシチュエーションで使えるはずだ。ちなみにこの液体はロレッタが教会の『加か護ご』を打ち消すポーションを作ろうとして失敗したものを拝借し、それを魔ま界かいの製薬会社に頼んで『装備バスター』に改良してもらったものである。

「うーん、これは……うーん……」

「さすがサトルっち！　エロエロっす！　ぐうの音も出ない畜生っす！」

「ウッホーッ！　ウッホッホーッ！」

　ロレッタの反応はイマイチだったが、スライムさんとゴーレムさんのリアクションは悪くないようだ。ありゃ、やっぱりエロネタはロレッタには不評だったか？

『もう……最悪。鎧なしでどうやって戦えばいいのよ……』

　鎧を失い下着姿になった女戦士が壁かべに寄りかかりため息をつく。

　下着姿で片手剣をかまえるその姿は本日のベストショットと言っていいだろう。

『…………あ、あれ？　下着が……えええええ!?　下着まで溶けてる!?』

　きたああああああああああああああああああああああ！

　本日のベストショット更新じゃああああああああああああああ！

『う、噓うそ……こんな姿で戦うなんて……嫌いやぁ──っ』

　──プツ。

　女戦士の一糸まとわぬ姿が魔法の鏡かがみに映し出されることはなかった。

「……ふ、ふう。危ないところでした」

　ロレッタが画面を見取り図に切り替えてしまったからだ。

　あー。いいところだったのにー。

「何よあれ……。最低の罠わなじゃない……」

　神しん宮ぐう寺じが軽けい蔑べつの眼まな差ざしでおれを見つめていた。

　本気で嫌悪しているようだ。

「そりゃ最低さ。人間をえげつない方法で駆逐するのがおれたちの仕事だからな」

「だからってあれはないでしょう」

「言っておくが本格的に運用する場合、下着だけ残るようにしたり、上半身か下半身どちらかの装備のみ溶かしたり、様々な溶け方をするように薬にバリエーションをもたせて、よりエンターテイメント性を高めるつもりだ」

「キミ個人が楽しみたいだけじゃない!?　どんだけクズなの!?」

「す、素す晴ばらしいアイデアですけれど、エッチすぎかもです……？」

「諸しよ行ぎよう無む常じようってヤツっす！　あらゆるものは生じ、滅する！　そりゃ鎧よろいも溶けるわけっす！」

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホッホ──ッ！」

　うむ。神しん宮ぐう寺じの罵ば倒とうは褒ほめ言葉として受け取っておこう。

　ロレッタの評価はプラスマイナスゼロって感じだな。やはりエロネタは不評か。

　スライムさんは……なぜ仏ぶつ教きよう用語を知っている。評価はしてくれているみたいだが。

　ゴーレムさんは例によって何言ってんのかわからん。だが喜んでるっぽい。女子なのにおれのアイデアに肯定的なのはちょっと意外だ。あー、もしかしたら男性冒険者の裸が見られるかもしれないと期待しているのかもしれない。……ありそう。

「それでは判定です！　事前に配ったお二人ふたりの名前が書かれた札を掲げることで、どちらの罠わなが優すぐれていたかを示します！　判定はわたし、スライムさん、ゴーレムさんの三人で奇数ですから同票になることはありえません！」

　ロレッタの説明を聞き、判定員二人に緊きん張ちようが走った。

　それはおれと神宮寺も同じで……。

「さあ、判定の時です！」

　果たして罠対決の勝者は──

「はい！」「うっす！」「ウホッ！」

　ロレッタ、神宮寺。

　スライムさん、おれ。

　ゴーレムさん、おれ。

　……よっしゃあああああ！　二対一でおれの勝ちだ！

「わたし的には覇は王おう先生の罠のほうが好みだったのですが……えっと、もちろんサトル先生の罠も素晴らしいとは思いましたけれど、やはり下着まで溶かしてしまうのはちょっとエッチすぎるかなと。ですが勝者はサトル先生です！　おめでとうございます！」

　…………うーん、これは──

「試合には勝ったけれど、勝負には負けた？」

「……人の心を勝手に読むな」

　だが神宮寺の言う通りではある。判定の結果は二対一で勝利はつかんだものの、ロレッタが評価したのは神宮寺の罠のほう。勝負の目的の一つにロレッタの信頼を勝ち取るってのがあったわけだが、これでは目的を達成したとはとうてい言えない。

「神しん宮ぐう寺じ、次だ！　もう一勝負付き合え！」

「言われなくてもわかっているわ。今度は圧倒的な差をつけて勝ってみせるわ！」

「それはこちらのセリフだ！」

　その後──

『罠わな対決第二弾』や『魔ま物ものを使った戦術対決』、さらには『魔法ネットワーク上を舞ぶ台たいに繰くり広げられる情報操そう作さ対決』、なぜそんな勝負になったのか『玉座の間の飾りつけ対決』なんてものまでやった。お互い一歩も譲ゆずらぬ真剣勝負はなんと六戦やって三勝三敗。勝負は結着がつかないままラスダンの再構成の時間を迎えてしまった。

「……やるな、神宮寺」

「……キミもね」

　頭を使う対決が多かったとはいえ勝負は長なが丁ちよう場ば。

　六戦目を終える頃ころにはお互いへとへとになっていた。

　そんな中、ロレッタが……。

「…………お二人ふたりとも……素す晴ばらしいです」

　なぜか目に涙を溜ためて微笑ほほえんでいた。

　え？　なんで泣いてんの？　おれたちがいがみ合ってるから？　や、泣いてはいるけど、笑え顔がおだからそれは違うか……。どうしたロレッタ？

「サトル先生は実戦で役立つ素晴らしいアイデアを、覇は王おう先生はアイデアを活いかすための豊富な知ち識しきを──お二人は方向性こそ違うものの、『先生』を名乗る資格は十分に……いえ、『大先生』と呼ぶに相応ふさわしい方々です！　お二人がいれば地下迷宮は安あん泰たいですよ！」

　ああ、そうだ……。

　ロレッタはこういう性格だった。

　誰だれよりも優やさしく、誰よりも素直で、誰よりも仲間思いで──

　そんなロレッタが勝者だけを特別扱いするなんてこと絶対にありえないわけで……。

「サトル先生、覇王先生！　今後もご指し導どうご鞭べん撻たつのほどをお願ねがいしますね！」

「……ああ」

「わかっているわ」

　おれたちは頷うなずき、そして顔を見合わせた。

「神宮寺。一時休戦だ」

「いいの？　勝って私に洗いざらい話させるつもりだったんじゃないの？」

「……気にならないと言えば噓うそになるが、お前がロレッタの脅威になることはなさそうだし、それにお前のことだ。いずれは全部話してくれるんだろう？」

「そうね……。そのうち、ね」

　神宮寺は短く応じ、それっきりそっぽを向いてしまった。

「わたしも、お二人ふたりの足を引っ張らないように、勉学に励はげまなくては！」

　ロレッタが握り拳を作り、気を引ひき締しめる。

　おれはそんなロレッタの可愛かわいらしい仕し草ぐさを見つめながら思った。

　器うつわのデカさじゃ、おれも神しん宮ぐう寺じもロレッタに敵かないそうにないな、と。
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「大変です──っ！　大変ですよ──っ！」

　ロレッタの金切り声が響ひびき渡ったのはおれが玉座の間に降り立った直後のことだった。

「……ん？　なんだ？」

「サトル先生！　一大事ですよ！」

　ロレッタは両手で魔ま法ほう端末を握りしめていた。

　髪型が酷ひどく乱れており、いつも頭にかぶっている帽子は見当たらない。

　見るからに慌てているな。何があったんだろう。

「一体なんの騒さわぎなの」

「ウホッ？　ウッホッホッ？」

「「「「「ウガァー？」」」」」

　騒ぎを聞きつけ神宮寺、ゴーレムさん、ウルフ軍団が玉座の間に姿を現した。

　主要メンバー勢ぞろいである。と思ったらスライムさんだけいないな。

　この時間だし、人間の街に偵察にでも出かけてんのかな？

「それでロレッタ？　何があった？」

「たたたた大変なのです！　とにかく大変なのですよ！」

「ロレッタ、落ち着いて」と神しん宮ぐう寺じがロレッタの頭を優やさしくなでる。「一度深呼吸しなさい。気持ちが落ち着いたら順を追って具体的に説明してみて。わかった？」

「……は、はいです」

　ロレッタが素直に頷うなずき、神宮寺に言われた通りに深呼吸をする。

　おれたちはその様よう子すを静かに見守った。

「で、では……」

　数分後、まだ冷静とは言えない精神状態のようだったが、ロレッタは事情を語り始めた。

「先ほど魔ま法ほう端末経由で地下迷宮の運営資金の残高をチェックしたのですが……なんと！　この一週間の間に運営資金の八割が何者かに引き出されていたのです！」

「は、八割も!?　マジかよ!?」

「ウホッ!?」「「「「「ウガアアアアアアアア!?」」」」」

　おれの驚おどろきに合わせてゴーレムさんとウルフ軍団も声をひっくり返した。

　ただ一人ひとり、神宮寺だけが冷静で、

「……ロレッタ、魔法端末を見せて」

　と言って自分の目で真実を確かく認にんしようと、ロレッタが両手で持つ魔法端末を覗のぞき込んだ。

「本当だわ。一週間の間に二回も引き出されている。二回合わせて……こ、これは口に出して言える金きん額がくではないわね……」

「人間の世界でギルド運営やってたお前が口ごもるほどの金額って……いくらだよ」

　恐ろしく高額なのは間違いないだろうな。運営資金の八割って話だし。

「ロレッタ？　これはネットバンクみたいなもの？」

「……そうです。魔法認証という高度なセキュリティシステムが採用された安全性の高いネットバンクで、父の時代からお世話になっている銀行です」

「実際にお金を引き出す場合の手続きは？　カードが必要なんじゃない？」

「あ、はい。その通りです」

「ふむふむ」とおれは頷き、「入出金の履り歴れきを見る限り、犯人は送金や振り込みなどの処理は行わず、現金を引き出している。つまり外部からの不正アクセスなどの線せんはない。そして、実際にお金を引き出すためにはカードが必要……。当然、それらはロレッタが保管しているはずだが、仮にこれらを盗み出すものがいるとしたら──」

「ウホウホウッホッホッ！」

「身内の犯行に違いない──と言っているわ」

「通訳乙おつ。つまり横領だな。…………って？　なんでみんな一斉にこっちを見るかな!?」

　神しん宮ぐう寺じ、ゴーレムさん、ウルフ軍団は明らかに疑いの目でおれを見ていた。

　ロレッタはみんなの視し線せんの先を目で追った結果らしく、うん？　と首を傾かしげている。

「成なる宮みや君、白状しなさい」

「ウホッ！　ウッホーッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「お仕置き部べ屋やに連行するべき？　エロ同人みたいに酷ひどい目に？　あら、ゴーレムさんもウルフ軍団も過か激げきね」

「いやいやいや！　おれは無実だから！」

「こんなこと言っているけれど、ロレッタ？　あなたの意見は？」

「えぇー？　サトル先生が犯人なのですか……？」

「違う！　疑いをかけられているだけだ！」おれは必死に抗弁し、「そもそも……夢召喚されたばっかの頃ころ、ロレッタに『お金の心配はいりません』って言われてる。だから今までおれは資金面に関してはノータッチだったんだ。ってか、実際に金を引き出そうと思ったら、魔ま界かいの銀行とかに足を運ばないとダメなんだろ？　おれ、魔界なんて行ったことねーよ！　文字とかも読めないから銀行も探しようがないし、書面での手続きもできん！」

「あくまでも無罪を主張すると？」

「疑いすぎだろ！　だいたい運営資金の八割とか頭おかしいから！　おれはそんなにバカじゃねーよ。横領するにしても、もっと地味に引き出すわ！」

「小物ね」

「うっせえよ！」




「あー！」




　とここでロレッタが何かを思い出したように手を叩たたいた。

「すっかり忘れていました。最近、取り引き先が増えてきたので支払いの一部をスライムさんに任せているのでした」

「あー……それはもう……」

「犯人は決まったようなものね……」

　親の金を勝手に引き出して勘かん当どうされたスライムさんなら十分ありえる。

　前科があるヤツは疑われて当然。

「ロレッタ、スライムさんは？　いつものように人間の街に偵察？」

「いえ、今日きようはどこにも出かけていないと思いますよ」

「じゃあ、部屋だな」

　早いところ身柄を確かく保ほしよう。

　魔ま界かいにでも逃げられたら厄やつ介かいだ。

「ウホッ？　……ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「うん？　ゴーレムさん、どうかしたのですか？」

「ウッホッホ──ッ！　ウッホッホ──ッ！」

　ゴーレムさんが玉座の間の左右の壁かべ際ぎわに等間隔に並ぶ柱のうちの一つを指差した。

　しきりに何か叫んでいるようだが……。

「…………やばいっす」

　そのとき柱の陰で動くものがあった。

　青い丸まる餅もちみたいなちっこい生物──おそらくスライムさんだ。

「いけ！　ウルフ軍団！　捕まえろ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　五匹のウルフが一斉に犯人確かく保ほに向けて駆け出した。

「うぎゃあああああああああ──……っす」

　スライムさんはあっという間に捕まった。

　さすがウルフ軍団。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん型がただから迎むかえ撃うたれると弱いが追い込むときは頼りになるな。

「嚙かんじゃ嫌いやっす！　優やさしくしてほしいっす！」

　犯人を口にくわえた先頭のウルフが玉座の前に戻ってきた。

　──スポン！

　スライムさんがウルフの口から勢いよく飛び出す。

「スライムさん……」

　ロレッタが戸惑いの浮かぶ目で犯人を見据える。

　もちろんロレッタ以外は非ひ難なんの視し線せんである。

「ほ、ほんの出来心だったっす！　許してほしいっす！」

「スライムさん……お金、なんに使ったのですか？」

　いきなり謝しや罪ざいから入った犯罪者に対し、ロレッタが冷静に尋ねる。

「どうせ個人的な買い物だろ？　魔界に別荘でも買ったんじゃないのか？」

「違うっす！　自分は地下迷宮の将来のために投資で儲もうけようと思って……っ！」

「投資だぁ？」

「そうっす！　配当利回りが四十七％だって言うから思い切って投資したっすよ！」

「四十七％？　二年で元が取れるってことか？　そりゃまた随分と……」

　おいしい──いや、怪しい儲け話だ。

　投資にリスクは付きもの。確実に儲かる投資なんてこの世に存在しない。

　そして、スライムさんが逃げたり謝あやまったりするということは……。

「まさか投資詐さ欺ぎに引っかかったとか言わないよな？」

「………………ギ、ギクッす」

「どうやら図ず星ぼしみたいね。顔が真まっ青さおになっているもの」

「つか、自分でギクッって言ってるしな」

「……うう……自分は悪くないっす……悪いのは業者っす……」

　スライムさんが人ひと型がたに変身し、涙ながらに無罪を訴える。

　人型のほうが表情の関係で情に訴えることができると思ったのだろうが、さすがに今回は度がすぎるし、失ったお金の額がくも大きすぎた。神しん宮ぐう寺じは言うに及ばず、こういうときフォローを欠かさないロレッタでさえスライムさんを擁よう護ごするような発言はしなかった。







　その後──

「これですね……錬れん金きん術じゆつ詐欺」

　スライムさんへの事情聴ちよう取しゆから投資詐欺の詳細が明らかになった。

　すでに表おもて沙ざ汰たになっている詐欺のようで魔ま法ほうネットワーク上でもニュースになっていた。

「錬金術詐欺？　何だそれ？」

「石ころを金に変えて、それを売って差額で儲もうけよう、というファンドがあったみたいです」

「……そんなことができるのなら、お金なんて集める必要ないじゃない」

「はっ!?　言われてみるとそうっす!?」

「気づくのおせーよ！」

　にしても、こんなお粗末な詐欺に引っかかるヤツがスライムさん以外にいるのか？

「被害総額は七百五十億デモンだそうです」

「えええ!?」

　なんで引っかかるんだよ、こんな子供騙だましの詐欺に……。

　みんな配当利回り四十七％っていう数字に目が眩くらんじまったのか？

「犯人は？　捕まったの？」

「い、いえ……」神宮寺の問いかけにロレッタは首を振る。「集めたお金を持って雲隠れしてしまったみたいですね。魔界ではこういった詐欺事件がたびたび起きるのですが……過去に犯人が捕まったという話は聞いたことがありません……」

「マジで？　じゃあ、泣き寝入りするしかないってこと？」

「そ、そうなりますね……」

　ロレッタはそう言うとうつむいてしまったが、すぐに顔を上げ、

「し、しかし！　騙されてしまったものは仕方ありません！　みなさん、くよくよせずに前を向きましょう！　こういうときこそポジティブシンキングです！」

　と言ってグッと拳こぶしを握った。

　明るく振ふる舞まうロレッタだが、その手は震ふるえていた。

　顔も真まっ青さおだし、これはそうとうショックを受けてるな……。

　よし。ここは一つおれのとっておきのギャグでロレッタを笑わせて──

「ロレッタ」

　おれがタイミングを計はかっていると神しん宮ぐう寺じが先に発言した。

「この地下迷宮のお金の流れが知りたいのだけれど、帳ちよう簿ぼはつけているの？」

「あ、はい。家計簿のようなものでしたら」

「見せてもらってもいいかしら？」

「わかりました。少々お待ちを！」

　ロレッタが小走りで駆け出す。どうやら自室に保管してあるらしい。

　数分後──

　ピンク色の可愛かわいらしい家計簿を手にしたロレッタが玉座の間に戻ってきた。

「これです、どうぞ！」

「ありがとう。中を見せてもらうわね」

「……おれにも見せろ」

　神宮寺の肩越しに家計簿を覗のぞき込む。

「…………これはまずいわね」

　おれの読むペースなどおかまいなしにどんどんページをめくっていた神宮寺が急に手を止め、顎あごに手を当て渋い顔をした。

「何がまずいんだ？」

　おれが率直な疑問を投げかけると、

「このままでは……一ヶ月もしないうちに資金が底をつくわ」

　という簡かん潔けつな答えが返ってきた。

「はあ？」「えええー？」「マジっすか!?」「ウホッ!?」「「「「「ウガアアアアアアアア!?」」」」」

　さすがに平然としていられる者は一人ひとりもいなかった。

　驚きよう愕がくの事実が発覚し、誰だれもが驚おどろきに包まれている様よう子す。

「あ、あわわ……一体どうすれば!?」

「そうだな。こうなったらスライムさんに生命保険に加入してもらって……」

「なんすかそれ!?　自分どうなるんすか!?」

「成なる宮みや君、こういうときに冗じよう談だんは止やめて」

　神宮寺はそう言うとパンパンと手を叩たたいて全員の注目を集めた。

　くそ、さっきから仕切りやがる。優ゆう等とう生せいはこれだから……。

「みんな慌てないで。私が一ヶ月もたないと言ったのは、なんの対策も講こうじなかった場合……つまりワーストケースの試算なのよ」

「じゃあ、これからお金を節約するようにすれば……？」

「ええ。もう少し延命できるはずよ」と神しん宮ぐう寺じは頷うなずき、「というわけで経費削減案その１」

「もうアイデアがあるのか……」

「防ぼう衛えいに使っている罠わなだけれど、私が見たところ無む駄だに作りすぎているし、無駄に配置しすぎているわ。今後、罠製作会社への発注は抑え目にすること。それから設置する種類の数は厳げん選せんするように。もう一つ、回収できる罠は回収するようにしたほうがいいわ。地下迷宮の再構成が始まると設置物は消えてしまうでしょう？」

「罠を厳選するのはいいが、回収するとなると新たに魔ま物ものを雇う必要があるぞ？」

　おれも同じようなことを考えたことがあるのだが、回収のための人員を増やすと経費がかさむし、防衛後、ラスダンの再構成が始まるわずかな時間で全すべての罠を回収するのはかなり難むずかしい。これまで罠を消耗品と割りきって使い捨ててきたのはそのためだ。

「じゃあ現状の労働力のみで対処しましょう。回収する罠も壊こわれていないもの、再利用可能なもの、そして高価なものだけを回収するようにしましょう」

「なるほど。それならやれそうだな」

　これまでは資金に余裕があったから、そこまで必死になって罠を回収する必要がなかったわけだけど、今は一デモンでも惜しいからな。できることはなんでもやるべきだ。

「経費削減案その２。当分の間、スライムさんには無給で働いてもらうことにしましょう。これはたいした節約にはならないけれど、やはりペナルティーは必要だと思うから」

「う、うーん……」「異い議ぎなし！」「ウッホッ！」「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ロレッタ以外は即賛さん成せいであった。

「う、うう……理不尽っす……自分、被害者なのに……」

　往おう生じよう際ぎわが悪いなー。つか、反省しろ。横領はれっきとした犯罪だからな？　しかも運営資金の八割とか考えなしにもほどがある。国が国なら死刑になってるところだぞ。

「削減案は他ほかにもあるから、明日あしたまでに文章にまとめておくわね。それから経費削減よりもこちらのほうが重要だと思うのだけれど……どうやってお金を稼かせぐか、よ」

「だな。いくら経費を削減しても、収入がなきゃやっていけない」

「いい機き会かいだと捉とらえましょう。スライムさんが詐さ欺ぎに引っかからなくても、いずれは考えないといけない案件だったはずよ。一応、ロレッタの家か計けい簿ぼを見ると、収入の欄らんに定期的に家賃収入が振り込まれているようだけれど、収支はマイナスになっているから」

「あ、それは父が残した不動産の家賃収入ですね。老ろう朽きゆう化かが激はげしい建物ばかりなので、最近は空き物件が増えているようですが……」

「そりゃいかんな」

「当面は地下迷宮の防衛を安定させることのほうが大事だと思っていたので、収入面については棚上げにしていたのですよ。えっと、その……スライムさんが詐さ欺ぎに引っかからなければ、数年は何もしなくても大丈夫なくらいお金があったので……」

「うううぅー！　本当に……本当に申し訳ないっす！　うわーん！」

　ついにスライムさんが泣き出してしまった。演技ではなさそうだ。鼻水まで垂れてるし。

「あー、泣かないでください、スライムさん。だ、大丈夫ですからね？　ちゃんと経費を削減して、収入が安定すれば問題ありませんから。そうですよね？　サトル先生、覇は王おう先生？」

「ああ」「ええ」

　おれも神しん宮ぐう寺じも自信満々に頷うなずいた。

　……本当に自信があったわけではないが、首を横に振るのはためらわれた。

　ロレッタたちを不安にさせたくなかったから。

　きっと神宮寺も同じ気持ちだろう。

　いや、こいつの場合、虚勢ではなく自信に裏打ちされた頷きだったのかもしれんが。
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「……ん？」

　いつも通りの時間に異世界に降り立つと、玉座の間の赤い絨じゆう毯たんの上に青い髪の少女が横たわっていた。

「スライムさん、そんなところで何やってんだ？　死体ごっこか？」

「…………違うっすぅ……」

「最近は神宮寺がマメに掃除しているとはいえ、床に寝転がると埃ほこりまみれになるぞ」

「……うー」

　うつ伏せ状態のスライムさんが身体からだをひっくり返し、目を擦こすりながらおれを見上げる。

　ひっくり返った拍子に服がめくれ、可愛らしいおへそがあらわになった。

「ん、目の下にクマがあるな。寝不足か？」

「バイトに行ってたっすよぉ……」

「ほう。なんのバイト？」

「罠わな製作会社のライン工っす。夜勤のほうが賃金高いから明け方近くまで働いてたっす」

「なるほど。少しでも失ったお金を取り戻そうと頑張ってんだな」

「……それもあるっすけど、今月から自分無給っすから……」

「でも、ここに住み込んでるわけだし、生活費なんかはもともとロレッタ持ちだろ？」

「趣しゆ味みのお金は別っす。エロゲー買えなくなるのは嫌いやっすよー……」

「……反省してんだなって感心してたのに、その発言で全すべて台なしだ」

「うー、まだ眠いっすー」

　絨じゆう毯たんの上でゴロゴロするスライムさんの側そばを素通りしておれは玉座に腰を下ろす。

　と──

「あー、そういえば……ロレッタに伝言頼まれてたっす」

「伝言？」

「防ぼう衛えいが始まる前に、部へ屋やに来てほしいって言ってたっすー」

「そういうことは早く言ってくれ」

　おれは玉座の肘ひじかけに両手を置き、勢いよく立ち上がった。

　そういやロレッタってこの時間はだいたい玉座の間にいるはずだよな。

　伝言を頼むってことは手が離はなせない状況なのかな？

　もしかしたら何か売り物になる発明品でも作ってるのかも。

　──どうやってお金を稼かせぐか、よ。

　ふと昨日きのうの神しん宮ぐう寺じの言葉が頭の中で再生された。

　なかなかシビアな問題だ。スライムさんみたいに労働に従事するのが一番確かく実じつって気もするが、ラスダンの運営資金が個人の稼ぎで捻ねん出しゆつできるとはとうてい思えないわけで。となるとやはり組そ織しきの力で大きな金を生み出すことを考えなければならないだろう。

　一応、おれもアイデアを練ってきたのだが……。

　他ほかのメンツの意見が気になるところだ。

　特にロレッタと神宮寺。気になるってのは、ロレッタの場合「大丈夫かな……」という意味で、神宮寺のほうは「負けられない」という意味である。







　ロレッタの部屋には大きな魔ま法ほうの鏡かがみが複数並べられており、また怪しげな薬品が注がれたフラスコや試し験けん管かんが目についた。薬品に囲まれたロレッタ自身の装いも、白衣と室内の印象に合ったもので、いつもより大人おとなびた雰囲気が漂っていた。

「え？　ネット通販を始める？」

「はい！」

　ロレッタの口から飛び出したのは薬品とはまったく関係のない提案だった。

「サトル先生、これを見てください！」

　そう言ってロレッタがポケットから顔写真入りの免許証のようなものを取り出す。

「何これ？　資格証か何か？」

「魔法ネットワークスペシャリストの認定証です。魔界で評価の高い魔法ネットワークに関する資格で、レベルが四段階あるのですが、わたしが所有しているのは過去に数名しか試験をパスしたことがないと言われている『インフェルノ』と呼ばれる非常にレアな最高レベルの資格です」

　誇らしげに認定証を掲げるロレッタ。

　インフェルノって。ゲームの難なん易い度どみたいだな。

「魔ま法ほうネットワークの世界においては資格よりも現場での経けい験けんのほうが大事だとよく言われますが、『インフェルノ』をパスしたわたしに隙すきなどありません。実際、この通り、ネット通販用のサイトを最新の魔法ネットワーク言語である『Ｍ＋＋』で構築しましたから、今すぐにでも運営可能です」

「おお……すごい」

　二十七インチくらいありそうな魔法の鏡かがみにはアマ○ンとよく似た通販サイトが表示されていた。

　素人しろうとくささはまったくなく、プロが作ったウェブサイトみたいだった。

「でも、ロレッタ。肝心の商品は？　何を売るの？」

「そのへんも抜かりありません」

　ふふふ、と含み笑いを響ひびかせながらロレッタが試し験けん管かんを手に取る。

「それは？」

「昨日きのうからずっと薬の調ちよう合ごうを行っていたのですが、つい先ほど画期的な新薬が完成したのですよ。これを瓶詰めしてネット通販で売ろうと思いまして」

「ほうほう。新薬を……」

「はい」

　ロレッタが頷うなずき、手に持っている試験管をおれの眼がん前ぜんに差し出す。

　中には桜を連想させる淡いピンク色の液体が入っていた。

「今回、わたしが生み出した新薬は、いわゆる惚ほれ薬ぐすりです」

「……惚れ薬？　マジで？」

「この液体は空気に触れると気体に変化するのですが、これを全身に浴びると惚れやすい体質に変わってしまうのです。ただし最初に目に入った相手にのみ恋します」

「お、おお、すげえ……。夢の薬じゃん！」

　震ふるえがとまんねーぜ。むしろおれが欲しい。てかちょうだい？

「自分でもとんでもないものを生み出してしまったと驚きよう愕がくしています。ちなみにこの薬の名前は『パーフェクトラブ』と言います。商品名も同じにするつもりです」

「その名前ならもうバカ売れ間違いなしだよ。……あー、いや、でも、ネットで販売するとなるとちょっと怪しすぎない？　信しん憑ぴよう性せいを疑われるような気がする」

「うーん、たしかに……。しかも、新規に立ち上げる通販サイトですし……」

　ロレッタが試験管を手に持ったまま思案する。

　と──

「あ、そうです！　実演販売というのをやってみましょう！　効果を目の前で実感できれば口コミでお客が増えるかもしれませんし──」

「…………あ」

　──パリーン！

　ロレッタがポンと手を叩たたいた拍子に試し験けん管かんを床に落としてしまった。

　しゅうううう～。

　怪しげな煙がロレッタの身体からだを包み込む。

「…………はれぇ？」

　素すっ頓とん狂きような声を発するロレッタの視し線せんの先には当然おれがいる。

　こ、これってやばいんじゃねぇか……？

「あれ……あれ……なんだか変ですぅ。いつもはたいしてカッコよくもないフツメンのサトル先生が、超絶イケメンに見えるような……そうでもないような……？」

「おれのことそんなふうに思ってたんだ……」

　フツメンなのは自覚しているが面と向かって言われるとショックだ。

「サトル先生……」

　ロレッタがフラフラとおれに接近してきた。

　催眠術にでもかかったのかってくらい目が虚うつろだ。

「なぜだかわかりませんが……サトル先生にくっついていたい気分です。これはまさか……恋なのでしょうか……？」

　はふぅ、とため息をつきながらおれの身体に寄りかかるロレッタ。

　まだ完全に理性を失っているわけではないようだが、言動がだいぶ怪しくなっている。

　こ、この展開──どう対処すればいいんだ？　と、とりあえずさっきから腕に押しつけられているロレッタの胸の感触を存分に味わうのが先決──じゃねーだろ！　や、でも、薬の効果を打ち消す方法なんておれ知らないし……。

「サトル先生……もうダメです。胸の高鳴りが抑えられません……」

「……ちょ、ロレッタ……っ!?」

　ついに理性が消し飛んだのかロレッタが服を脱ぎ始めた。

　しかもおれの服まで脱がそうとする。

　これ惚ほれ薬ぐすりだろ？　なんで服脱ぐわけ？　痴ち女じよと化してないか、ロレッタ？

「身体が火ほ照てってしょうがありません……」

　それは性的な意味での火照りですか!?　ってか、どうすんだこれ!?

　ロレッタは白衣を脱ぎ捨て、その上、ブラウスのボタンを半分外している。下のスカートはとっくに脱げて足元に落ちている。上下おそろいの縞しま々しまの下着がどっちも見えている状態だ。

「サトル先生……さあ、わたしとめくるめく快楽の世界に旅立ちましょう」

「ま、まずいってロレッタ……」

　と言いながらも抵抗できないおれ。
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　だってさっきからロレッタの腕力すごいんだもん。これも薬の効果なのか？

「サトル先生……」

　ふいにロレッタが顔を寄せてきた。

　ああ、奪われちゃう。おれのファーストキス奪われちゃう──

　少女漫画のヒロインの気持ちで身を委ゆだねていると、

「何をやっているの──っ！」

　突然、何者かがドアを蹴け破やぶって部へ屋やの中に侵入してきた。

　声でわかった。神しん宮ぐう寺じだ……。

「ウホッ！　ウホッ！」

　どうやら扉を蹴破ったのはゴーレムさんらしい。

　そりゃそうだ。呪のろわれたメイド服を着た神宮寺は非力なのだから。

　……ってそんなことはどうでもいいんだよ！　どうなる？　おれ、どうなっちゃう？

「ゴーレムさん、やっちゃいなさい！」

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「……ひ、ひぃぃ!?」

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰めてきたゴーレムさんが巨大な拳こぶしを容赦なくおれにぶつけた。

　しかも顔面に。

「──っっっっっっっっっ!?」

　おれは勢いよく後方に吹っ飛び、壁かべに激げき突とつした。

　その直後──

　プツンと糸が切れたようにおれは気を失った。

　というかパンチ一発で即死した。







「ふーん、惚ほれ薬ぐすり。あっそ」

「……あっそ、じゃねーよ！　問答無用で人をぶっ殺しやがって！」

「キミを殺害したのは私じゃなくてゴーレムさんだから」

「命令したのはお前だろうが！」

　人を殺しといて謝あやまりもしないのかよ、優ゆう等とう生せい様は。

　しかし、これで死ぬのは通算三度目か。

　……うーん、『祭さい壇だん』で復活できるとはいえやはり慣なれないな。

　慣れたらそれは加か護ご中毒ってことだから慣れないほうが絶対にいいけど。

「すみません、サトル先生……わたしが試し験けん管かんを落さなければ……」

「ロレッタは何も悪くないよ。悪いのは神しん宮ぐう寺じだから」

「ウホッ？」

「……ゴーレムさんは重々反省してくれ」

　眼がん前ぜんに迫る巨大な拳こぶし──トラウマになりそう……。

　しばらくはゴーレムさんの顔を見るだけで冷や汗が出そうだ。

「ふわぁ……？　さっきから騒さわがしいっすけど、何かあったんすかぁ……？」

　絨じゆう毯たんの上で寝転がっていたスライムさんが目を覚ました。

　ん、よく見ると全員いるな。ウルフ軍団もいつの間にかロレッタの背後でお座りしてるし。

「ちょうどいい。ほんじゃ、みんなそろったところで本日のメインイベントといくか」

「メインイベントってなんすかぁ……？」

　スライムさんが目を擦こすりながらその場から立ち上がる。

「今日きようは各自考えてきたお金稼かせぎのアイデアを披ひ露ろうすることになってたはずだろ？」

「あー、そういえばー」

「ひとまずロレッタの惚れ薬は却下な。あんなものをネットで売りさばいたら人間の世界も魔ま界かいも大変なことになる。理性がぶっ壊こわれるっぽいし、何よりモラルがやばい」

「そ、そうですね……。どうやら深刻な副作用があるようです……」

　ちゃんと一部始終を覚えているようで、ロレッタが頰ほおを赤らめた。

「で、どうかな？　何か腹案がある人は？」

「はいはい！　自分に取っておきのアイデアがあるっすよ！」

「……じゃ、スライムさん」

　あまり期待せずに指名する。前科があるからな。

「ネットを見てたら配当利回り五十八％の確かく実じつに儲もうかる商材が──」

「えー、次の方どうぞ」

「せめて最後まで言わせてほしいっす!?」

「スライムさん、投資のことは忘れなさい」

「えー、でもっすよー」

「……忘れなさい。いいわね？」

「は、はいっす！　自分忘れるっす！」

　神しん宮ぐう寺じの鬼の形ぎよう相そうが効いたのか、スライムさんは途と端たんに大人おとなしくなった。

　呪のろわれたメイド服着てるんだからビビらなくてもいいのに……。

　とはいえ今のは神宮寺のほうが正しい。スライムさんには自じ重ちようしてもらわないと。

「ウホッ！　ウホッ！」

「ん、ゴーレムさん、どうした？」

「ウッホッホッ！　ウホウホウッホッホ──ッ！」

　ゴーレムさんが身振り手振りで何かを伝えようとしている──

　が、さっぱりわからない。

　これはロレッタに通訳してもらったほうが早いな。

「びーえるどーじんしを売りさばく……？」

「ウホッ！　ウホウッホッ！　ウホウホウッホッホッ！」

「来週イベントがあるから今から取りかかる、とおっしゃっています。びーえるどうじんしがなんなのかはよくわかりませんが……」

「趣しゆ味み丸出しすぎる」

　プライベートでゴーレムさんが何しようが自由だが、個人の同人誌の売り上げじゃラスダンの運営費は賄まかなえないだろう。しかしながら──

「グッドアイデアとは言えんが、損をしない範はん囲いの活動ならまーありじゃね？」

「そうね。空いた時間にできることだし、何もしないよりは、ね」

「ウッホッホッ！　ウッホッホ──ッ！」

　結けつ論ろんが出るや否や、ゴーレムさんが雄お叫たけびを上げながら駆け出した。

「どこに行くんだ？」

「すでにアイデアはまとまっているので作業に取りかかるそうです」

「……けっこう年季入ってるのか？」

「ゴーレムはイベント前になると仕事が疎おろそかになるっす！　自分知ってるっす！」

「ああ、じゃあいつものことなのか」

　どのみちゴーレムさんはイベントに出るつもりだったんだな。ってことは突発的なアイデアじゃなくて『今回の同人誌の売り上げはラスダンに寄付します』ってことか。しかし、儲もうけが出るほど売れるのかな？　赤字にならなきゃいいけど……。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ん、今度はワンコどもか」

「「「「「ウガウガ！　ウガウガ！　ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ほうほう……ってわかんねーよ。神しん宮ぐう寺じ、通訳頼む」

「トレジャーハント」

「……は？」

「古代のお宝や魔ま界かいの希少鉱石を探す旅に出る、と息巻いているわ」

「おー、ロマンがあるなー」

「一いつ攫かく千せん金きんっす！　自分も宝探しの旅に出たいっす！」

「「「「「ウッガウッガ！　ウガウガウガガ！　ウガアアアアアアアア！」」」」」

「手がかりは一切ないけれど、頑張れば努力は報われるはず、などと計画性のないことを言っているわ。……まるでヒーローに憧あこがれる幼稚園児みたい」

「ウルフのみなさんは夢想家ですから」

「ロレッタ、それ褒ほめ言葉じゃないのわかってる？」

　夢想家ってのは実現できそうもないことばかり考えてるヤツを指す言葉だ。

　まあトレジャーハントは計画をきちんと練りさえすれば実現可能なんだろうが。

「もっと現実を見ようぜ、ウルフ軍団。夢を見るなとは言わないが、こういう場で発言するならお宝の地図なりなんなりを見つけてからにしてくれ。じゃないとお話にならない」

「「「「「ウガァー……」」」」」

　おれが厳きびしいことを言ったからかウルフ軍団は落ち込んでしまった。

　メンタル弱すぎだろ。宝探しがやりたいのならまず強い精神力をだな……。

「そういうキミのアイデアは？」

　他人を批評してばかりなのが気に入らないのか神宮寺がおれを指名した。

「ふ、おれか」

「わー！　サトル先生のアイデア、是非お聞きしたいです！」

「いいだろう」と言っておれは全員を見回し、「おれのアイデアはな、この間、神宮寺との罠わな対決で披ひ露ろうした冒険者の装備品を溶かす薬──あの応用だ。今度は装備品を溶かすんじゃなくて奪い取る！　でもって転売！　どーよ？　この天才的なアイデアは？」

「……まるで盗とう賊ぞくね」

「盗賊言うな！　他ほかのヤツらに比べたら現実的なアイデアだろうが！」

「さ、さすがサトル先生、えげつないことを考えさせたら右に出る者なしです！　たぶん魔ま界かい中を探しても、サトル先生ほど鬼畜な思想の持ち主は見つからないと思います！」

「……気のせいかしら。遠回しに貶けなしているように聞こえるわ」

　そりゃ気のせいってもんだぜ、神しん宮ぐう寺じ。

　魔族であるロレッタにとって卑ひ怯きようは正義の代名詞みたいなものだからな。

「でー？　神宮寺？　お前のアイデアは？」

「わ、私……？」

「人を盗とう賊ぞく呼ばわりしといて、自分はアイデアありませんとか言わねーよな？」

「……と、当然よ」

　頷うなずく神宮寺だが妙に歯切れが悪い。

　こりゃ自信がなさそうだな。ふふふ、面おも白しろい。

「発表してくれ。覇は王おう大先生が送るたった一つの冴さえたアイデアってヤツを」

「か……っ」

「か？」

「……………………カフェ経営……とか？」

「プッ！　大おお見み得え切っといてそれかよ！　カフェ経営（笑）。スイーツ（笑）」

「う、うるさいわね！　キミの盗賊行為よりずっとマシでしょう!?」

「何言ってんだよ。おれのアイデアは罠わなさえ完成すれば今日きようからでもお金が入ってくるが、お前のカフェ経営は準備に金がかかりすぎる上に、上手うまくいく保証もない」

「……キミのアイデアだって得られるお金は冒険者の数や装備品の質に左右されるじゃない。特に最近みたいに冒険者の数が少ないと、儲もうけは微々たるもの。でも、カフェ経営は一度軌道に乗ってしまえば収入は安定するわ」

「んな簡かん単たんにいくかよ。学園祭の出し物とはわけが違うんだぞ？」

「そんなのやってみないとわからないわ」

「やんなくてもわかるね。まったく流行はやらずに一ヶ月くらいで閉店に追い込まれると見た」

「なんですって!?」




「お、お二人ふたりとも落ち着いてください！」




　ここでロレッタが止めに入った。

「これから詳細を詰めていって実現可能かどうか考えていけばいいのですよ」

「ま、そうだな」

　腕組みをしつつ頷くと、隣となりの神宮寺も同様に大人おとなしくなっていた。

　こいつおれにはことごとく反発するくせにロレッタの言うことは素直に聞き入れるんだな。

「これで全員一つずつアイデアを出した形になるわね」

「ああ。他ほかに意見がなければおれと神しん宮ぐう寺じのアイデアを検討して──」

「ちょっと待ってください！　私のアイデアがまだです！」

「んー？　ロレッタは惚ほれ薬ぐすりの販売じゃなかったんすかー？」

「実はもう一つあるのです！」

　そう言ってロレッタが、玉座の間の奥に設置してあるキャビネットから筒状に丸められた羊皮紙を取り出した。

「昨日きのう徹てつ夜やで考えたもう一つのアイデア──それがこれです！」

　ロレッタが丸めた羊皮紙を床の上に広げる。

「こ、これは……なんて迫力のある」

「子供が見たら泣き出してしまいそう……」

　新聞紙サイズのその羊皮紙には大口を開けた獣けものの絵が描かれていた。

　たぶんモデルはウルフ軍団だと思われるが、本人たちよりもずっと厳いかつい。しかも、頭がなぜか巨大なイチゴと一体化しており、絵柄がリアルな分、実にシュールに感じられる。

「このキャラクターは『魔まイチゴウルフくん』と言いまして、お察しの通りウルフのみなさんをモデルにしています。このキャラクターをゆるキャラとして売り出し、様々な商品とコラボすることによってお金を稼かせぐ算段です。みなさん、いかがでしょうか？」

「ロレッタ。頭部がイチゴと一体化してるのはなんで？」

「あ、それはキャラクターの名前にもなっている魔イチゴという魔界に自生する巨大なイチゴでして。えっと、その、ウルフのみなさんの大好物なのですよ！」

「思いつきで安易にくっつけちゃったのね……」

「その上、顔が恐こわすぎるっす！　大口を開けて牙きばを剝むいているのは百歩譲ゆずっても、口の中が血まみれなのはいただけないっす！　これは絶対人気出ないと思うっす！」

「あ、いえ、これは血まみれなのではなくて、魔イチゴを食べているだけで……」

「紛らわしすぎるだろ!?」

　どう見ても人間食ってる顔だぞ、これは。

　ロレッタはこのキャラデザを可愛かわいいと思っているのか……？

「「「「「ウガァー……」」」」」

　モデルとなったウルフ軍団からも不満の声が漏れている。

　……うむ。これは却下だな。







　後日──

　どうしても『魔イチゴウルフくん』をゆるキャラとして売り出していきたいと訴えるロレッタの熱ねつ意いに折れたおれたちはコストのかかる商品ではなければという条件付きで商品開発を許可した。するとロレッタは『ＬＩＮＥＲ』というコミュニケーションアプリで使えるスタンプに目をつけ『魔まイチゴウルフくんスタンプ』の有料販売に踏み切った。

　誰だれも期待はしていなかったのだが──なぜかこれが口コミでバカ売れ。

『魔イチゴウルフくん』は一いち躍やく有名になった。

　ロレッタは大喜びで新たなスタンプの製作にかかったが……。しかし、人気は一過性のものだったらしく、あっという間に『魔イチゴウルフくん』は人気がなくなってしまった。

　ただ一時的とはいえバカ売れしたため、その儲もうけ分で運営資金をある程度補ほ塡てんすることができた。これにより一ヶ月で資金が底をつくという状況からさらに一、二ヶ月ほどの猶ゆう予よが生まれた。ロレッタ様々である。

　……ホント、世の中、何が当たるかわからないもんだなー。

　ちなみにおれの装備強奪のアイデアはこちらにデメリットがない作戦なので罠わなが完成次第、運用を開始することになった。一方、神しん宮ぐう寺じのカフェ経営は準備にお金も時間もかかりすぎるのでアイデアだけは練りつつも、いつお店を始めるのかといった具体的な計画については当面考えない、ということで落ち着いた。













　　　　　ＣＡＳＥ４　お得なスターターパック発売中！







「……しかし、冷静になって考えてみると……」

　おれはごちゃごちゃした家具類を眺めながらロレッタの淹いれたお茶を口に運ぶ。

　本日の防ぼう衛えいも無事終わり、ティータイムの時間。

　今、この場にいるのはおれとロレッタと神宮寺の三人。

　以前はお茶を飲むとき、応接室に場所を移していたが、神宮寺がロレッタに勉強を教えるため玉座の間にソファーやらテーブルやらを設置したことによって全員が座ってくつろげる空間になり、今や玉座の間は一般家庭のリビングみたいな感じになっている。

　仮に冒険者が攻め込んできたらどうすんだこれ……。

　ちゃんと片づけとかないとカッコつかなくね？

　まあ最近は冒険者少ないから気にしなくていいかもだけど。

「……ん？」

　お茶の味に違和感を覚え、おれは現実に引き戻された。

「うーん、今日きようのお茶は……なんだか」

　妙に苦い──

　コーヒーのような強い苦味ではないが、いつものハーブティーとは味も香りも全然違う。

　ロレッタを目の前にしてはっきり明言するのも憚はばかられるので内心で思うに留とどめたが、顔に出ていたのかおれのリアクションにロレッタが敏感に反応を示し、

「サトル先生、覇は王おう先生……すみません。今日のお茶……美味おいしくないでしょう？」

「うーん、まー」

「普ふ段だんのものと比べると格段に落ちるわね」

　おれが曖あい昧まいな言葉で濁にごす中、神しん宮ぐう寺じが遠えん慮りよのない一言をロレッタに浴びせた。

　こいつ言いにくいことをずけずけと……。

　おれは、ロレッタをイジメんじゃねー、と真横に座る神宮寺を睨にらみつけた。

「たぶんお茶の淹いれ方かたの問題ではなく、茶葉のランクを落とした結果じゃない？」

「あ、はい、その通りです。節約したほうがいいと思いまして……。でも、さすがにランクを落としすぎました。同じ値段でもっと質のいいものがないか探してみます」

「なんだそういうことだったのか」

　神宮寺が「格段に落ちる」と言ったのはロレッタに対する悪口じゃなくて「茶葉の質がいつもより落ちる」って意味だったのな。……紛らわしい言い方しやがって。

「ロレッタ、無理に節約することないのよ？　お金に困っているとはいっても、個人ではなく組そ織しき規模での財ざい政せい難なんなのだから、茶葉をケチったところでたいした節約にはならないわ」

「うーん、ですが収入面での不安がある以上は少しでも節約したほうが……」

「難むずかしいところだよな。一デモン足りないがために泣きを見ることがあるかもしれないし、節約を徹てつ底ていしたらしたで、これはいいのにこれはダメなのかと内うち輪わ揉もめの原因になりそう」

「なんにしても今は収入面を安定させるのが先決よね」

「その点につきましてはわたしも異い論ろんなしです」

『魔まイチゴウルフくん』のヒットのお陰で多少はお金が入ったが、余裕が生まれるほどの金きん額がくではなかった。神宮寺が言うように収入の安定は優ゆう先せん度どが高い。今後もお金かね儲もうけに関するアイデアを積せつ極きよく的てきに出し合っていく必要があるだろう。

「…………ウホッ…………ホッ」

「ん？　ゴーレムさん？　なんだか元気がないようです……？」

　玉座の間に現れた巨体にロレッタが目を向ける。

　するとゴーレムさんが目を怪しく光らせながら身振り手振りを交え、

「ウホッ……ウホッ……ウッホッホ……ウッホッホー……ッ！」

　とロレッタになんらかの事情を説明した──のだと思う。

「ロレッタ、通訳頼む。神宮寺でもいいけど」

「えっとですね、どうやらゴーレムさん、戦せん闘とう中ちゆうに大事なスケッチブックをドロップしてしまったらしいのです」

「ありゃりゃ……」

「ドロップって死亡時に所持品を落としてしまう現象のことよね？」

「ああ」とおれは神しん宮ぐう寺じの質問に首肯する。「教会の『加か護ご』も同じようなことが起きるよな。冒険者も魔ま物ものも死んだら所持品を落とす──ことが稀まれにある」

「ＲＰＧなんかで魔物がお金やアイテムを落とすのに似てるわね」

「だな。まさにそれ」

　ただしドロップは魔物だけに起こる現象ではない。今、言ったように『加護』でも同様のことが起こりえる。もちろんおれや神宮寺にもその可能性はあるわけだ。自分にも起こりえるという意味ではゲームのデスペナっぽい。デスペナルティ──一昔前のＭＭＯＲＰＧじゃよくあったシステムだ。低てい確かく率りつで発生する死亡時のアイテムロスト。最近はあまり見ないが。

「ゴーレムさんも不運だったな」

　ちゃんとドロップ率の統計を取ったわけではないがおれの感覚では数％ってとこ。大事なものほどドロップする確率が高いような気がするのは……たぶん気のせいだろう。

　ちなみにドロップが起きてしまうのは復活の際、肉体の復活が重視されるからであり、装備品や所持品が肉体のおまけとみなされるからだ。おまけとはいえ通常は問題なく復活する。ただ教会の『加護』も魔族の『祭さい壇だん』も未いまだ完かん璧ぺきな代しろ物ものとは言えないのである。

「ウホッ、ウホッ……ウホッ……ウッホー……ッ」

「えー？　今度の週末の同人イベントに使う予定だった原げん稿こうが紛れ込んでいたです……？」

「あー……」

　それはご愁しゆう傷しようさまで。

「ではイベントの売り上げを寄付するというお話は……？」

「……ウホ──────っ…………」

　項うな垂だれるゴーレムさん。無念の表情である。目の輝かがやきが切れかかった電球みたいに弱々しい。

「………………ウホッ……ウホッ……」

　そして去っていくゴーレムさん。うーん、可哀かわい想そうだな……。

「しっかし、なんで戦いの場にスケッチブックなんて持ち込んだんだろうな？」

「それはきっとゴーレムさん好みの冒険者のカップ……リング……」

「ん？　なんだって？」

「……い、いえ、なんでもないわ」

　途中で言い止やめ、残りのお茶を飲み始める神宮寺。

　誤ご魔ま化かしたつもりかよ……。バレバレだっての。腐ふ女じよ子しの神宮寺さん。

　ま、問い詰める気はない。男のおれは深く関かかわらないほうがいい世界だろうから。

「そういえばサトル先生。最近立ち上がったばかりだという罠わな製作会社からメールが届いたじゃないですか？　同じ罠を三分の二の価格で作ってくれるという」

「ああ、その件か。格安だよね、三分の二は大きい。でも、その分、粗悪なものができあがる可能性も考えられるから、乗り換えるにしても慎重にいかないと……──」

「なんとか生放送に間に合ったっすー！」

　ロレッタと真ま面じ目めな話をしていると、スライムさんが玉座の間に駆け込んできた。

　バイトから帰ってきたようだ。

「ちょっと失礼するっすよー」

　スライムさんはただいまとも言わずおれたちの側そばを通りすぎ、壁かべにかけられた魔ま法ほうの鏡かがみに駆け寄った。帰宅するなりリビングのテレビを点つける落ち着きのない小学生みたいだ。

「おー、やってるっすねー」

「何その番組？」

　ネットの生放送らしい。魔法の鏡は基本的に地下迷宮内を監かん視しするためのものだが、このように魔法ネットワークにアクセスすることもできる。

「聖せいラルヴァ教きよう会かいの特集っす」と言ってスライムさんがロレッタの隣となりに座る。

「サトル先生、聖ラルヴァ教会というのは『加か護ご』を生み出した教会のことです」

「へー、そんな名前だったのか」

「教会の本拠地は邪悪なものを感知する結界みたいなものが張り巡らされているから、偵察に行けないんっすよー。だからこういう特集はありがたいっす！」

「そういやおれも教会がどういう組そ織しきなのか全然しらねーなぁ……」

「この機き会かいに勉強しましょう。わたしもほとんど知ち識しきないですし」

「そだな」

　地ち球きゆうにはない『加護』という冗じよう談だんのような奇跡のような魔法を生み出した教会。

　その『加護』を身にまとって地下迷宮を訪れる冒険者たち。

　間接的にしか関かかわっていないが、おれの中で教会の存在感は大きい。

　実際、人間の世界でも権威のある組織だろう。

　なんたって死んだ人間を生き返らせる技術を独占してるんだからな。

「そういや神しん宮ぐう寺じ。経けい験けん者しやのお前なら知ってると思うんだが、『加護』って『帰き趨すうの邪法』みたいに特別な魔法を身体からだに浴びることで効果を発揮するのか？」

「まあそんな感じね」

「ふーん。じゃあ、基本的には似たようなものなんだな」

「いえ。一つだけ大きな違いがあるわ」

「大きな違い？」

「『加護』は一度死亡して復活したら、もう一度かけ直す必要があるのよ。『帰趨の邪法』はそんなことないでしょう？　一度の手続きで何度でも復活が可能だと聞いているわ」

「へー、『加か護ご』ってもっと万能なものだと思ってた」

「わ、わたしも知りませんでした……」

　以前、『祭さい壇だん』は『加護』の劣化版です、という説明をロレッタに受けた記き憶おくがある。たしか『祭壇』の復活の範はん囲いは地下迷宮内に限られているが、『加護』はどこでも復活が可能だというのがその理由だったように思う。神しん宮ぐう寺じの話が本当なら『祭壇』にも『加護』に勝まさるメリットがあるってことになるな。

「始まるっすよー」

　スライムさんがみんなの視し線せんを魔ま法ほうの鏡かがみに誘ゆう導どうする。

「ん、この動画サイトって……」

「今一番人気のある動画サイトっすー。静止画、動画投とう稿こう、生放送もやってるっすよー」

　見た感じ動画上にコメントが流れるタイプの動画サイトらしい。

　仕様といいデザインといい某動画サイトを彷ほう彿ふつとさせるな……。

『それでは今回の特集の目玉、聖女セシリアさんの登場です！』

　司会者の声に合わせて動画上に馴な染じみのない文字が右から左に大量に流れた。

　この世界の文字が読めないおれに代わってスライムさんがいくつかのコメントを読み上げてくれたのだが、キター。可愛かわいいー！　うおおおおおー。聖女様マジ聖女！　とかいったようなコメントで埋め尽くされているとのこと。

「……聖女セシリア？　誰だれそれ？」

　動画上は大おお騒さわぎになっているようだが、カメラが捉とらえた金髪の女性の顔は大量のコメントが流れたせいでモザイクがかかったみたいになっている。

　えらい人気者っぽいな……。どんな顔してんだろ。

　お茶を飲みつつコメントが沈静化するのを待っていると、

「うわー、美人さんですぅー」

「おー、たしかに」

　画面中央の女性はまさに美人という言葉が似合う容姿の持ち主だった。

　柔らかそうな金髪に、淡いグリーンの瞳ひとみ、透き通るような白い肌、そして優やさしそうな柔にゆう和わな表情。服装は白を基き調ちようとした清せい潔けつ感かんあふれる長衣で、腰に十字模様の入ったベルトを締しめている。そんな感じで容姿や服装は聖せい職しよく者しやっぽい清せい廉れんな雰囲気が漂っているのだが──一点だけ非常にけしからんところがある。それは今にも爆ばく発はつしそうな、衣装がはち切れんばかりの胸元。何？　胸にメロンでも入ってんの？　殺人事件の凶器になりえるぞ、これ……。

「んで？　この人、誰？」

「聖女セシリアは聖せいラルヴァ教きよう会かいの広告塔みたいな存在っすー」

　おれの疑問に答えてくれたのはスライムさん。さすが事情通。教会には出入りできないらしいが、だからといってなんの情報も仕入れていないわけではないようだ。

「一年くらい前っすかね、聖女セシリアが注目を浴びるようになったのは。以来、教会は信者の数を大幅に増やし、『加か護ご』の利用者も増加の一途をたどってるっすよ」

「まさに広告塔だな」

「まー、といっても聖女本人は教会に利用されているだけだと思うっすけどー」

「……それはどうかしらね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの神しん宮ぐう寺じがスライムさんの意見に異い議ぎを唱えた。

「ん？　そりゃどういう了見だ？」

「…………さあ」

　何こいつ。人にケチつけといて解説なしとか。

「そういやお前ってアルハンブラ王おう国こくではかなりの有名人だったんだよな？　ついでに人気もあったとかなんとか。ちなみに聖女セシリアとどっちが人気あったんだ？」

「ネットの人気投票では覇は王おうっちに軍配が上がってたっすね」

「マジで？」

「きっと聖女さんは男性人気、覇王先生は男女問わず人気があったのでは？　差がつくとすればそこではないかと」

「おー、ロレッタ、鋭するどいっすねー」

「えへへ」

　そういえばまだ覇王リーサが神宮寺だと知らなかった頃ころ、フードをかぶった神宮寺が腹を空すかせた熊くまから救った一般市民の女性が目を輝かがやかせながら「覇王様！」って慕ってたっけ。人間の先頭に立って魔ま物ものを無双する男まさりな女剣士……。ま、女性にも人気出るわな。

「でもさ、神宮寺は人間の世界で行方ゆくえ不ふ明めい扱いにされてるんだろ？　過去のことはともかく、今は人気が聖女セシリアに移ってるんじゃね？」

「それは言えてるっす」

「……どうでもいいわ。そんなこと」

　むっとした顔で魔法の鏡かがみから目をそらす神宮寺。

　まだ人間の世界に未練あんのかな？　さっきから超不ふ機き嫌げんだし。

『さっそく質問コーナーに移ります！　あ、せっかくだからコメントから拾ってみましょう』

　──休日の過ごし方は？

　──スリーサイズ！　あとスリーサイズ！

　──好きな男性のタイプを教えてください。

　──なじってほしい。

　──頭なでなでしてほしい。

　──結婚したい。

　欲望に忠実なコメントが右から左に流れていく（翻ほん訳やく、スライムさん）。

　ま、ネットだとこうなるわな。ってか、これのどこが教会特集だよ……。誰だれがどう見たって聖女セシリア特集じゃないか。ノリも完全にバラエティー番組のそれだし。

『じゃあこの「休日の過ごし方」にしましょうか。どんな感じです？　聖女様？』

『休日の過ごし方……そうですわね』と言って考え込む聖女セシリア。『本を読んだり、散歩をしたり、それから料理──特にお菓子作りですわね。休日によく訪れる公園があるのですが、子供たちがたくさん集まるので、差し入れにクッキーなどを……──』

　嫌いやな顔一つせず、プライベートな質問に答える聖女様。

　無ぶ難なんな回答ではあるが、彼女の柔らかな物腰に多くの視し聴ちよう者しやが魅み了りようされたようで、

　──聖女様もっと喋しやべって！

　──仕草がいちいち可愛かわいい！

　──たまりませんなー。

　──なじってほしい。

　──結婚したい。

　と好意的なコメントが相次いた。一部、空気の読めないコメントもあるが。

「ふーん。教会は聖女ファンを増やすことによって同時に信者を獲かく得とくしているわけか」

「たぶんそうっすー」

「教会のやることとは思えんな……」

　あざといったらねーな。ま、利用されている聖女様に罪はないんだろうが。

　その後も質問コーナーは続き、アンケート、悩み相そう談だんのコーナーと、バラエティーな軽いノリで番組は進んでいった。ところが番組の最後に予想外の展開が待っており──

『えー、ここで教会の広報担当者から、ちょっとした発表があるそうです』

　ちょっとした発表──

　それを聞いて、どうせくだらないことだろうなー、と誰もが思ったことだろう。

　しかし……。




『先日の戦いで行方ゆくえ不ふ明めいになったギルド「深紅色の天使クリムゾンエンジエル」のリーダーこと覇は王おうリーサさんですが──』




「………………え？」

　神しん宮ぐう寺じが前のめりになって魔ま法ほうの鏡かがみを凝ぎよう視しする。

　驚おどろいたのはおれたちも同じで……。




『教会独自の調ちよう査さにより、覇王リーサさんが我々王国民を裏切り、魔族側に寝返ったことが判明致しました。これは教会の公式見解です』




「……な、なんですって!?」

　神しん宮ぐう寺じが血相を変えてソファーから立ち上がる。

　そして、食い入るように画面を見つめた。

「どういうことだ？」

　神宮寺がおれたちと一いつ緒しよにいるのは事実。

　だがこいつが人間のことをどう思っているのか、ロレッタたち魔ま族ぞくのことをどう捉とらえているのか、そのことについてはまだ神宮寺は結けつ論ろんを出していない。魔族とことをかまえる気はもうないように見えるが──なんにしろ、教会が神宮寺の行方ゆくえをつかめているとは思えないし、本人に会ってもいないのに裏切っただの寝返っただの断定できるわけがない。

　というか……。

「こんなことを言って教会になんのメリットがあるってんだ？」

「うん？　サトル先生、どういうことです？」

「や、だってさ、覇は王おうリーサって言ったら人間の世界じゃ、大英雄だろ？　教会が総力を上げて行方の捜索に乗り出すっていうのならまだわかるけど、覇王リーサの名を貶おとしめるようなことを言うってのは腑ふに落ちない」

「あー、そう言われてみるとー」

「なあ？　神宮寺、お前はどう思う？」

「……………………っ」

「お、おーい、神宮寺さん？」

「……………………………………あの女」

　ボソッとつぶやいた神宮寺はいつか見た不ふ動どう明みよう王おうを思わせる怒り顔に変化していた。

　うわ、恐っ。怒ってらっしゃる、すごく怒ってらっしゃる。

　穏おだやかな心を持ちながら激はげしい怒りによって目覚めた超サ○ヤ人みたいだ。

　髪は黒いままだったけれど。

　──覇王まさかの悪あく堕おち！

　──最低だな覇王。

　──覇王はオワコン。これからは聖女様の時代！

　──どうでもいいからなじってほしい。

　様々なコメントが流れていく中、神宮寺はずっと肩を震ふるわせていた。
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　翌日の地下迷宮は大おお賑にぎわいだった。

　打倒覇は王おうを旗印に冒険者たちがラスダンに押し寄せてきたのだ。

『覇王を絶対に許すな！』

『全員突とつ撃げきだ！　最深部を目指せ！』

『よっしゃ！　覇王をとっ捕まえて服をひん剝むいて酷ひどい目に遭わせてやるぜ！』

『当然だ！　ヤツは我々を裏切った！　その報いは受けてもらう！』

『おっぱいだ！　覇王のおっぱいをこの手でつかんでみせる！』

　昨日きのうまでは多くて十人くらいだったのに今日きようはその十倍……。

　ロレッタが正せい確かくな数を確認したところ百七名とのこと。

「……なんなのよ、この騒さわぎは」

「そりゃ、教会が煽あおればこうなるさ」

　ボヤく神しん宮ぐう寺じにおれは答える。しっかし、短絡的な連中だな。自分の目でたしかめたわけでもないのに人の言葉を盲目的に信じ、かつての仲間を断罪しようだなんて。

　それにしても──

　おれにだって予想できたのだから教会だってこの展開は予測していたはずだ。

　というか、こうなることがわかっていて神宮寺に裏切り者の烙らく印いんを押したのだ教会は。

　……だがその目的は？　冒険者を扇動して魔ま族ぞくと戦わせるためか？　だがそれが目的ならもっといい方法があったはずだ。たとえば「覇王リーサ救出作戦！」とか。なぜ教会は神宮寺を貶おとしめる形で冒険者たちを奮ふるい立たせたのだろうか？

「お客さんがいっぱいです！」

　ロレッタが魔法の鏡かがみを見つめながら喜びの声を上げる。

　なんで喜んでんの？　ヤツらは菓子折り持参で訪れる本物のお客さんとかじゃないんだよ？

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　みんな張り切ってんなぁー。ま、最近は退屈だったもんな。気持ちはわかる。ロレッタも同じ気持なんだろうな。でも、みんな肝心なことを忘れてないか？

「とにかく、いつものように駆く逐ちくしていこう。手て練だれはいないっぽいし、なんとかなるだろ」

「はいです！」ロレッタが元気よく応答し、「罠わなを多めに仕掛けておいて正解でしたね？」

　そうなのだ。昨日の騒ぎから本日の人間側の戦力はなんとなく予想がついたので罠も魔物もちゃんと数がそろっているのである。逆に言えばスライムさんがあの番組を見ようとしなければ大変なことになっていたかもしれないわけで……。

「よし、ゴーレムさん、ウルフ軍団！　しっかり働いてくれよ！」

「みなさん頑張ってください！」

「ウホウホウホ──ッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　バイトリーダーのゴーレムさんを先頭に魔ま物ものたちが中層に飛ぶ。

「………………っ」

　テンションの高い魔物たちとは対照的に神しん宮ぐう寺じは沈ちん黙もくを保っていた。昨日きのうは怒りが爆ばく発はつしていたが、今は呆あきれてものも言えないって感じの心境なのかもしれない。

「いい調ちよう子しです！　やはりサトル先生の罠わなは絶品ですね！」

「うむ」

　敵の数は多いが、手て練だれの冒険者は混ざっていないようだ。

　ま、教会の言うことを鵜う吞のみにするような連中だから賢かしこいわけがない。

　下したっ端ぱが群れてるだけだな、こりゃ。

「一人ひとり、二人ふたり──一気に三人撃げき退たいです！　サトル先生、見ましたか？　今の？」

「ごめん、見み逃のがした。もしかしてロレッタが仕掛けた罠？」

「はい！　上手うまく発動してくれました！」

　喜ぶロレッタだが──

　……これは忘れてるっぽいな。

　さっき言いかけたことなのだが……。

　どうやらみんなうちが深刻な財ざい政せい難なんに陥おちいっているという事実を失念しているようだ。

　現在の地下迷宮は覇は王おう級の大物が現れない限りは罠とバイトの魔物を駆使して撃退することが可能だ。それだけの環かん境きようを築いているという自負がおれにはある。

　だがお金がなければ罠は作れないし、魔物だって雇うことができない。

　そして、今後も百人規模の冒険者が訪れるようなことになれば──

「…………やべえな」







　翌日、事態は悪化した。

「昨日の百人から倍増の二百人です!?」

「いくらなんでも増えすぎだろ」

「噓うそでしょ……」

　減ることはないと思っていたがまさか二倍に膨ふくれ上がるとは予想外だ。

　例の教会の公式発表が冒険者たちの間で噂うわさになってんのかな……。

　誰だれもが生放送を見ていたわけではないだろうし、覇王アンチ予備軍はまだ存在する？

「わかったっすー！　わかったっすよー！」

　魔ま法ほうの鏡かがみに表示されている敵の数におれたち三人が啞あ然ぜんとしていると、スライムさんが魔法端末を片手に玉座の間に飛び込んできた。

「教会が駆け出しの冒険者向けに売り出した『スターターパック』の影えい響きようっす！」

「……スターターパックだと？」

「そうっす！　加か護ご十回分を三割引で利用できるお得なバックっす！　聖女セシリアが昨日きのうの夜からネット上で宣伝していて、今朝けさから教会に人が殺到しているらしいっす！」

「この機き会かいにさらに信者を増やすつもりかよ、くそっ」

「教会は卑劣にも覇は王おう先生を悪者にすることで人間のみなさんを団結させています。そこへ来て『スターターパック』。商売上じよう手ずにもほどがあります……っ！」

「……うーん」

　教会が金かね儲もうけに熱ねつ心しんなのは聖女を広告塔にして信者を獲かく得とくしていることや今回の『スターターパック』の販売などからもわかることだが、それにしたってなんの証拠もなく神しん宮ぐう寺じが魔族に寝返ったと喧けん伝でんするのはさすがにやりすぎだ。暴ぼう走そうしすぎ。そんなに金がほしいのか？　神宮寺を切り捨ててまでも？

「…………成なる宮みや君。わたし、メイド服を脱ぐから」

「は？　急にどうした？　ついにエロメイドに目覚めたのか？」

　何こいつ。まさか露ろ出しゆつの気けが？　うっそ、マジで？

「そ、そういう意味じゃないわよ！　脱ぐというのは戦うという意味だから！」

「戦うって……」

「もう私に人間の世界に居場所なんてないわ。だったら魔族の一員となって戦うしかないじゃない。他ほかに私に選択肢がある？」

「だけど、冒険者たちの前に姿を晒さらせば、人間を裏切ったという教会の公式見解を認めることになるぞ？　本音を言えばおれはお前に味方になってほしい……。だが、教会の思惑にここで乗ったら、お前、後悔することになるんじゃないのか？」

「……それは……っ」

　おれの指摘を受け、神宮寺が押おし黙だまった。

　こいつがロレッタのことを気に入っているのは間違いないし、人間の世界に戻って再びロレッタ率いる魔族と敵対しようと考えていないことくらい最近の神宮寺を見ていればわかる。まだ何か隠しているような気がするけれども……。まあ神宮寺のことはともかく、教会の覇王潰つぶしはどうも腑ふに落ちない。戦うと言ってくれたのはありがたいが、敵の思惑が見えるまでは下手へたに神宮寺は動かないほうがいいような気がする。

「そ、そうは言っても……これだけの敵を排除するとなると、罠わなも魔物もそうとうな数が必要になるでしょう？　でも私が出れば経費を大幅に削減することができるわ。全員は無理かもしれないけれど半分くらいなら私一人ひとりで……」

「だから止やめとけって」と言っておれは神しん宮ぐう寺じを手で制した。「教会が何考えてんのかわかんないうちは、お前は出ていかないほうがいい。あとな……お前が出ていったらたぶん余計敵を生むことになる。明日あした以降のことを思うと、これ以上敵を増やすのだけは避けたい」

「で、でも……っ」

「少し頭を冷やせよ、神宮寺。でもって、ここはおれに任せておけ」

「任せておけって……一体何をする気？」

「サトル先生、何か妙案が？」

「ああ」おれは不敵な笑えみを浮かべ、「敵の多くは駆け出しの冒険者だ。ヤツらはこの地下迷宮を訪れるため、装備品をそろえ、『スターターパック』を購こう入にゆうし、それなりにお金を使ったはずだ。その上、駆け出しだから多くの冒険者は食くい扶ぶ持ちがない。……今回はそこを突く」

「と言いますと？」

「この間、神宮寺と罠わな対決やっただろ？　あのときの罠を使うんだよ」







「おー、今日きようは五十人っすかー。だいぶ減ったっすねー」

「サトル先生の罠、効果テキメンですね！　素す晴ばらしい成果です！」

「いやー、思った以上に効果があったなー」

　ここ数日で地下迷宮を訪れる冒険者の数は確かく実じつに減った。

　と言うのも──

　おれが地下迷宮のあちこちに『装備バスター』を仕掛けたからだ。

　例の装備品を溶かす薬品である。

　冒険に不ふ慣なれな駆け出したちは面おも白しろいようにこれに引っかかり武器や防具を失った。

　冒険者にとって装備品は命を守る大事なもの。

　なんの装備もなしにラスダンに足を踏み入れるわけにはいかない。

　その装備を失ったからには新たに購入する必要があるわけである。

　だが駆け出しがそんなにお金を持っているわけがない。

　先立つものがなければ買うものも買えないのだ。

　ゆえに金欠に陥った冒険者たちは地下迷宮に来たくても来ることができない、と。

　ちなみに──

　スライムさんが詐さ欺ぎに引っかかったとき、資金稼かせぎのために「敵の装備品を奪う」というアイデアをおれが披ひ露ろうしたと思うが、さすがにこのアイデアを盛り込んだ罠を製作するのは容易ではなく、まだ実用化の目め処どは立っていない。本当はこっちのアイデアでいきたかったんだけど……。まあいずれ実現できればと思っている。

「結局、残ったのは借金してでも冒険に旅立とうとする加か護ご中毒者のみなさんと、資金に余裕のあるベテラン冒険者のみなさん、でしょうか？」

「だね」

「時間が経たてば覇は王おうっちの裏切り騒そう動どうもおさまるに違いないっすから、もうしばらくの辛しん抱ぼうっすねー」

「人を裏切り者呼ばわりしないでくれるかしら？」

「じ、自分が言ってるんじゃないっすよぉ……」

　スライムさんが女の子の姿からただのスライムに戻り、玉座の裏に身を隠す。

　ヘタレだなー。

　──ピロピロリーン。

「あ、メールです」

　ロレッタがポケットをまさぐり魔ま法ほう端末を取り出す。

「誰だれから？」

「えっと、例の格安で罠わなを作ってくれるという罠製作会社さんからです」

「あー、すっかり忘れてたな。よし、防ぼう衛えいが終わったら検討してみよう。冒険者対策も必要だけど、財政再建も急を要する案件だし」

「了解です！」
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「ん？　この会社、アルハンブラの城下町の外れにあるって書いてあるぞ？」

「そうなのですよ」

　ロレッタが見切り品のお茶とお菓子をテーブルの上に並べながら頷うなずく。

「まさか経営者、人間なの？」と神しん宮ぐう寺じ。

「いえ、魔族の方ですよ。えっと、魔界で高値で取引されている材料を人間の世界で安く仕入れることによって低価格で罠を提供できる……というのがこの会社のウリみたいです」

「株式会社ギミックオアギミックか。ふーん、ちゃんとしたものを作ってくれるっていうのなら悪い話じゃないよな」

「実は何度かメールでやり取りをしているのですが、こちらの財政状況をそれとなく伝えたところ、『以前、魔王様にはお世話になったので、最初の二週間はお試し期間ということで、さらに一割引で罠をご提供させて頂きます』とおっしゃってくださったのですよ」

「へー」

　こちらの懐ふところ具合を伝えちゃったのはあまりよくないけど、なかなか好意的な取引相手みたいだな。まあ同じ魔族だし、ロレッタは魔王の実の娘だもんな。

「そんなわけで、明日あした、あちらの会社にお邪じや魔ましてはどうかと思っているのですよ。メールでは説明できないこともありますし、やはり罠は実物を見てみないと」

「そうだな。んじゃ、明日は早めにこっちに来るとしてだ。メンツはおれとロレッタでいいよな？　場所はわかってるし、スライムさんの案内はいらねーだろ」

「どのみち自分、明日はバイトがあるっす……」

「神しん宮ぐう寺じはゴーレムさんとウルフ軍団に見張ってもらうとして、防ぼう衛えいの指揮は……まあ打ち合わせ次第だが、明日は早めに寝る予定だし、敵が中層にたどり着く前にはなんとか戻ってこられるだろう。やばそうだったら連絡してくれ」

「……待って。私も行くわ」

　静かにお茶を飲んでいた神宮寺が口を開いた。

「なんでお前がついてくるんだよ？」

「だって『祭さい壇だん』の力は地下迷宮の外には及ばないのでしょう？　キミもロレッタも戦う術すべを知らないのだから護ご衛えいくらいはつけるべきよ」

「護衛ねぇ……」

「覇は王おう先生が護衛！　地上最強の護衛です！」

　ロレッタは大喜びだが──

　でも、それって神宮寺がメイド服を脱ぐってことだろ？

　おまけに人間の世界に連れていくってのは……。

「どこにも逃げたりしないわよ」と神宮寺がおれの発言を先読みした。「もはや私に逃げる場所がないことくらいわかっているでしょう」

「それはそうだが……」

　しかし、こいつはおれたちに何か隠している──ようなフシがある。

　とはいっても、それが原因で神宮寺がロレッタに牙きばを剝むくことはないと思うけど。

「サトル先生、もっと覇王先生のことを信用しましょうよ」

「ロレッタは人を疑うことを覚えたほうがいい」とおれは反はん論ろんしたあと、「だがたしかに護衛は必要かもしれん。人間の街に行くからゴーレムさんを護衛にするわけにもいかないし」

「では？」

「仕方ない。許可しよう。……ただ完全に自由にさせるわけにはいかん」

「私にどうしろと？」

「メイド服は一時的に呪のろいを解といてやろう。じゃないと戦えないからな」

「……他ほかの服に着替えたいのだけれど」

「残念ながらこの地下迷宮にお前に合うサイズの服はメイド服しかない」

「はぁ……もうなんでもいいわ、服装は。……それで？　どうやって私の行動を制限するの？」

「ああ、それなんだが。ロレッタ。おれたちの──ほら、このペアリングあるじゃん」

「……へ？　あー……裏切りの指ゆび輪わのことですか……？」

　ロレッタが黒い宝石があしらわれた自分の指輪を目の高さに掲げる。

「ペ、ペアリング？　裏切り？」

　一いつ瞬しゆん、神しん宮ぐう寺じの表情が曇くもったが、おれは話を続ける。

「こういうマジックアイテム、他ほかにない？　神宮寺になんらかの拘こう束そく力りよくを与えたいんだ」

「それでしたらいいのがあります！」

　唐突なお願ねがいだったが、ロレッタの反応は素す早ばやかった。
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「えーと、この林の中に株式会社ギミックオアギミックはあるらしいです」

「前みたいに道に迷ったりしてないよね？」

「今回は大丈夫です！」

　自信満々に答えるロレッタ。逆に不安である。

「…………はぁ」

「ん、神宮寺、どうした？　ため息なんてついて？」

「キミとおそろいのペンダントを身につけるのが苦痛で苦痛でたまらないというため息よ」

「そんなに嫌いやか!?　ため息が出るほど！」

「吐き気すら催もよおすわ」

　そう言って顔をしかめた神宮寺の胸元には悪あく魔まの顔を模したペンダントが。

　デザインも気に入っていないようで「酷ひどいセンス……」とさっきから文句タラタラだ。

「わたしとサトル先生がおそろいの指輪で、サトル先生と覇は王おう先生がおそろいのペンダント。つまり『ダブルおそろい』ですね！」

　一方のロレッタは嬉うれしそうだ。

　おれと神宮寺が身につけているペンダントというのはロレッタが自室から持ってきた『スレイブペンダント』というアクセサリータイプの魔法アイテムである。これは身につけた者同士の距きよ離りが一定以上開くと強制的に距離を詰めるというものだ。おそろいと言ったが実はこのペンダントは主従関係のある二人ふたりが身につけるもので、主あるじのペンダントのほうが従属側のものより大きく、また距離が開いたときに移動させられるのは従属側のほうである。

「……ここなの？」

　神宮寺が目め線せんを上げ、林の中に建っているみすぼらしい木組みの小屋を指差した。

「地図によると……ここなのですが」

「こんなちっこい小屋で罠わな作ってんの？　冗じよう談だんだろ？」

　株式会社ってレベルじゃねーぞ。自営業かよ。

「きっと小屋の中に地下に繫つながる階段があるのですよ……！」

「だったらいいんだけどな」

「と、とにかく……」

　ロレッタが叩たたいたら即外れそうなボロっちいドアをノックした。

　すると──

『──どうぞ』

　すぐに中から女性の声が返ってきた。

「ちゃんと人いるみたいだな。どうやら廃はい墟きよじゃなさそうだ」

「で、ですね……うん？」

　ドアノブに手を伸ばしたロレッタが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「どうしたの、ロレッタ？」

「その、奇妙な感覚が……一いつ瞬しゆんだけでしたが」

「まさかそのドアノブ壊こわれてる？」

「あー……いえ、そういうことではないのですが……まあ気のせいだと思います」

　ロレッタが改めてドアノブを握った。そしてドアを押し開ける。

「お邪じや魔まします」

「……お邪魔しまーす」

　って、ロレッタにつられて言ってしまったがなんか違うな。会社訪問したときってなんて言うんだっけ？　えーと、お世話になってます？　いや、まだお世話になってねえよ。これからなるんだよ。

　細かいことを気にしつつ、小屋の中に足を踏み入れる。

　と──




「「「………………え？」」」




　三人の声が見事に重なった。

　と言うのも……。

「あれぇ？　あそこにいるのは聖せいラルヴァ教きよう会かいの聖女セシリアさんでは？」

「だ、だよな」

「…………セシリア」

　神しん宮ぐう寺じが低い声でつぶやき、おれとロレッタの前に出た。

「あら。お付きのメイドさんかと思ったら、覇は王おうリーサさんじゃありませんの？　ふふ、どうやら教会の公式見解は正しかったようですわね」

「よく言う。あの教会の公式見解はあなたの発案なのでしょう？」

「さあ？　どうでしょうか？」

　聖女セシリアは小屋の奥に一つだけ置いてある豪ごう奢しやな椅い子すに腰かけていた。

　他ほかには何もない。殺風景であまり清せい潔けつとは言えない部へ屋やの中で聖せい職しよく者しやの格好をした金髪の美女が足を組んで座っている光景はどこか不ふ謹きん慎しんに感じられた。

「おい、神しん宮ぐう寺じ。どうなってんだ？　まさか聖女と手を組んでたんじゃないだろうな？」

「そんなわけないでしょ」と神宮寺が顔をしかめ、「ただ顔見知りというだけよ」

「え、えっと……ちょっと待ってください。株式会社ギミックオアギミックは……？」

「そのようなものは存在しませんわ。わたくしがでっち上げた架空の会社ですもの」

「おれたちをおびき寄せるための罠わなだったのか……」

　こりゃ神宮寺を連れてきて正解だったな。

「……目的は何？」

　おれたちの先頭に立つ神宮寺が腰の剣を引き抜く。

　一方の聖女は椅子に腰かけたまま余裕のある笑えみを浮かべ、

「先に言っておきますけれど、あなた方と武器を交える気はありません。わたくしは魔ま族ぞくの方々とお話をするために、教会の代表としてあなた方をここにお招きしたのです。身分を偽ったのはこうでもしなければ会かい談だんの場を設けるのは不可能だと思ったからですわ」

「……会談の場だと」

　だったらお茶くらい出せよ。しかもこんなボロ小屋で会談とか。

　ってか、ますます意味がわからんな。わかることと言えば聖女セシリアが単なる教会の広告塔ではなく、教会内でそれなりの地位にいる人間ってことくらいか。

「ここまでで何か質問は？」

「……あんたわかってんのか？　お前ら教会はおれたちの敵だぞ？」

「特に質問がないようなら話を続けさせて頂きますわ」

「や、人の話聞けよ！」

「成なる宮みや君、諦あきらめなさい。セシリアは興きよう味みのない男の言葉には耳を貸さないサディストだから」

　えー。何それ。対話が目的なんだろ？　ちゃんと会話のキャッチボールしようぜ？

「こちらからちょっとしたご提案がありますのよ」

「提案ですか？」

　ロレッタが訊きき返すと、セシリアはニコッと微笑ほほえみ、

「ええ。我々教会と──手を組まないか、というご提案ですわ」

「は？　なんだそれ？」

「我々の望みはただ一つ。人間と魔族の戦いが永久に続くこと、ですわ」

「永久に？」

「その通り。我々と手を組むというのであれば、教会が総力を上げて有力な冒険者を再起不能に陥おちいらせます。そちらが望むのであればある程度の資金援助も可能ですわ。ただその代わり冒険者のやる気を削そぐような罠わなを地下迷宮に仕掛けるのは止やめて頂きたいのです」

「え？　え？　なぜそんなことを？」

　ロレッタの疑問はおれの疑問でもあった。

　さっぱり意図が読めないな。手助けすると言ってみたり邪じや魔まするなと言ってみたり。

「今、言った通り。こちらの望みは人間と魔族の対立を絶やさないことにあるのです」

「……セシリア……あなたって人はまだそんなことを」

「あら、恐こわい顔。リーサさん、さっきからご機き嫌げん斜めですわね？」

「二人ふたりともこの女の笑え顔がおに騙だまされちゃダメよ。セシリアはただ利益を貪むさぼりたいだけ。全すべてはお金のためなのよ。私が同志を集めて地下迷宮に乗り込むことを計画したときも、セシリアは同じような提案をしてきたわ。魔族を滅ぼしたら、『加か護ご』を利用する人間がいなくなってしまう。だから魔族と戦うにしてもほどほどにしておけ、とね」

　ああ、そういうことか……。

　教会はお金が大好き。冒険者たちにずっと『加護』を利用してほしい。だから有力な冒険者を潰つぶしてやるだの資金援助するだの言ってきたのだ。そして、その代わり冒険者のやる気を奪うなと。ラスダンを攻略する人間がいなくなると教会の儲もうけが減ってしまうから。

「要は茶番を演じろってことか……」

　そりゃまた自分本位な考え方だな。

　聖女とは名ばかりで本質は利益を貪る腹黒な商人気質かたぎ。

　生放送ではメッチャおしとやかに振ふる舞まってたけど、あれは表の顔だったんだな。

　裏では教会の運営に深く関かかわっていて、自ら広告塔となり信者の獲かく得とくに励はげんでいる、と。

　……しかし、この人、ゲスいな。おれ以上に悪知恵が働くんじゃないのか？　少なくとも金儲けに関してはあちらに一日の長があるのは間違いない。なんかちょっと悔しいぞ……。

「悪い話ではないでしょう？　我々と組めばそれだけで資し金きん難なんが解消されるわけですから」

「セシリア……あなたね」

　神しん宮ぐう寺じの怒りゲージが再び上昇し始めた。

　おれは怒りよりも悔しさのほうが大きいが……。

　しかし、聖女の提案に乗る気はない。

　だってあちらが望む人間と魔族の対立関係というのは──




「──不健全です！　とっても不健全です！」




　そのときロレッタが怒りを大だい爆ばく発はつさせた。

　さらに続けて、

「人間のみなさんの中には努力に努力を重ねて打倒魔ま族ぞくを誓い、戦いに臨のぞんでおられる方々がたくさんいらっしゃるはずです！　セシリアさんの提案はそのような人たちをあざむく最低の行為ですよ！　密ひそかに裏で手を組み、お金儲もうけのために茶番を演じるなんて……そんなの美しくありません！」
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　ロレッタの叫びが狭小な小屋の中で反はん響きようする。

　……美しくない、か。うん、その通りだよな、ロレッタ？

　魔族の少女が理想とする世界──それはダンジョンを通した世せ界かい競きよう合ごう。

　決着をつけず戦いを永続させるという意味では聖女の提案に近いものがあるが、ロレッタが理想とする世界ではお互いが全力を尽くすことが絶対条件だ。ロレッタは決して世界の停滞を望んでいるわけではない。

「気の弱そうなお嬢じようさんかと思いきや、言うじゃありませんの。あなたのお名前は？」

「わたしの名前はロレッタ・アハル・オルムステッド！　地下迷宮の管理代表です！」

「……ロ、ロレッタ……」

　それは言わないほうがいいと思うんだが……？

「ではあなたが魔族の頂点に立つ──いわゆる魔王？」

「違います！　でも、わたしが地下迷宮の管理を任されているのは本当のことです！」

「……なるほど、なるほど」

　何を納得したのかは知らないが、聖女が顎あごに手を当て頷うなずく。

　今のは上手うまい切り返しだった。……たまたまだろうけど。

　忘れがちなことだがロレッタは魔ま族ぞくの最高責任者ではあるが、肩書きは魔王ではない。

　たしかロレッタの現在の肩書きは悪魔神官見習いだったかな？

　魔王を名乗るためには数々の試練を乗り越えなければならないらしいからな。

　……ともかく地下迷宮の代表だってことは明かしてしまったものの、魔族にとって重要な存在だってことは隠すことができた。

「もしかしてあなたが──ロレッタさんが地下迷宮の管理を任されるようになったのはつい最近のことではありませんの？」

「……へ？」

　予想だにしない質問だったのか、ロレッタが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　そうです、と言っているようなものである。

「図ず星ぼしのようですわね」と得とく心しんがいったのか聖女は何度も頷うなずき、「ある時期を境に地下迷宮の防ぼう衛えい網もうが魔物主体から罠わな主体に切り替わったことは把握していましたのよ。もっとも、それがロレッタさんが管理者に就任したことによる変化だとは気づきませんでしたけれど。……ふむふむ。ということは現在、魔族の王である魔王はなんらかの事情により表に出てくることができない状況──いえ、もっと深刻な事態に陥おちいっているのでは？」

「んなことねーよ」

「あなたには聞いていませんわ」

　そう言ってロレッタに視し線せんを向ける聖女様。

「えっと、えっと……ま、まったくもって問題ない状況です！」

「ふふ。正直な方ですこと」

　……全然誤ご魔ま化かしきれてねーし。

「ロレッタ、下がって」

　とここで神しん宮ぐう寺じがロレッタを庇かばうようにして前に出た。

　だが聖女はマイペースで分析を続けている。

「罠主体の防衛に切り替えたということは、地下迷宮は人材不足なのでしょうか？　しかし、リーサさんを仕留めたロレッタさんの手腕は見事ですわ。おそらくリーサさん、ロレッタさんが仕掛けた捕ほ獲かくの罠か何かに引っかかったのでは？　でなければリーサさんが負けるとは思えませんもの」

　実際に罠を考案して人間たちハメてんのは主におれだが──

　当たらずとも遠からずってヤツだな……。

　やべえな。ロレッタが自分の身分を一部明かしただけでここまでバレるとは。

　ロレッタがおれを夢召喚した事実だけは知られずにすんだが、それ以外のこと──地下迷宮にとって大事なことの七割、八割くらいは聖女に知られてしまったのではないだろうか。

「セシリア、お喋しやべりはそこまでよ」

「まあ、恐こわい顔」

　泣く子も黙だまる神しん宮ぐう寺じの鬼の形ぎよう相そうに対し、余裕の笑えみで対応する聖女セシリア。

　この人、おれより神経図太そう……。

「さてさて。交渉決裂──ということでよろしいかしら。ロレッタさん？」

「……そういうことになります」

「そちらのおふた方も、ロレッタさんの意見に同意する形でしょうか？」

「当然だ」「当然よ」

　話し合うまでもないことだ。

　だって聖女の提案はロレッタの理想と相あい反はんするものだから。

　人間たちとダンジョンを通して競きそい合う──

　そこに噓うそや誤ご魔ま化かしがあってはならない。

「残念ですわ」

　聖女は言葉とは裏腹に薄うす笑えみを浮かべていた。

　まだ何か企たくらんでそうだな……。

「まあ今日きようのところはこれでお開きにしましょう──あら？」

　椅い子すから腰を上げた聖女の眼がん前ぜんに剣が突きつけられた。

　神宮寺が距きよ離りを詰めたのだ。

「逃がさないわよ」

「あらあら。わたくしをどうしようと言うんですの？」

「成なる宮みや君。私の腰のバッグの中にロープが入っているから取り出して」

「捕ほ獲かくして地下迷宮に連れて帰るんだな？　よし、任せろ！」

　さすが神宮寺、準備がいいぜ。

　クックック、また新たなメイドが増えるわけか。

　しかも、聖女様は神宮寺以上の巨乳ときた。

　オラ、ワクワクしてきたぞ！

「ネットで見た亀きつ甲こう縛しばりを実戦で試すとき……………………って、あれ？」

　聖女の腕をつかもうと手を伸ばしたところ、

　──スカ。

　空振った。いや、そうじゃない……。

「な、なんだ？　急に身体からだが──透けた？」

「バカな男」

　聖女がおれをあざ笑い、その直後、ふわっと宙に浮いた。

「な、成なる宮みや君……！　それは幻よ！」

「幻だって？」

「セシリアは幻術使いなのよ！　実際にこの目で見るのは初めてだけれど……まさかこれだけ近くで会話していて見破れないほど精巧な幻だなんて……迂う闊かつだったわ」

「ふふ、リーサさん。気づくのが遅すぎですわ。わたくしが護ご衛えいもつけずにあなた方と顔を合わせた理由──あなたならもっと早く気づくと思いましたのに」

　聖女の身体からだがどんどん薄うすくなっていく。

　話しているときは本物にしか見えなかったが今はもう幻だとはっきりわかる。

「それではみなさんごきげんよう。……あなた方に不幸が訪れないことを祈っていますわ」

　消える直前、聖女は片目を瞑つむり、不吉なことを言った。

　まるでそれが現実に起こることであるかのように──
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　聖女セシリアと一ひと悶もん着ちやくあったあと。

「そんなことがあったんすかー」

　地下迷宮に戻ったおれたちは、タイミングよくバイトから帰ってきたスライムさんや留守番していたゴーレムさん、ウルフ軍団にことのあらましを伝えた。みんな聖女セシリアの提案を突っぱねたロレッタのことを褒ほめ、それにより全員の間で「教会に屈してなるものか」という共通認にん識しきが生まれた。

「みんな……ちょっといい？　話しておきたいことがあるの」

　話のあと、いつものように防ぼう衛えいに移ることになったのだが、神しん宮ぐう寺じが待ったをかけた。

「なんでしょうか？」

「私が魔ま族ぞくを滅ぼそうとした本当の理由について、よ」

　ロレッタの問いかけに対して、神宮寺は神妙な顔で答えた。

　魔族を滅ぼそうとした本当の理由──

　その重みのある言葉にその場にいた全員の顔が引ひき締しまった。

「そいつは興きよう味み深ぶかい話だな。聞かせてもらおう」

「ええ……」

　神宮寺がやはり神妙な顔で頷うなずき、その後、詳細を語り始めた。

「いきなりだけれど、私は魔族をそれほど危険視していたわけではないの。最近の魔族がだらしないという噂うわさはちょくちょく耳に入っていたから」

「……うう」

　ロレッタが悲しそうに目を伏せたが、神宮寺はかまわず話を続けた。

「私がこの世界のことで一番危き惧ぐしていたのは教会の『加か護ご』によって人間たちが堕だ落らくしていくこと……。今もなお増加している加護中毒者の存在を憂ゆう慮りよしていたのよ」

「んー？　だったら教会を潰つぶせばよかったんじゃないっすかー？　なんで地下迷宮を攻め落とす必要性があるっすー？」

「人間たちが『加護』に頼っているのは魔ま族ぞくと戦っているから。魔族が滅べば人間たちが『加護』を使う理由がなくなる。こんなところか？」

「鋭するどいわね」

　おれが推測を口にすると、神しん宮ぐう寺じが面おも白しろくなさそうに唇を尖とがらせた。

「な、なるほど……。人間のみなさんがこれ以上堕落しないように……」

「ロレッタ」

「……うん？　覇は王おう先生？」

「あなたがセシリアの誘いを断ったのは、それが人間と魔族が競きそい合う関係を望むあなたの理想に反する提案だったからでしょう？」

「はい。おっしゃる通りです」

「……私の理想もロレッタの考えに近いの。だからというわけではないけれど……」

　神宮寺はそこで急に声のトーンを落とし、

「…………ごめんなさい。私はやっぱり……」

　と声を詰まらせた。

「おい、どうした神宮寺？　もっと仲間になりたそうな目でロレッタを見ろよ。そんなんじゃ伝わんねーぞ？」

　そう言っておれが茶ちや化かすと、神宮寺から意外な反応が返ってきた。

「でも……でも、私は人間たちを引き連れて地下迷宮に攻め入って……あと少しのところで復活の『祭さい壇だん』を破は壊かいするところだった。ロレッタの暮らしを脅おびやかした前科のあるこの私が、人間たちに裏切られたからといって、簡かん単たんに魔族の仲間に加わるなんて、そんなの虫がよすぎるじゃない……っ」

「覇王先生……」

「私にはロレッタたちの仲間になる資格なんてないのよ！　ない……のよ」

　こいつ、そんなこと考えていたのか……。

　いつか話すわ、と言っていたのはたぶんこのことだろう。

「ったく、真ま面じ目めすぎんだろ。何が資格がないだ。そんなもん必要ねーっての」

「そうですよ、覇王先生！」

「……でも」

「誰だれもお前を卑ひ怯きよう者ものだなんて思わねーよ。諸しよ悪あくの根源は教会だろ？　お互い教会に振り回されて、一度は戦うハメになったが……でも、今は志こころざしを共にしている。違うか？」

「……それは」

「結局、お前はどうしたいんだよ？　自分の気持ちに噓うそだけはつかねえほうがいいぞ」

「……私は……」

　それでも迷いが消えない神しん宮ぐう寺じにおれは言ってやった。

「ちなみにおれは他人に対しては平然と噓うそをつくが、自分の気持ちに噓をついたことは一度たりともない。おれの座右の銘は『他人は騙だましても、自分は騙すな』なのである」

「さすがサトルっち！　最低最悪のクズ野郎っす！」

「あ？　なんだってスライムさん？」

「一応、褒ほめてるっす！」

「…………ぷっ……何よそれ」

　おれの冗じよう談だんに神宮寺が噴ふき出した。

　いや、おれとスライムさんのやり取り込みかも。

　神宮寺はひとしきり笑うと、それまで下を向いていた顔を上げた。

「…………どうしたいかなんて……そんなの決まっているわ」

　その顔にもう迷いや戸惑いは浮かんでいなかった。

「ロレッタ……」

「は、はい」

　名前を呼ばれたロレッタのほうが緊きん張ちようしているように見えるが、きっと神宮寺も心しん臓ぞうがバクバク言っているんじゃないだろうか。

「最初はなんて頼りない子なんだろうって思ったわ。でも、あなたは私がこの世界で出会ってきた人々の中で一番一いつ生しよう懸けん命めいで、一番優やさしくて、一番共感できる理想を持っていたわ。ねえ、ロレッタ？　私にあなたの理想を実現するためのお手て伝つだいをさせてもらえないかしら？」

「覇は王おう先生……っ！」

　神宮寺が差し出した右手をロレッタが両手で覆おおう。

　キラキラした無邪気な瞳ひとみが場の空気を瞬しゆん時じに明るくした。

「断る理由なんてありませんよ！　覇王先生、力を合わせて頑張りましょう！　いつの日か理想を実現できるように！」

「……ありがとう」

「感かん謝しやしたいのはこちらのほうです！」

　パチパチパチ──

　スライムさんとゴーレムさんが拍手で新たな仲間を歓迎する。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　拍手ができないウルフ軍団は喜びの咆ほう哮こうでそれを表現した。

「でも今さらって感じっす。自分、覇王っちはとっくに魔族の味方だと思ってたっす」

「あ、わたしもです。毎日、お勉強を見てもらっていますし、財ざい政せい難なんに陥おちいったときも目めから鱗うろこな経費削減案でマイナスに傾いている収支をプラスに近づけてくださいましたから。それに覇は王おう先生は魔ま物もののみなさんを本当の意味で殺あやめたわけではありません。四し天てん王のうのみなさんにしても封印しただけで、復活は可能なわけですし。むしろ覇王先生はわたしが理想とする正々堂々とした戦いを実践してくださいました。褒ほめるところはあっても貶けなす要素は皆無です」

「二人ふたりとも警けい戒かい心しんなさすぎ……ってかどんだけお人ひと好よしなの、ロレッタ」

　だが本音や真実が明かされた今、神しん宮ぐう寺じを疑う理由はなくなったと言える。

　味方の中に敵がいると余計な神経を使うからな。よかった、よかった。

「神宮寺」

「……何かしら？」

「財ざい政せい難なんは未いまだ去っていないし、聖女セシリアは今後の展開を画策していると思う。何かと問題は山やま積づみだが、頑張っていこうぜ」

「……何……その汚い手は？」

「汚いって言うな。握手だ、握手」

「えー……」

「迷惑そうな顔ですね!?」

「だって私はまだキミを認めていないもの」

「……や、仲間だろ、おれたち？」

「何を勘違いしているのかしら。私はロレッタの味方になるとは言ったけれど、キミと仲よくすると言った覚えはないわ。だいたいキミはクラスメイトの一人ひとりというだけであって、私の友達ではないはずよ。馴なれ馴なれしくしないでくれる？」

「…………」

　何このリアクション──

　酷ひどくね？　友達ですらないとか言われちゃったんだけど？

「ま、今後の働き次第によっては……」

「よっては？」

　ズイと顔を寄せると、神宮寺がすぐに顔をそらし、

「あ、そうそう。今後はもう呪のろわれたメイド服を着る必要はないわよね？」

「……は？」

　待て待て待て待て──

　急に話題変えた上に何を言い出すんだよ。

「そういえばそうですね。代わりのお洋服は明日あしたまでに用意しておくとして、ひとまず呪いだけは解といておきましょうか？」

「ええ。お願ねがいするわ。あ、この『スレイブペンダント』も外していいわね」

　え、ちょっと。できれば明日あしたもその格好でいてほしいんですけど……。

　うう……今日きようで見納めなのか？　マジで？　ツンツンメイド終了のお知らせ？

　地下迷宮に頼もしい仲間が増えたものの──その代だい償しようは大きかった。

　…………おれの中ではな。

　余よ談だんだが、神しん宮ぐう寺じは翌日以降もメイド服を着用することになる。ロレッタが神宮寺のために用意した洋服が妙にセクシー路ろ線せんで──おれがアイデアを提供したのは内ない緒しよ──これを着るくらいならメイド服のほうがまだいいと言い出したからだ。

　ちなみに神宮寺が自分の手持ちの服を異世界に持ち込まないのは、神宮寺を夢召喚した勇者の子孫と連絡が取れない状態にあるからだ。私物などを異世界に持ち込むためには術者の協力が必要なのである。

　そんなわけで──

　ツンツンメイドは続行の運びとなった。

　やったね！　デレはないけどまあいいや！













　　　　　ＣＡＳＥ５　新たな刺客







「今日きようも張り切って防ぼう衛えいに臨のぞみましょう！」

　ロレッタの元気な声に対し「おー」とか「ええ」とか「ウホッ」とか「ウガアアア」とかいった同意の声が玉座の間に響ひびいた。

　現在、この地下迷宮は深刻な財ざい政せい難なんに見み舞まわれており、また聖女セシリアとの対立など、解消できていない問題がいくつもあるのだが、敵がやってくれば防衛に励はげまなければならない。

　考えなければならないことは多々あるが……今は戦いに集中するべき。

　ちなみに本日スライムさんは不在である。財政の穴埋めをするため肉体労働に従事しているのだ。スライムさんにしては殊勝な心がけであると言える。

「えっと、今日のお客さんは七十人くらいですね」

「少し増えたね」

「んー、わたし、もっと増えるのではないかと思っていました」

「そうね。昨日きのうあんなことがあったわけだし」

　神しん宮ぐう寺じが横から口を挟む。相変わらずメイド服を着用しているのはおれが選んだ洋服を拒こばんだ結果だ。ちなみに呪のろいは解とけているので行動を制限することはできない。

「セシリアさんのことですから、また『スターターパック』みたいなアイデアでお客さんを大量に送り込んでくるのではないかと、わたし警けい戒かいしていたのですが……」

「ん、ちょっと待った。十人……いや、二十人くらい固まって動いてないか？」

「本当です。映像を切り替えてみましょう」

　ロレッタが慣なれた手つきで目の前のコンソールを操そう作さする。

「うお、なんかゴツイ集団だな……」

　画面に映し出されたのは白銀の鎧よろいを着用した武装集団──

　その騎き士し団だんらしき集団は、かしゃんかしゃんと音を立てつつ二列縦じゆう隊たいのフォーメーションを維持したまま、薄うす暗ぐらい通路を進んでいた。そして、驚おどろくべきことにその屈強な騎士たちの先頭に立っているのはおれたちと同世代であろう小柄な少女であった。一人ひとりだけ兜かぶとを装着せずに頭を露ろ出しゆつしているその少女は長い髪を左右で結ゆっており、堂々とした足取りで一大集団を率いていた。

　……けっこう可愛かわいい。でも表情が硬いっていうか、人形みたいに無表情だな。威風堂々とした出いで立たちだし、あの表情の硬さはたぶん緊きん張ちようとかじゃなくもともとのものだろう。

「聖せいラルヴァ騎き士し団だん……セシリアの差し金ね」

「ん、神宮寺、あいつらのこと知ってんのか？」

「ええ。かつてセシリアも所属していたことがある教会の下部組そ織しきよ。聖ラルヴァ騎士団ではなく聖騎士と呼ばれることのほうが多いわね」

「あの人、騎士団上がりなんだ」

「剣の腕前もそれなりらしいけれど、やはり術者としての腕を買われていたみたい」

「なんだか物々しい集団です……」

「どうせ見た目だけだろ？」

　おれはこれまでの戦いの経けい験けんからそう安易に結けつ論ろんを導みちびき出した。

　だってさー、おれ今まで神宮寺以外の冒険者に玉座の間への侵入許したことないもん。

　きっとこいつらもおれが仕掛けた罠わなの餌え食じきになるに決まってる。

「成なる宮みや君、甘く見ちゃダメよ。教会の聖騎士たちはアルハンブラ王おう国こく内ないでも一、二を争う実力者集団なのだから」

「そうなのか？」

「聖騎士になるためには厳きびしい審しん査さをクリアしなければならないの。ただ強いだけではダメで自身が加か護ご中毒ではないのは当然として、家族に加護中毒者がいた場合も書類選考の段階で弾はじかれると言われているわ」

「そりゃ厳しい。……というかまともだ」

「んー。聖せい騎き士しがどのような集団なのかはわかりましたが……でも、なぜセシリアさんは聖騎士のみなさんを地下迷宮に送り込んできたのでしょうか？」

「だな。あちらさんは魔ま族ぞくを滅ぼす気はないはずだ。こちらの運営資金を枯こ渇かつさせるのが目的ならロレッタがさっき言ったように『スターターパック』みたいな作戦で、冒険者を倍増させるのが筋だろうし」

　敵の数が多ければ多いほど、仕掛ける罠わなも雇う魔物も増えるわけで──

　悪知恵の計算が働く聖女ならそれくらい心得ているはずだ。

「うーん、偵察とかでしょうか？」

「可能性として高いのはそのあたりよね」

「ま、もう少し様よう子す見ようぜ」

　おれはコンソールを操そう作さし、画面の中央に少女騎士が来るように微び調ちよう整せいした。

　相変わらず能面のような顔で表情を一切変えずに歩を進めている。

　と──

『ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！』

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　さっそくゴーレムさんとウルフ軍団が奇をてらうことなく正面からぶつかっていった。

『ハナ団長！　正面からゴーレムとウルフの群れが！』

『……大丈夫』

　ハナ団長と呼ばれた先頭の少女が腰の剣をおもむろに引き抜いた。

『『『『『ウガアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』』』』』

「あ、ウルフのみなさんの雄お叫たけびがいつもより長いです！　これは出ますよ！」

「出るって何が？」

「最近、ウルフのみなさんが編あみ出した必殺のフォーメーションです！　敵一体に四方八方から襲おそいかかる、その名も『フォーメーションペンタゴン』です！」

　ロレッタの解説通り、ウルフ軍団が少女を囲うような形で展開した。

　なるほど、全方位から一斉に攻める気か！　考えたなウルフ軍団！

　いつもは正面から考えなしに突っ込んでばかりだが……。

　この『フォーメーションペンタゴン』は数の理を活いかした素す晴ばらしい作戦だ。

　うむ。これは勝ったな。

　勝利を確かく信しんしたおれだったが……次の瞬しゆん間かん──

『『『『『ウガアアアアアアアア!?』』』』』

　宙に舞まうウルフ軍団の姿が……。

「ええええ!?　必殺のフォーメーションがあっさり破られました!?」

　少女の剣さばきは見事としか言いようがなかった。

　目にも留まらぬ剣技でウルフ軍団を次々に斬きり捨てていくその姿はある人物を連想させた。

　……神しん宮ぐう寺じである。

『ウホッ！　ウッホーッ！』

　その後、ウルフ軍団の仇かたきを取ろうとゴーレムさんが少女に背後から襲おそいかかったが、

『……甘い』

『ウホオオオオオオオオオッ!?』

　振り向きざまに放った神しん速そくの突きがゴーレムさんの急所に突き刺さった。

「ああー！　ゴーレムさーん！」

　最後まで見ていられなかったらしくロレッタが自分の目を両手で覆おおい隠した。

「…………ウホッ」「「「「「ウガァ……」」」」」

　まもなく『祭さい壇だん』からウルフ軍団が転げ落ち、その上にゴーレムさんが覆いかぶさった。

　あっという間の出来事であった。まさか一分もたないとは。

「すさまじい攻こう撃げきだったな……。後ろの聖せい騎き士しにハナ団長って呼ばれてたけど、もしかしてあの先頭の女がリーダーなのか？」

「彼女……どこかで会ったことがあるような」

「心当たりがあるのですか？」とロレッタ。

「少し前、私が地下迷宮に攻め込むための人員を確かく保ほしていた頃ころ、聖騎士の騎士団長が代わったという話を噂うわさで聞いたことがあって。たぶん彼女がその新しい騎士団長だと思うの」

「会ったことがあるってのは？」

「妙な話なのだけれど、見覚えはあるのだけれど、会った覚えはないのよね……」

「なんだそりゃ」

　日に本ほん語ごおかしくね？　会ったのか会ってないのかどっちだよ。

「街を歩いているときにどこかですれ違ったことがあるとかです？」

「……そういうことではないと思うのだけれど」

「珍しいな。優ゆう等とう生せいのお前が曖あい昧まいな言葉で濁にごすなんて」

「仕方ないでしょう？　人集めに奔ほん走そうしていた頃は毎日のように誰だれかしらと顔を合わせていたのだから。現実でもそうだし……」

「人望のあるヤツはこれだから」

「サトル先生、大変です！　そうこうしているうちに聖騎士のみなさんが下層に！」

「マジか。早いな」

「わたしの罠わなは言うに及ばず、サトル先生の仕掛けた罠も最小限の犠ぎ牲せいで突破しているようです。何人か脱落者が出ているようですが、まだ十五人くらいはいます」

「やるな、連中……。しっかし、ヤツら……本当に偵察が目的なのか？」

「違うのですか？　だってセシリアさんにはわたしたちを滅ぼす気はないはずですよ？」

「もしかしたら……」

　何か気になることでもあるのか神しん宮ぐう寺じが口に手を当てて考え込む。

『ハナ団長！　このまま一気に攻め落としましょう！』

『……当然そのつもり』

　部下の威勢のいい声に少女が短い言葉で応じる。

　一気に攻め落とすだって？　こりゃマジで偵察じゃなさそうだぞ……。

「わかったわ！　彼女たちの目的──いえ、セシリアの思惑が！」

「セシリアさんの思惑ですか？」

「……セシリアは聖せい騎き士しを使って地下迷宮を制圧するつもりなのよ」

「制圧？」「えー？」「ウホッ!?」「「「「「ウガア!?」」」」」

　神宮寺の突とつ拍ぴよう子しもない発言に場が騒そう然ぜんとした。

「え？　え？　でも、そんなことをしたら『加か護ご』でお金かね儲もうけができなくなりますよ？」

「言い方が悪かったわね。つまり、セシリアは地下迷宮を攻め落とすつもりだけど……でも、そのことを民衆に伝える気はないのよ。要するに──」

「乗っ取りだろ？」

　おれは先に解答を口にした。

「この地下迷宮を我が物にして、おれたちに代わって魔ま物ものと罠わなを駆使して冒険者を教会送りにする──そうやって自分たちの手で地下迷宮をコントロールして、今まで以上に金かね稼かせぎに精を出すつもりなんだろう。……お前が言いたいのはそういうことだよな？」

「ええ。私も同じ見解よ」

「乗っ取りですか!?　たたたたたた大変です！」

　ゲスい発想だ。汚い。さすが聖女、汚い。

「となると本気で撃げき退たいする必要があるな。……よし、ロレッタ。アレの準備だ」

「アレと言いますと……？」

「倉庫に置いてるヤツで一番でかい罠と言えば？」

「ああ、アレですね！　了解しました！」

　ビシッと敬礼し、ロレッタがゴーレムさんを連れて玉座の間を出ていく。

　アレは一度使ったことのある罠だが──

　強敵の出現とあらば手段など選んでいられない。

　あれは最強の初しよ見けん殺ごろし。きっとハナ団長にも有効なはずだ。

「ようやく私の出番が回ってきたようね」

「ん？　お前、戦う気なのか？」

「たまには運動しないとね」そう言って屈伸運動を始める神宮寺。「もう人間たちにどう思われようとかまわないわ。だって私はロレッタの力になるって決めたのだから」

「だがお前が姿を見せれば、明日あした以降、敵が増えるかもしれない」

「だったらキミが戦う？」

「……いや」とおれは首を振り、「お前に任せる。ただし戦うならおれとロレッタが用意した装備を身につけてもらうぞ。正体を隠して戦ってもらう」

「どんな装備？　……卑ひ猥わいな装備じゃないでしょうね？」

「魔ま族ぞくっぽい衣装だ。あと名乗る場合の注意事項だが……ごにょごにょごにょ……」

「……………………は、はぁ？」

　バカなの？　死ぬの？　みたいな罵ば倒とうが神しん宮ぐう寺じの表情から見て取れたが、「こ、これはロレッタの希望でもあるんだよ！」と神宮寺の弱いところを突いてゴリ押しした。

「……なんで私が……こんな格好を……」

　下層に飛ぶ直前、神宮寺の口からそんな不満が漏れ聞こえた。







　ロレッタが倉庫から戻ってくると同時に神宮寺ＶＳ聖せい騎き士しの戦いが幕を開けた。

『うおっ！　なんだ？　敵てき襲しゆうか!?』

『後ろからだ！』

『人ひと型がたの魔物か？　こいつ素す早ばやいぞ！』

　二列縦じゆう隊たいで進行中の聖騎士たちの背後を強襲した神宮寺。

　彼女はしんがりの二人ふたりを仕留めると、一いつ旦たん後方に飛とび退のいた。

『黒い兜かぶと……全身黒くろ尽ずくめの鎧よろい……なんて禍まが々まがしい格好だ』

『き、貴様……何者だ!?』

　最後尾の聖騎士が神宮寺に問いかけるが、答えが返ってくることはなく──

　逆にダークな鎧に身を包んだ神宮寺に無言で斬きり刻まれた。

『うああああああああああ！』

　あっという間に三人を斬り捨てた神宮寺はその後も攻勢の手を緩ゆるめることなく剣を振るった。

　下手へたに喋しやべると正体がバレるかもしれないから、質問には答えないように言ってある。あと頭に黒い兜をかぶっているので聖騎士たちはまだ神宮寺の性別すら把握していないはずだ。

「す、すごいですね！　さすが覇は王おう先生です！」

「だな。すごすぎだわ。アルハンブラ王おう国こく内ないで一、二を争う騎士団だって話だけど、あいつの前じゃ赤あか子ごも同然だな。相手になんねーよ」

　ハナ団長はともかく他ほかの団員たちは神宮寺一人ひとりで処理できんじゃね？

『ぬわあああああああああああああー!?』

『ひぎいいいいいいいいいいいいいー!?』

『おほおおおおおおおおおおおおおー!?』

　次々に教会送りとなる聖せい騎き士したち。

　神しん宮ぐう寺じ無む双そうと呼ぶに相応ふさわしい独どく壇だん場じようの戦いである。

「残り三人！　素す晴ばらしい働きです！　サトル先生？　覇は王おう先生を終身名誉魔ま将しように任命するというのはどうでしょうか？」

「何それ、カッコいい。おれも役やく職しよくほしい」

「ではサトル先生はえっと終身名誉……相そう談だん役やくとか……？」

「う、うーん……」

　なんかその役職だと一いつ線せんを退しりぞいた感が。

『ハナ団長！　一体どうすれば!?』

『……落ち着いて』

　慌てる部下とは対照的にハナ団長は落ち着いていた。彼女は自ら戦うべく部下二人ふたりを後ろに下がらせ、神宮寺の前にゆっくりと出ていった。

　その直後──

『………………っ!?』

　無言で対たい峙じしていた神宮寺が後ろに飛とび退のいた。

　ハナ団長が電光石火の勢いで攻こう撃げきを仕掛けてきたのだ。

「……当たった？」

「い、いえ……兜かぶとが弾はじかれただけのようです」

　兜というのは神宮寺が正体を隠すために顔に装着していた防具のことだ。

『…………くっ』

　慌てて手で顔を隠す神宮寺だったが、

『………………覇王リーサ？』

　とハナ団長が険しい顔で正体を見破った。

『覇王リーサ？』『まさか？』

　後ろに控えている聖騎士二名が驚おどろきの声を上げる。

『人違いよ。私は覇王リーサではないわ』

『…………人違い？』

　首を傾かしげるハナ団長に神宮寺は告げる。

　しかもあえて素顔を晒さらしながら、

『私の名は──暗黒騎士シングージ！　闇やみの世界で生きる者よ！』
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　ロレッタの父親が使っていた魔剣をかざしながらそうカッコよく決めた。

　おいおい、ノリノリじゃねーか？　やっぱそういうの好きなの？　覇王リーサやってたときも酒場で絡んできた不ふ逞ていの輩やからに「魔族を滅ぼす者よ！」とか言ってたし。

『…………シングージ……やはり』

　開き直って姿を晒さらし、おれが考えたセリフを口にした神しん宮ぐう寺じだったが、ハナ団長の目は欺あざむけなかったようで、

『……覇は王おうリーサ。あたしのことを覚えている？』

『だ、だから私は覇王リーサじゃなくて……』

『……暗あん黒こく騎き士しシングージ？』

『そ、そう』

　神宮寺が引きつった顔で答える。

　何恥ずかしがってんだよ。さっきはメッチャノリノリだったじゃん？

『私の正体はともかく──』

『……神宮寺理り沙さ』

『だから私の名前はシングージ……って、え？』

　ハナ団長の思わぬ発言に神宮寺が凍りつく。

「サトル先生？　今、あの方、覇王先生の本名を……？」

「あ、ああ……」

　たしかに口にした。神宮寺理沙と。

　まさか暗黒騎士シングージという名から連想したのか？

　……いや、そんなの不可能だろ。最初から本名を知っていたとしか──

『な、なぜ私の名前をあなたが知っているの？』

『………………っ』

　ハナ団長はその質問には答えず白銀の剣を上段にかまえた。

『やる気なのね？』

『…………あたしがここに来たのは』

　そう言ってハナ団長が軽かろやかに地面を蹴けり、

『──あなたと戦うため……っ！』

　声を張り上げながら神しん宮ぐう寺じに斬きりかかった。

　──ガキーン！

　二つの剣がぶつかり合い、火花を散らす。

　激はげしい衝しよう突とつのあと、二人ふたりは同時に後方に退しりぞいた。

『私と戦うため？　ねえ、あなたは一体どこの誰だれなの？』

『………………っ』

　ハナ団長は剣をかまえたまま間合いを計はかっている様よう子す。

　もう質問に答える気はないようだ。

『…………くっ！』

　再び一対一の戦いが始まる。

　両者一歩も譲ゆずらずといった感じで実力は拮きつ抗こうしているように見える。

『……残念。昔のあなたはもっと強かったのに』

『なんですって!?』

　金属音が反はん響きようする中、ハナ団長が神宮寺を挑発した。

　あまりそういうキャラには見えないが、それだけ神宮寺は特別な相手なのだろう。

　事情はさっぱりだが……。

　──ガキーン！

　昔の話はよくわからないが、魔ま法ほうの鏡かがみに映し出されている麗うるわしき女性同士の戦いはさっきから互角の展開が続いている。

　いや、ほんのわずかな差ではあるが──

「少しずつ押されてきています……？」

「きっと武器のせいだ」

「武器？」

「あいつは魔剣を使っている。正体を隠す必要があったから聖剣デュランダルを持っていくわけにはいかなかったんだ。敵が雑魚ざこなら魔剣でも平気だろうけど、今回は相手が相手だ。やっぱ手に馴な染じんでる武器じゃないと……」

「つまり剣の腕ではなく武器の違いが戦力の差を生んでいると？」

「ああ。そういうことだと思う」

　しかも──

　あちらにはまだ後方に聖せい騎き士しが二名控えている。今は二人ふたりの異次元クラスの戦いに圧倒されて間に割って入れずにいるが、彼らがハナ団長に加勢したら神しん宮ぐう寺じに勝ち目はなくなる。

「……というか」

　あのツインテール──

　まさかとは思うが、聖女に夢召喚された地ち球きゆう人じんだったりするのか？

　さっき神宮寺理り沙さってはっきりあいつの本名を口にしてたよな……。

　もしそうだとしたらやばいぞ。

　夢召喚は召喚者の願がん望ぼうを叶かなえる性質がある。

　神宮寺に対抗できる人材としておれが選ばれたように、聖女セシリアが覇は王おうリーサを押さえるためにハナ団長を夢召喚したとしたら……。

　まずいな──

　おれには二人に力の差はないように見えるが、ハナ団長が夢召喚によって呼び出された聖女の切り札だとすれば、おれにはわからない微妙な実力の差が二人にはあるのかもしれない。

　どちらにしろ手に馴な染じんだ武器を使っていない神宮寺では──

「……ロレッタ！　プランＣだ！　大至急ゴーレムさんにアレを運んでもらって！」

「待ってました！　お任せください！」

　ロレッタが下層に繫つながる魔ま法ほう陣じんの側そばでスタンバっているゴーレムさんに駆け寄る。

「神宮寺！　聞こえるか！」

　続いておれは胸に装着している魔法のマイクのスイッチを入れ、神宮寺が耳につけているイヤホン型の受じゆ信しん機きに声を送った。

『……聞こえているわ……っ』

　神宮寺が応答する。あちらもマイクを装着しているので問題なく会話ができる。

「後退しろ！　隙すきを見て振り返って通路を全力で駆け抜けるんだ！」

『……え？』

「援えん護ごしてやるって言ってんだよ！　いいから走れ！」

『りょ、了解』

　神宮寺は唇を嚙かみ締しめながら戦せん闘とうから離り脱だつする。

　たぶん自力で勝つつもりだったんだろうな。もしかしたらその算段もあったのかもしれないが、万が一があっては困る。ここは全力で援護させてもらうぞ。

『…………逃がさない』

　ハナ団長は当然ように追いかけてきた。

　指示はなかったが部下二名も慌ててあとをついてきた。

「ゴーレムさん、スタンバイオーケーですか？」

『ウホウホウッホッ！』

「サトル先生、準備完了です！　いつでも行けます！」

「よっしゃ！　神しん宮ぐう寺じ、できるだけ端に寄れ！　走りながらだぞ！」

『……端に？』

「通路の真ん中は通るな！　いいから言う通りにしろ！　でもってそのまま進んでゴーレムさんと合流だ！」

『わかったわ……』

　疑問を抱いているようだったが、神宮寺はこちらの指示通り通路の真ん中を避ける形で残りの距きよ離りを駆け抜け、通路の奥で待っているゴーレムさんと合流し、その巨体の隣となりに並んだ。

『成なる宮みや君、このあとは？』

「何もしなくていい。面おも白しろいものが見られるからジッとしてろ」

　そう言って神宮寺には見えないであろう微笑ほほえみを浮かべていると、

『……新あら手て？』

　と追いかけてきたハナ団長がゴーレムさんに目を留めた。

　彼女は鞘さやに戻していた白銀の剣を再び引き抜くと、そのまま正面から突っ込み、

『………………きゃっ!?』

　ゴーレムさんのもとにたどり着く前に透明な何かにぶつかった。

『タノシイ　タノシイ　アトラクションノ　ハジマリデス』

　神宮寺を捕ほ獲かくしたときに使ったゴーレムマシーン改かいである。

　同様の手──透明化ポーションを使用し不可視にしておいたのだ。

　端に寄って駆け抜けろと言ったのはこれを避けるため──

『…………ひゃ!?』

　ゴーレムマシーン改の四本の腕に捕らえられたハナ団長が可愛かわいらしい悲鳴を上げる。

「ははははっ！　捕獲完了！　神宮寺、ゴーレムさん！　残りの聖せい騎き士しもやっちまえ！」

『了解』『ウッホッホ！』

　ハナ団長さえ捕らえてしまえば聖騎士など敵ではない。

『うわああああああああ！』

『ぎゃああああああああ！』

　一人ひとりは神宮寺の薙なぎ払いで、もう一人はゴーレムさんのパンチで教会送りとなった。

　やっぱ透明化ポーションは便利だなー。ゴーレムマシーン改も何気に有能だし。

「さてさて、ハナ団長の処遇はどうしますかねー。またおれ専属のメイドにするのも手か？」

　おれは妄想を膨ふくらませつつ、魔ま法ほうの鏡かがみに目をやる。

『ねえ、あなた……なぜ私の名前を知っているの？　どこかで会ったことある？』

『…………中学時代』

『中学時代？　ということはあなたは日に本ほんから……セシリアに夢召喚されたのね？』

『………………っ』

　ハナ団長は神しん宮ぐう寺じの問いには答えず目を閉じた。

　そして──

『…………撤てつ退たいする』

　そう言った数秒後、彼女は顔をしかめた。

　しばらく状況を見守っていると、突然ハナ団長の身体からだが淡く輝かがやき──

「……は？　消えた？」

「ほ、本当です……。消えてしまいました……？」

　何をどうしてこうなったのか──

　ただハナ団長がゴーレムマシーン改かいから伸びる四本の手から逃のがれたのは事実であった。




「ただいまーっす！」




　そのときスライムさんが脳天気な声を響ひびかせながら玉座の間に姿を現した。

　どうやらバイトから帰ってきたらしい。

「あれー？　なんすかこの緊きん迫ぱくした空気ー？」

　緊張感ねーな……。まあ事情を知らないスライムさんに言っても仕方ないが。







　防ぼう衛えい後ご──

　ロレッタが全員分のお茶を用意したのを見て神宮寺が、

「消える直前、『加か護ご』が発動したわ」

　とハナ団長の消失について意見を述べた。

　間近で見ていたのだからたぶん神宮寺の証言は正しいのだろう。

　そういや消える前に全身が淡く光ったのを見た覚えがある。

　だけど……。

「噓うそだろ？　両手両足が使えない状態でどうやって『加護』を発動させるんだよ」

「彼女が顔をしかめていたのを覚えている？」

「ああ、そういや……」

「たぶんだけれど、歯の中に毒か何かを仕込んでいたんだと思うわ」

「えー？　では自ら命を絶つことで捕ほ獲かく状態からの脱出を……？」

「毒を仕込んで自害とか……。忍者かよ」

「厄やつ介かいな連中っすねー。捕ほ獲かくが通用しないとなると、面めん倒どうなことになりそうっすー」

　おそらく聖女の指示だろう。神しん宮ぐう寺じを罠わなで無力化したんじゃないかって勘ぐってたし。

　対策していてもなんらおかしくはない。

　……考えたな。これなら身体からだの自由を奪われても問題なく『加か護ご』を発動できる。

「それからもう一つ」と神宮寺が言葉を紡ぐ。「ハナ団長と呼ばれていた、例の女性騎き士しなのだけれど、彼女とどこで会ったのかようやく思い出したわ」

「どこだ？　ってか、あの人、おれたちと同じく夢召喚された日に本ほん人じんで間違いないよな？」

「ええ。セシリアが呼び寄せたのでしょうね」

「もしかして覇は王おう先生のお友達なのですか……？」

「違うわ」と神宮寺は首を振り、「中学時代、剣道部に所属していたのだけれど、地区予選でよく顔を合わせていたのよ。よく決勝で当たっていたわ」

「……へえ、ライバル関係だったわけか。ちなみに勝敗は？」

「一度も負けたことはない……わね」

「じゃあ、あっちは高校に進学してパワーアップしたってことか」

　ハナ団長、昔のあなたはもっと強かったのに、とかなんとか言ってたもんな。

「……中学？　剣道？」

「あ、悪い悪い」

　地ち球きゆうの文化に疎うといロレッタにおれは説明をする。

「ふむふむ。つまりハナ団長さんは、覇王先生に勝つことを目標に血の滲にじむような鍛たん錬れんを積つみ重ねてきたわけですね。努力家です。尊敬に値します」

「血が滲むほど頑張ったのかどうかはわからないが……いや、歯の中に毒を仕込んじゃうくらいだから本当にそれくらい努力してそう。つか、ものすごい執しゆう念ねんだよな」

　同じ日本で生まれ育った人とは思えんな。

　まあ神宮寺と毎回のように決勝で競きそってたらしいし……。

　誰だれかが「地区予選ってレベルじゃねーぞ！」とか言って嘆いてたんじゃないか？

「名前は……たしか咲さく良ら華はな」

「咲良華か。今現在、通ってる学校はわかるか？」

「いえ。私はもう剣道をやっていないから。進学先は知らないわ。引っ越したりしていなければなんらかの方法で調しらべることはできると思うけど」

「ま、その件は置いておくとして……」と言いながらおれは全員の顔を見回す。「絶対また来るよな。聖騎士の連中」

「来るでしょうね」とお茶を飲みながら神宮寺。

「うー、困りましたね……。ゴーレムマシーン改かいによる捕獲は通用しませんし……」

「あっちはいつでも自害できるもんな。……や、でもさ？　捕獲はできないけど、さっきみたいにゴーレムマシーン改かいで咲さく良ら華はなを捕らえることができればあっちは自害するしかないわけだから結果として教会送りにすることが可能じゃん。ヤツらの狙ねらいはラスダンの制圧だろ？　だったら問題なくね？　玉座の間に踏み込まれさえしなければそれでいいわけだし」

「自分と同じ考えに至るとは！　さすがサトルっちっす！」

「はいはい」とおれはスライムさんの戯ざれ言ごとを適当に流す。

「んー、でもサトル先生？　捕ほ獲かくの際にゴーレムマシーン改と併用する透明化ポーションは残り少ないですよ？　新たに作るにしてもお金がないことには……」

「調ちよう合ごうに使う素材が高価なんだっけ？」

「はい……。資金に余裕があれば調合するのですが……」

「さすがロレッタ！　自分と同じ考えに至るとは──って、資し金きん難なんは自分のせいっす!?」

　詐さ欺ぎ事件を思い出したのか、スライムさんがその場で膝ひざを抱え込んだ。

　涙目になってるよ。フォローは……しなくていいか。さっきから横よこ槍やりうざかったし。

「まずいわね。たとえ捕獲以外の方法で咲良さんを撃げき退たいできたとしても、資金の関係からジリ貧になっていくのは目に見えているわ」

「資金が底をついてしまったら……？」

「ゲームオーバーだな」とおれはストレートに答えた。

「つ、つまりセシリアさんの思惑である地下迷宮の制圧が現実のものになる、と」

　ロレッタが声を震ふるわせながら言う。手も震えていてお茶が少量テーブルの上にこぼれた。

　……やべえな。

　他ほかの聖せい騎き士したちはともかく、咲良華は神しん宮ぐう寺じに匹敵する難敵……。彼女を無力化する方法を早々に考えないと神宮寺が言うように戦いを続けるだけでジリ貧になっていく。

「財政のことを思うと、神宮寺に頑張ってもらうのが一番だとは思うが、あちらは聖騎士を従えているからな……。次はきっと連携を取ってくるだろうし」

「ええ。私もそう簡かん単たんに負けるつもりはないけれど、だからといって勝てる保証はどこにもないわ。咲良さんは昔とは一味違うようだから」

「戦せん闘とうでも無理、罠わなで撃退してもジリ貧になる。となると残された手は……」

　一つしかないな──

「サトルっちがニヤリと笑ったっす？　もしやエロエロな作戦を思いついたっすか!?」

「サトル先生、またエッチなのですか……？　私、エッチなのは……ちょっと」

「コラコラ。決めつけはいかんぞ、決めつけは」

「キミは近年稀まれに見るゲス野郎だもの。そう思われても仕方がないと思うわよ？」

「……聖女様のほうがよっぽどゲスいだろうが」

「それで？　何を思いついたの？」

「……このクソメイドが」

　おれは神しん宮ぐう寺じから目をそらし、ロレッタに視し線せんを移す。

　友達じゃない人には説明しなくてもいいよね？

「もうこうなったら聖女の企たくらみを世間に暴ばく露ろするしかないと思うんだ。具体的にはもう一度会かい談だんを開いて、聖女の口から『魔ま族ぞくと手を組む云うん々ぬん』を言わせて、それを魔法端末で盗とう撮さつするなり盗とう聴ちようするなりして、んでもってそれをネットに流す」

「なるほどです！　悪事が明るみになればセシリアさんは立場を追われ、失脚する可能性が高いと！　それに教会の信用も失われるでしょうし！」

「うん。聖女が失脚すれば息のかかってる聖せい騎き士したちもただではすまないはずだから」

「いいですね！　それでいきましょう！」

「どうよ、神宮寺？」

「ニヤニヤしないで。気持ち悪い」と神宮寺がため息をつき、「……そうね。いいアイデアだと思うわ。他ほかに手もなさそうだし……。あと私も、民衆を欺あざむいているセシリアは裁かれてしかるべきだと以前から思っていたから」

「んじゃ、決定だな」

　ふふふ、我ながらグッドアイデアだぜ。

　今回は不正を暴あばく側だからな。神宮寺から文句が出ないことはわかっていた。

「うーん？　ですが、セシリアさんが会談に応じてくださるでしょうか？」

「泣きつけばいけるよ。こっちが資し金きん難なんだってことはバレてるし」

「……ん、ちょっと待って」とここで神宮寺が、「一いつ旦たんは反ほ故ごにしたあちらからの提案をもう一度考え直したいから、と言って会談を開くつもりなのよね？」

「まあそんな感じ」

「だとしたら考えが甘いわ。セシリアからしたら魔族と手を組んで八や百お長ちようを演じるよりも、地下迷宮を乗っ取ってしまったほうが手っ取り早いはずよ。そもそも私たちはあちらの提案を蹴けって宣戦布告してしまったのだから、今さら白旗を上げたところでサディストのセシリアが攻勢の手を緩ゆるめるとは思えないわ」

「覇は王おうっちの言う通りっす！　聖女が会談に応じるはずないっす！　自分もそう思っていたところっす！」

　唐突に復活を果たしたスライムさんが偉そうにまくし立てる。

　もういいよ、そういうの。やかましいからもうしばらくヘコんでてくんない？

「神宮寺。そこはあれだ。地下迷宮は魔族じゃないとコントロールできないとかなんとか、適当にそれっぽい理由をでっち上げるんだよ。上手うまく誘い込むさ」

「……まあ、それなら……なんとかなるかしら？」

「なるなる。実際どう誘い込むかはもうちょっと煮に詰つめようぜ」

「サトル先生、会談の場所は？」

「場所は『祭さい壇だん』の効果が及ぶ地下迷宮内のどこかに設定したい。『加か護ご』の効果は場所を選ばないわけだし、あっちはどこだって条件は一いつ緒しよだろ？　それに聖女はこちらの罠わなによる捕ほ獲かくを封じたと思っている。何が起きても捕まることはないと高をくくっているはずだ」

「でも、心理的にはどうかしら……。私たちに都合がよすぎるシチュエーションだと、セシリアにこちらの思惑が読まれる可能性があるんじゃない？」

「読まれたっていいよ。盗とう撮さつ用ようの魔ま法ほう端末は透明化ポーションで見えないようにするし」

「あー」とロレッタが何かを思い出したように手を叩たたき、「サトル先生、まずいかもです」

「まずいって何が？　もしかして透明化ポーションの在庫切れてた？」

「いえ、それは大丈夫です。スライムさんが投資詐さ欺ぎに引っかかる前に調ちよう合ごうしておいた分がまだ残っていますから。問題はセシリアさんが魔法端末などに組み込まれている魔力回路を狂わせる魔法フィールドを展開することができる、ということです」

「え？　なんでロレッタがそんなこと知ってるの？」

「この間、街外れの小屋でセシリアさんとお会いしたときのことなのですが……。小屋の中に入る瞬しゆん間かん、奇妙な感覚を覚えたのです」

「ああ。そういやドアノブを握ったときなんか言ってたっけ」

「あれはたぶんスキャンダル対策用の魔法フィールドです。今言ったように魔力回路を狂わせる効果がありまして。魔力の性質からいってまず間違いないと思います」

　自信ありげな顔だ。これは信用してよさそうだな。まあ間違いだったとしても、聖女がそういう魔法を使えることを前提に作戦を立てたほうがいい。考えすぎて困ることはない。

「それが本当なら透明化ポーションで撮さつ影えい機き器きを隠しても無意味ね……」

「作動しないんじゃなぁ」

　おそらく聖女はこちらが設定した会かい談だん場所についたらすぐに室内をチェックするだろう。その場合、テーブルや壁かべなんかに撮影機器を設置したら、たとえ透明化状態でも看破される可能性があるので、チェックが終わるまで誰だれかが持っていたほうがいい。もちろん透明にした状態で。たぶんそれで上手うまくやりすごせるだろう。だが聖女からすれば怪しい機器が見つからなくても魔法フィールドさえ展開してしまえばスキャンダル対策はバッチリなわけで。

　いや──

　逆に言えば……つけいる隙すきがあるとすればそこってことになる。

　聖女は魔法フィールドに絶対の自信を持っているはず。

　相手の慢心を打ち崩す方策を思いつくことができれば……。

「……こうなったら知恵比べだな」

「はい！　セシリアさんの裏をかく作戦をみんなで考えましょう！」

「サトルっちの悪知恵に期待っす！」

「妙案が浮かべばいいのだけれど……」

　一人ひとりため息をつく神しん宮ぐう寺じ。

　おいおい、士気が下がるからそういうネガティブなリアクションは慎つつしめ。

　こういうときは不安でもテンション上げるべきだぞ？

「よっし、一人最低二つはアイデア出すように！　いいな！」

　おれは場を盛り上げようとそう提案した。提案というか命令口く調ちようだったが。

　しかし無む闇やみにハードルを上げてみたものの……。

　その日は誰だれからもこれといったアイデアが出てこなかった。
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　翌日の放ほう課か後ご。

　おれは鹿か子し前まえ学がく園えんのパソコン室にいた。

「桜さくら台だい高こう校こうか……。同じ市内だな」

「けっこう有名な進学校よね。偏差値はうちと同じくらいだけれど」

「行ったことはないけど、高級住宅街が並ぶ高台にあるんだっけ？」

「そうね」

　と言って神宮寺がキーボードを叩たたく。

　市内の剣道大会の結果から咲さく良ら華はなが桜台高校の一年生だと判明したのはついさっきのこと。

　別にスマホで調しらべてもよかったのだが、素行の悪いおれと神宮寺が教室で密みつ談だんしているといかにも怪しいので場所を移したのだ。画面が大きいほうが調しらべやすいしな。

「成なる宮みや君、桜台に知り合いは？」

「……いないな。お前は？」

「中学の同級生で通っている子がいるかもしれないけれど、連絡が取れるような知り合いとなると心当りがないわね」

「となると知り合い伝いに地道に調ちよう査さしていくしかないな」

「そうね……って、いけない。もうこんな時間だわ」

「生徒会か？」

「ええ。もうすぐ学園祭だから、何かと忙しいのよ」

　そう言って荷物をまとめる神宮寺。

「咲良華の件はどうするよ？　ってか仮に住所がわかったとして、その後どうする？」

「説得しにいくのが筋じゃないかしら」

「うーん、説得かぁ。でも、あの人、お前のことメッチャ敵視してなかった？」

「……そうなのよね」

「接触するにしても、ちゃんと説得の材料をそろえておかないと逆効果に終わるんじゃねーかな。一度説得に失敗したら、二度目はないだろうし」

「そうね。慎重にいかないと……」

「あと説得するなら会かい談だんの前じゃないと意味ないよな」

「それが一番の問題かもしれないわね。時間は差し迫っているから……」

　視し線せんを下げ、考え込む神しん宮ぐう寺じ。だがすぐに我に返り、

「あっ、そろそろ行かないと！」

　と言ってパソコン室を出ていこうとした。

　ところがドアの前で急におれのほうを振り返り、

「……成なる宮みや君？　念のために言っておくけれど、余計なことはしないように、ね？」

「咲さく良ら華はなのことか？　住所すらつかめてないんだぞ？　何もできねーっての」

「ま、それもそうよね」

　納得したのか神宮寺は急ぎ足でパソコン室を出ていった。

　……ふふふふふ。

　おれは内心で高笑いを響ひびかせながらスマホを手に取った。

　そして、アドレス帳から桜さくら台だいに通う不良仲間を探し、即座に通話ボタンを押した。

「ああ、おれおれ。今よかった？　訊ききたいことがあるんだけど、咲良華って知ってる？　お、知ってんだ。剣道の達人？　あ、やっぱ有名なのな。告白？　違う違う。おれの知り合いが咲良華と連絡を取りたいらしくてさ……。あー、携帯の番号は知らないか。住所は？　それもわからない？　──え、地元の剣道場に通ってる？　しかも毎日？　ほうほう、そいつはいい情報をもらった。今度おごるから借り一つってことで。ああ。んじゃ、またなー」

　おれは通話を終了させるとほくそ笑えんだ。

　悪いな神宮寺。お前との約束守れそうにないわ。まあ「何もできねーっての」と答えただけで余計なことをしないとは一言も言ってないんだけどなー。







　咲良華が毎日通っているという剣道場は住宅街の中にあった。もう夕方ということもあり、周辺では帰宅途中の学生やスーパーの袋を両手に持った主婦などが散見された。

「お、ちょうどいいところに」

　剣道場の斜め向かいにマンションが建っており、その一階にコンビニがあったので咲良華が出てくるのを待つ間、おれは立ち読みしながら剣道場の入り口を見張ることにした。

「ははは、今週のジャ○プおもしれー…………って、危ない危ない」

　普通に立ち読みしてたぞ。

　ハマるとまずいので、一いつ旦たん、雑誌を棚に戻すことにする。

　ん、これは電化製品の批評本か。面おも白しろそう──じゃなくて！

　コンビニは誘惑が多くていかんな。

「……待てよ。電化製品………………そ、そうか！」

　そうだよ。異世界にビデオカメラ持ち込めばいいじゃん。こっちの世界の電化製品なら魔ま力りよく回路を狂わせる魔法フィールドを張られたとしても動作可能のはずだ。ロレッタに頼めばよほど大きなものでなければ異世界に持ち込めるはずだし。……ん、ちょっと待てよ。仮にビデオカメラで聖女の悪事を記録できたとして、それをどうやって魔法ネットワークにアップロードすればいいんだ？　魔法端末と日に本ほんの電化製品じゃ規格が違うわけで。

　ちぇ……ダメか。いいアイデアだと思ったのになぁ……。

　海外でスマホとか充電しようとしたらコンセントの規格が違ったみたいな落とし穴だな。

「うーむ……」

　おれは気分を切り替えようと何気なく外の風景を眺めた。

　ん？　あの特徴的な髪型はまさか!?

　慌てて外に向かう。

「………………間違いない。本人だ」

　咲さく良ら華はなは制服姿に竹刀しないを背負った格好で剣道場から出てきた。一人ひとりのようだ。

　ツインテールの剣道少女は稽けい古このあとだというのにコンビニによりもせず異世界で見せた仏ぶつ頂ちよう面づらを維持したまま住宅街の奥に向かって歩いていく。

　尾行開始だ──

　まずは家を突き止めよう。

「……んお、なんか歩くの速いな……」

　咲良華の歩行スピードは早歩きに近く、角を曲がるたびに見失うのではとひやひやした。

　剣道場から四つか五つ、角を曲がった直後だっただろうか。咲良華が急に足を止めた。

　尾行を悟られたのかとビクビクしていると──

「ん、ここか」

　二階建てのよくある建売住宅。

　咲良華はその小さな庭付きの住宅の中に消えた。

　入り口の門に「咲良」の苗みよう字じが刻まれている。ここが自宅で間違いなさそうだ。

　さて、次はどうするか……。

　下手へたに接触しないほうがいいと思うんだよなー。ここで顔を合わせたら、会かい談だんで同席することになったとき、「あのときの！」って警けい戒かいされるだろうから。

　おれとしては保険のために咲良華の秘密なり弱みなりを握っておきたい……ってとこなんだが。や、ほら、会談はなんとしても成功させるつもりだけど、上手うまくいかなかったとき、力ずくでどうこうってなったら、非常にまずいからな。咲良華は神しん宮ぐう寺じが押さえてくれるかもしれないが、あっちには幻術使いの聖女様がいる。元聖せい騎き士しで剣の腕もたしかだって言うし、他ほかの聖せい騎き士しが戦いに加わったときのことを考えると、こちらの戦力では心こころ許もとない。

　おれとロレッタは戦いじゃ役に立たないからな……。あとスライムさんも。

「しかし、どうするよ」

　住所を突き止めたはいいが、これだけではなんの足しにもならない。

　家に忍び込むわけにもいかないし──

　──ちょんちょん。

　そのとき誰だれかがおれの背中を叩たたいた。

　──ちょんちょん。

　二度目のソフトタッチのあと、翻ひるがえるようにして後ろを振り返ったおれの目に飛び込んできたのは小学生高学年くらいと思おぼしきイガグリ頭の少年だった。

「お姉ねえちゃんの友達？」

「ん……？」

　なんだこの年上にバカ受けしそうな愛くるしいガキは。目がくりくりしてやがる。

　ん、待て。今、お姉ちゃんって言ったか？

「もしかして咲さく良ら華はなの弟か？」

「うん」と坊主頭が頷うなずく。「ぼく、咲良武たけし。小学五年生」

「たけしか」

「お兄にいちゃんは？」

「おれか。おれは……まあお前の姉ちゃんの友達ではないが、間接的な知り合いではある」

「うーん？」

　たけしは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげたがおれのことを不ふ審しんに思っている様よう子すはない。

　姉とは違い、素直ないい子らしい。

　……くっくっく、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだぜ。

「たけし。ちょっとこっちに来るんだ。いいものを見せてやろう」

「いいもの？」

「ああ……」

　二人ふたりで人気のない路地に移動する。その後、周囲に誰もいないのを確かく認にんすると、カバンから一冊の本を取り出し、

「これだ」

「わー」

　たけしはおれが差し出した本を見て顔を赤くした。

　だが嬉うれしそうでもあった。それが証拠に表紙の水着の女の子から目を離はなそうとしない。

「グラビア本だ。お近づきの印に、これをたけしに進呈しよう」

「え？　くれるの？」

「おうとも。……ただし──」

　と言いながらグラビア本を引っ込める。

　そして、あー、と落胆の表情を浮かべるたけしにおれは小声で告げた。

「もしたけしがおれに協力してくれるというのなら、このグラビア本に加えて──この超ちよう過か激げきなオトナの本をたけしに贈おくろう」

　そう言っておれはカバンの奥に隠していたオトナの本をたけしにチラ見せした。

「…………ちょうかげきなおとなのほん」

　棒読み口く調ちようでつぶやいたたけし少年の顔が見る見るうちに赤くなる。

　ただ赤くなっただけではない。ワクワクが抑えきれないのか頰ほおが緩ゆるみまくっている。

「ねえ、何をすればいいの？　何をすればその本くれるの……？」

　わーお。何この少年。チョロすぎるんですけど？　姉もこれくらいチョロい性格だったら神しん宮ぐう寺じを解雇しておれ専属のメイドに迎え入れるんだけどなー。ま、不可能だと思うが。

　ちなみに──

　これらの本をおれが携帯していたのはたまたまではない。なぜならおれは学校で悪わる巧だくみをしている最中に男子に見つかったときのことを考えて、常にこの手の本をカバンの奥底にしまっているからだ。スマホ経由でエロ画像やエロサイトのＵＲＬを渡すという手もあるが、やり取りが面めん倒どうだし、紙の本を見せるほうが手っ取り早く、インパクトもでかいのだ。

「是非ともたけしに教えてほしいことがあるんだ」

「何？」

　首を傾かしげつつ、おれから受け取ったグラビア本をランドセルにしまうたけし。

「教えてほしいことというのは咲さく良ら華はな……お前の姉ねえちゃんについてなんだが」

「お姉ちゃんの何が知りたいの？　スリーサイズ？　実はけっこうおっぱい大きいよ」

「ふ、話が早くて助かるぜ、たけし」

　素直ないい子かと思いきや……。

　こいつぁそうとうなムッツリスケベとお見受けした。

　おれがあくどい笑えみを浮かべると、たけしも負けじとニヤリと笑ってみせた。

　うんうん。男同士の友情ってのはこうして築かれていくものなんだよ。

　ふふふ──

　咲良華の秘密、たけしから引き出せるだけ引き出してやるぞ……。

　そうすりゃ会かい談だんが成功する確かく率りつも上がるってもんだ。

「じゃ、本題に入るぞ」

　おれはほくそ笑みながらたけしと密談を交わすのであった。













　　　　　ＣＡＳＥ６　騙し合いの終着点







「サトル先生、いろんなものを飾っていますね。壁かべ時ど計けい、観かん葉よう植物、前ぜん衛えい的てきなデザインのフロアランプ、さらにバイト募集のポスターまで」

「せっかくの会かい談だんだからね。多少はカッコつけないと。ま、理由はそれだけじゃないけど」

「ん……？」

「細かいことはあとで説明するよ。おっし、こんなもんかな」

　作業を終えると、おれは部へ屋や全体を見回した。

　うん。特に問題はなさそうだな。

「先生、セシリアさんたちが来るまで時間がありますからお茶にしましょう」

　そう言ってロレッタが部屋の隅に用意したティーポットを手に取る。

「外の整せい備び、終わったわよ」

　いいタイミングで神しん宮ぐう寺じがゴーレムさんとウルフ軍団を引き連れて戻ってきた。

　中はおれとロレッタ、外を神宮寺たちと作業を分担していたのだ。

　なんの作業かって？　それはもちろん会かい談だん場所のセッティング。

　ラスダンの再構成後、上層におあつらえ向きの部へ屋やが生成されたので、そこを会談場所に選び、テーブルや椅い子すを運び込んだのである。また神しん宮ぐう寺じたちには、聖女一行が地上からここまでの道のりを迷わないように誘ゆう導どう灯とうの設置を担当してもらった。

「それにしてもセシリアさん、こちらの誘いにあっさり乗ってきましたね」

「だな」

「こちらの企たくらみに気づいて、あえて乗ってきたのかもしれないわ」

「あえて？」

　おれが訊きき返すと、神宮寺がこちらを見返し、

「この前、セシリアたちからすれば会談に乗らなくても資金が尽きるのを待てばいい、と私は言ったと思うけれど……よく考えてみるとセシリアってせっかちなところがあるのよね」

「つまり、この会談で手っ取り早く結着をつけちまおう、ってことか？」

「ええ。こちらの企みを看破して、言いい逃のがれができない状況を作るつもりなのかも」

「サディストの考えそうなことだ」

　それに現状、教会側が圧倒的優ゆう位いに立ってるもんな。おれもゲームの対戦とかで優勢ってことになると一気に畳みかけたくなるタイプだから気持ちはわかる。

「みなさん、お茶が入りましたよー」

　いつの間にかロレッタがテーブルの上にカップを並べていた。

　お、いい香りだな。滅めつ多たに力仕事なんてしないから喉のどが渇いたんだ。飲もう、飲もう。

「そういえばサトル先生？　今日きようのお客さんは教会の方々だけで、それ以外の冒険者のみなさんはいらっしゃらないわけですよね？」

「ん、ああ。そういう話だけど」

　ロレッタが言うそれ以外のお客さんとは会談とは関係のない冒険者のことだ。

　なんでも聖女様の権限により、本日に限り教会の『加か護ご』は受けられないようになっているらしい。名目は礼拝堂の改修作業ということだが、もちろん実態はそうじゃない。教会関係者は問題なく『加護』を授かることが可能で、要は会談に邪じや魔まが入らないように一般の冒険者を一時的に教会から遠ざけたのである。

「やはりセシリアさんは教会を牛ぎゆう耳じっていらっしゃるのでしょうか？」

「別に彼女が教会のトップというわけではないはずよ。一般市民への影えい響きよう力りよくが大きいから誰だれもセシリアに文句を言えないというだけで」

「ならスキャンダル騒さわぎが起きれば教会の関係者も手のひらを返す可能性大だな」

「そうですね！」とロレッタが拳こぶしを握り、「今日はなんとしても作戦を成功させて、セシリアさんをぎゃふんと言わせましょう！　教会の不健全な思想を打ち砕くのです！」

「ああ」「ええ」「ウホッ！」「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ロレッタの気合いの入った声に、その場にいる全員が肯定で応じた。

　その後、おれたちは本日の作戦の流れを最終確かく認にんした。

　またおれのほうから伝えておくことがいくつかあったのでそれも話しておいた。

　そして──




「聖女一行が地下迷宮の入り口に到着したっすよー」




　あちらの動向を探っていたスライムさんが戻ってきた。

　ちなみにスライムさんには予あらかじめおれのほうから細かい作戦のあらましを伝えてある。

「よし、急いで準備を整ととのえよう。ロレッタ、透明化ポーションをスライムさんに」

「はいです！」

「他ほかのみんなは席につこう。全員上かみ座ざでいいから」

　会談場所に選んだこの部へ屋やは学校の教室くらいの広さがあり、部屋の中央に長めの机を縦たてに二つ並べ、その周りに椅い子すを人数分配置している。

「それではみなさん、手はず通りに……」

　上座中央にロレッタが、左におれ、右に神しん宮ぐう寺じ、スライムさんがその隣となりの入り口から一番遠い席に、ゴーレムさんが正反対の位置、つまりおれの隣に、ウルフ軍団はロレッタの背後でお座りだ。ちなみに三メートル近い身長のゴーレムさんだけ木の椅子ではなく金属製の大きめな椅子に腰かけている。じゃないと壊こわれちまうからな。

　──コンコン。

　相手の到着を待っていると、先ほど取りつけたばかりのドアがノックされた。

「どうぞ」

　ロレッタが代表して返事をすると、

「失礼」

　という声が聞こえ、扉がゆっくりと開いた。

「魔ま族ぞくのみなさん、ごきげんよう」

「…………っ」

　先に入ってきたのは聖女セシリア、続いて咲さく良ら華はなが入室し、さらに二人ふたりのあとに五名のガタイのいい聖せい騎き士しが姿を現した。全員フル装備で腰には白銀の剣を携えている。

　今回、武器の持ち込みは制限していない。

　だからこちらも──といってもゴーレムさんとウルフ軍団は己おのれの肉体が武器なので、ちゃんとした武器を携帯しているのは残りの四人だけだ。

　おれは神宮寺がこの間使っていた魔剣を、ロレッタは魔力を高めるワンドを、神宮寺は覇は王おう時代に使っていた聖剣デュランダルを、スライムさんは腰の道具袋の中に作戦に必要な薬品や護ご身しん用ようのナイフ、あとおれが現実から持ち込んだアレを忍ばせている……。

　武力行使は政治の最終手段だからな。

　会かい談だんが上手うまくいかなければ物ぶつ騒そうな展開に突入することも十分考えられる。

　まあここで斬きり合ったところで、お互い自分たちの陣営に戻るだけなんだけど。

　……しかし、状況によってはあるいは──

「どうぞ、みなさん。おかけになってください。あ、下しも座ざで大丈夫ですか？」

「こちらでけっこう」

　ロレッタが一いつ瞬しゆん席を立ち、上かみ座ざをすすめる素振りを見せたが聖女はやんわりと断った。

　ま、そうだよな。ここは敵陣だし、扉が近くにあるほうが安心だろう。

「会談を始める前に、一つよろしいかしら」

「なんでしょうか？」

「室内をあらためさせて頂きたいのです。ここでの話し合いはオフレコのつもりですから音声や映像を残されると困りますのよ」

　ほらきた。予想通りの展開だ。

「よろしくて？」

「えっと、はい。そういうことでしたらお好きにどうぞ」

「それでは」

　聖女と数名の聖せい騎き士しが室内のチェックを始めた。

　咲さく良ら華はなと残りの聖騎士たちはおれたちを険しい表情で監かん視ししている。

「ふむ。特に問題なし、と」

　壁かべにかかった時計とけいや部へ屋やの隅に設置してある観かん葉よう植物、またフロアランプなど、様々なオブジェクトを入念にチェックする聖女様だったが、異常は感じ取れなかったようだ。

「こんなものでしょうか」

　聖女セシリアがＵターンしてこちらに戻ってきた。

　そして、椅い子すに座るおれたちを順番に一いち瞥べつする。

「特に問題はないようですわね。ですが……万が一ということもありますから──」

　聖女がそう言って右手人差し指でくるっと小さな輪わを描いた。

　すると室内に青い光が拡散し、その後ゆっくりと収束していった。

「これでオーケーですわ」

「……あの、セシリアさん、今のは……？」

「単なるおまじないです」

　ふふ、と意味ありげに聖女が笑う。

　いやいやいや。何がおまじないだよ。絶対噓うそだ。きっと今のがロレッタが言っていた魔ま力りよく回路を狂わせる魔法フィールドに違いない。

「それでは会かい談だんに移りましょうか？　それとも何か不都合なことでも？」

「い、いえ……そういうわけでは」

「でしたら」

　聖女が下しも座ざの真ん中、ロレッタの対面の席にようやく腰を落ち着けた。

　他ほかのメンツも同様に腰を下ろす。

　……よし、今のところ問題はないな。

　今回、受け答えはロレッタに一任してある。

　フォローが必要であればおれと神しん宮ぐう寺じのどちらかがタイミングを計って口出しをするつもりだが、基本的にロレッタ任せで会談を進めるつもりだ。

　理由はいろいろあるのだが──

「さて、こちらの要求はただ一つですわ。それはこの地下迷宮の譲じよう渡とです」

　いきなりだった。

　聖女はなんの捻ひねりもなくストレートに自分たちの要求を突きつけてきた。

「ちょ、ちょっと待ってください!?　この間、お会いしたときは譲渡なんて話は出なかったはずです！　冒険者のみなさんのやる気を削そがなければ、運営資金を肩代わりしてくれる、とそういう提案だったはずですが……？」

「虫のいい話ですこと。あなた方はわたくしの慈愛あふれる提案を一度断っているじゃありませんの。それに今回会談を開きたいと言い出したのはそちら──こちらは仕方なく会談に応じて差し上げたのですわ。そこのところを理解していらっしゃるのかしら？」

「で、でも……」

　いいぞ、ロレッタ。その調ちよう子しでもっと聖女様に過か激げきなことを言わせるんだ。

　理不尽な要求を突きつけてくる教会側と、後手後手な魔ま族ぞく側。

　この会談は一方的な展開であればあるほどのちに大きな意味を持つことになるのだから。

　ロレッタに交渉を一任したのはこういう展開を期待してのことである。

「う、うーん……うーん」

　でも、ちょっと可哀かわい想そうになってきたな……。

「セシリア、無む茶ちやを言わないで。そんな要求、吞のめるわけないでしょう？」

　神宮寺もおれと同じことを思ったのか、たじたじのロレッタに代わって聖女に反発した。

　いいタイミングのフォローだ。さすがにずっと黙だまっていると変に思われるからな。

「吞めません？」

「当たり前でしょう。一方的すぎるわ。それとセシリア、この地下迷宮には魔族の者でなければコントロールできない機き能のうがある……とメールで伝えたはずよ？」

「それはどのような機能ですの？」

「言えないわ。今言ったらこちらが不利になるから」

「ならばその魔ま族ぞくにしかコントロールできない機き能のうについては委託という形で魔族のみなさんに運用をお願ねがいしましょう。ただしこちらの指示には従って頂きますけれど。あ、そうそう。譲じよう渡とと言っても、魔族のみなさん全員に立たち退のいてもらうわけではありませんから。能なしの冒険者のみなさんと戦うのは当然ながら魔族の方々でなければいけませんし」

　能なしの冒険者──

　いやー、いいフレーズですなー。

「まあここでこちらの提案を蹴けったところで、資金繰ぐりに喘あえいでいるあなた方にこの地下迷宮を存続させる道などないのですから、我々教会の手に落ちるのは時間の問題です」

「それはどうかしら？　私たちがなんの資金対策も講こうじていないと思う？」

「あらあら。でしたらこんな会かい談だん、開く必要はないのでは？」

「……平和的な解決を望んで何が悪いの？」

「ついこの間、うちの聖せい騎き士しさんたちを斬きり捨てた人の口ぶりとは思えませんわ」

「先に暴ぼう力りよくに訴えたのはそっちじゃないのっ」

　神じん宮ぐう寺じは一歩も引かなかった。

　とはいえ、もともと分ぶの悪い話し合いだからな……。

　そのうち論ろん破ぱされそうな雰囲気だ。

　おれは対面の壁かべにかかっている時計とけいを見上げた。

　スライムさんが人間の街から買ってきた壁時計には見み慣なれない数字が並んでいるものの、それ以外は地ち球きゆうに存在するアナログ時計と同じように長針と短針が現在の時刻を示している。

　時刻は午後一時四十一分──

　聖女一行が到着したのが一時二十分すぎだったからまだ二十分程度しか経たっていない。

　ただ聖女を失脚させるために必要な材料は十分集まっているはずだ。

　スライムさんがヘマをしていなければ……。

　だからここで会談を打ち切っても一向にかまわないのだが。しかし、打ち切るにしてもこちらの作戦を気け取どられないように自然な形で会談を終わらせる必要がある。

　っていうか──

　万が一のことを考えると、もうちょっと会談を長引かせたほうがいいんだよな……。

「いいですか？　あなた方に与えられた選択肢は二つ。今すぐ我々に従うか、資金が尽きてから我々に従うか──このどちらかしかありませんわ」

「そ、そんなぁ……」

「だから一方的すぎると……」

　ロレッタも神宮寺も言葉数が少なくなってきている。

　圧倒的に不利な交渉に二人ふたりともノックアウト寸前だ。

　ったく仕方ねーな。

「まあまあ。もうちょっと穏おん便びんに話し合おうぜ？　どんな形にしろ、今後はお互い協力し合っていく必要があるわけだし──」

「こうなったらリーサさん、あなたが決めてくださいな。今すぐ従うか、それとも結けつ論ろんを先延ばしにするか」

「人の話聞けよ!?」

「……なんだか外野がうるさいですわねぇ」

　こっちを見向きもしないんですけど？　何この酷ひどい扱い？　聖女様、ドＳすぎんだろ……。

「セシリア、あなたのその強引な迫り方は小悪党のそれと何も変わらないわ。私は絶対にあなたのようなやり方は認めない。絶対に……」

「リーサさん。あなたは実力こそ十分ですが、他人に優やさしすぎますわ。ああ、そんなだから気の弱そうな魔ま族ぞくの少女に肩入れしているんですのね。哀あわれな子羊を放っておけなくて」

「……違うわ」

「何も違いありませんわ。と言いますか、それ以外に何があると？」

「あなたにロレッタの何がわかるって言うのよ……っ」

　おいおい。挑発に乗るなよ、神しん宮ぐう寺じ。

　ロレッタをバカにされて反発したい気持ちはわかるけど。

「今までこの地下迷宮が存続できていたのはやってくる冒険者がロクデナシばかりだったからですわ。そのロクデナシたちを相手にしていたロレッタさんも同様に──」

「それ以上言ったら第二のメイドにするぞ！」「それ以上言ったら斬きるわよ！」

　おれと神宮寺の怒りが爆ばく発はつしたのはほぼ同時だった。

　ロレッタのこととなると気が合うんだな、こいつとは。皮肉なことに……。

「あらあら。恐こわいですわ、野蛮ですわ。ふふ、お二人ふたりとももっと自分たちの立場を考えて発言したほうがよろしいのではなくて？」

　いつの間にか聖女の両りよう脇わきに控えている咲さく良ら華はなを始めとした聖せい騎き士したちが剣の柄つかを握りしめていた。まずいぞ、この空気は……。ここで斬り合いになっても両陣営共にそれぞれの場所で復活するだけではあるが、こちらの陣営には都合の悪いことがある。

　それは『ドロップ』だ。

　ここまでの会話はある方法により全すべて記き録ろくずみなのだが、撮さつ影えいに使った機き材ざいを死亡時に『ドロップ』してしまう可能性はゼロではない。この間、ゴーレムさんがスケッチブックを落としてしまったように大事なものに限って、ということは十分にありえるのだ。もちろん落とす確かく率りつは非常に低い。だが穏便に会かい談だんを終わらせるに越したことはない。

　土下座か？　土下座が必要なシーンか？

　やはり場の空気を変えるためにはそれくらいやらないと──

「（サトル先生……覇は王おう先生……）」

　そのときロレッタが両サイドに座るおれと神しん宮ぐう寺じの手を握りしめ、

「（……わたしのために怒ってくださってありがとうございます）」

　そう言って交互に目配せした。

　その後、手を離はなし、




「……セシリアさん。残念ですけど交渉決裂です。今日きようのところはお帰りください」




　と言って一触即発の空気を絶ち切った。

　……偉いぞ、ロレッタ。

　おれや神宮寺には「お帰りください」なんて言えるような雰囲気じゃなかったからな。

　ロレッタだからこういう穏おん便びんな言い回しができたのだ。

「残念なのはこちらのほうですわ。できれば友好な関係を築きたかったんですけれど、この様よう子すでは近い将来、あなた方を奴ど隷れいのように扱こき使わざるをえないようです」

　相変わらず厳きびしい口く調ちようだったが、その一言を受け護ご衛えいの聖せい騎き士したちは緊きん張ちよう状態を解といた。

　ふぅ。ロレッタのおかげで助かったな……。

「ではみなさん行きましょうか」

　聖女が席を立つと咲さく良ら華はなもそれに続き、五名の聖騎士たちも椅い子すを引いた。

　同様におれたちも席を立つ。

　念のために準備しておいた万が一の仕掛けが発動するにはまだ時間があるが、会かい談だんが終わってしまえば備えはもはや不要。ここまで来ればおれたちの勝ちは決まったも同然だろう。

　ここまでの聖女の問題発言はおれがこの世界に持ち込んだ魔ま力りよく回路を必要としない日に本ほん製せいのビデオカメラで撮さつ影えいずみ。あとはこの映像を魔法ネットワーク上にアップするだけだ。規格の異なるビデオカメラの映像をアップロードする方法も……ちゃんと考えてある。問題ない。

　聖女を失脚させるためのシナリオはもはや達成間近で──




「みなさんお待ちを。やはりこのまま帰るわけにはいきませんわ」




　全員が椅子を引き、帰り支じ度たくを整ととのえていたところ、聖女の口から思わぬ発言が飛び出した。

　……おい、なんだよ急に。こちらの思惑が聖女にバレた……わけではないよな？

「それは会談を続けるということですか？」

　ロレッタが代表して質問する。内心の焦りが顔に出たりはしていない。冷静だ。

「いえ、会談はここで打ち切って頂いてけっこうですわ。ただ……あなた方をこのまま帰すわけにはいきません」

「どういう意味だ？」

「念には念を入れておこうと思いましてね」おれの言葉に聖女が反応する。「会かい談だんの様よう子すがわたくしの想像の外にあるユニークな方法で記き録ろくされていないとも限りません。ですからこれからみなさんには裸になって頂きますわ」

「……裸だと？」

　それはちょっと嬉うれしい展開だ。ロレッタや神しん宮ぐう寺じの裸が拝おがめ──

　って喜んでる場合か！　お前らの身ぐるみ剝はがしてやるってことじゃん！　まずいぞ。そんなことになったらスライムさんが持ってるビデオカメラが見つかってしまう……。

「さあ、身体検査の始まりですわ！　聖せい騎き士しのみなさん、お仕事です！　軽く痛めつけて差し上げなさい！　ただし殺してはいけませんわよ！　都合よく目当てのものをドロップするとは限らないのですから！」

　聖女の命令を受け、咲さく良ら華はなを始めとした聖騎士たちが腰の剣を引き抜く。

　こちらの戦せん闘とう要員である神宮寺とゴーレムさん、ウルフ軍団も同時に臨りん戦せん態勢に入る。

　そんな中──

「スライムさん、今のうちに！」

「了解っす！」

　部へ屋やの奥に移動する非戦闘要員であるロレッタとスライムさん。

　おし、二人ふたりとも覚えていたな。戦闘に突入した場合に真っ先に取るべき行動を。

「……わたしたちの勝ちです」

　ロレッタがスライムさんの肩に手を回した状態である魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始した。

　魔族のみが使える長ちよう距きよ離り移動用の魔法を──

「ふふ、さらばです！」

　聖女たちに不敵な笑えみを向けたロレッタだったが……。

「……あ、あれ？　魔法が発動しません……？」

　どういうわけか長距離移動用の魔法『プーラ』は不発に終わった。

「ああ、言い忘れていましたけれど、わたくしがこの部屋をチェックしているときに唱えた魔法フィールドには結界や防ぼう壁へきとしての機き能のうもありますから、その手の移動系の魔法で逃走を図はかろうとしても無む駄だですわ。結界の外に向かう魔力の流れは全すべて断ち切られますから」

「ええええ!?　そんなーっ!?」

「マジっすかー!?」

　そんなのアリかよ──

　くっ、逃走作戦失敗だ。

　急いで作戦をチェンジしなければ……。

「みなさん、彼女です！　そこの青い髪の少女を捕らえなさい！　それ以外は全員斬きり捨ててかまいませんわ！　どうやらその少女は大事なものを隠し持っているようです！」

　目ざとい聖女が新たな指示を出す。

　……逃げ出そうとしたロレッタとスライムさん。聖女がロレッタではなくスライムさんに目をつけたのは、スライムさんの肩に手を回した状態でロレッタが『プーラ』を唱えたからだろう。もしロレッタが会かい談だんの様よう子すを記き録ろくした機き材ざいを所持しているのなら一人ひとりで逃げ出すはずだから。

「こっちも作戦チェンジだ！　みんな、例の緑のヤツを使うぞ！　備えろ！」

　おれは声を張り上げ、全員に注意を促す。

　いい加減、こちらに主しゆ導どう権けんを返してもらうぜ、聖女様！

「リーフポイズン、出番だぞ！　遠えん慮りよなくやれ！」

　──ボアー。

　部へ屋やの隅に置いてある観かん葉よう植物が妙な鳴き声を発した。

　リーフポイズンは魔ま界かいの凶悪な植物で、人間の世界にあるなんの変哲もない植物に擬ぎ態たいすることで本来の姿を隠し、敵の油断を誘う植物である。

　そのリーフポイズンが、

　──ボアアアアアアアアアアー。

　と不気味に鳴きながら口から緑みどり色いろのガスを大量に吐き出した。

　ガスはまたたく間に部屋中に充満していき、

「毒ガス!?」

「いや、これは生半可な毒じゃない！　猛毒の類たぐいだ！」

　予あらかじめ毒ガス対策用にマスクを用意しておいたおれたちは平然としていられるが、なんの準備もしていない彼らはたちまち大混乱に陥った。

「ま、まずいぞ！　早くこの部屋から出なければ！」

　聖せい騎き士しの一人が後方のドアに駆け寄った。

　しかし──

「な、なんだこのドア……動くぞ!?」

　ドアノブが生き物のように聖騎士の手に嚙かみついた。

　……バカめ！　そいつはドアに擬態したミミックだよ！

「みなさん……落ち着いて」

　聖女が全員を一箇所に集め、詠えい唱しようを開始する。

　真っ白な──目が眩くらむような光があたりに拡散する。

　その聖なる光が収束すると、部屋中に充満していたはずの毒ガスは噓うそのように消えていた。

　しかも、リーフポイズンが生気を失い、枯れ木と化してしまっているではないか。

「毒の浄化は教会関係者の得意技。覚えておくとよろしいですわ」

「へ、へん。強がるんじゃねーよ。今の毒ガスとミミックの攻こう撃げきでお仲間が減って……減ってない？　え？　いや、それどころか何人か増えてる!?」

「本当です!?　五人だった聖せい騎き士しのみなさんが八人に増えています!?」

「ま、まさか……幻術？」

「正解ですわ、リーサさん」と聖女が神しん宮ぐう寺じを一いち瞥べつし、「本当はもう少しの間、騙だまし通すつもりだったんですけれど、どうやら今の毒ガス攻こう撃げきによって幻術が解とけてしまったようですわね」

「解けたってことは……聖騎士が増えたのはあんたが幻を生み出したからではなく、幻術によってもともとの数を誤ご魔ま化かしてたってことか？」

「あら……一言余計でしたわね。でもその通りですわ。この部へ屋やに入った時点で華はなさんを除いた聖騎士は九名いましたのよ。まあ真っ先にドアに向かった方がミミックにやられてしまったようですから今は八名ですけれど」

　聖女は余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じで正解を述べた。

　くそ、この戦力差はまずいぞ。

　こちらでまともに戦えるのはウルフ軍団とゴーレムさんと神宮寺だけ。

　対する教会側は聖女、咲さく良ら華、そして八名の聖騎士と全員が戦せん闘とうのプロだ。

　リーフポイズンとミミックはやられちまったみたいだし……。

　仮に八名の聖騎士にゴーレムさんとウルフ軍団をぶつけたとする。そうすると咲良華と聖女の二人ふたりを神宮寺一人ひとりで相手にしなければならなくなる。おれ、ロレッタ、スライムさんは戦闘に参加してもしょうがないからな……。

　しかし！　この程度で降参するようなおれではない！

　おれが用意した作戦は一つや二つじゃねーんだよ！

「みんな、作戦チェンジだ！　改かい二にを出撃させるから足元に気をつけろ！」

　次なる作戦──それは……。

「な、なんですの？」

　目の前のテーブルと床が左右に割れたのを見て聖女が目を丸くした。

　驚おどろくのも無理はない。一見普通だからな、テーブルも床も。だが実は結合部分の繫つなぎ目めがパッと見じゃわからないようになっている。精巧な加工が施されているのだ。魔ま界かいの家具職しよく人にんに依頼して大至急作ってもらったのである。

「タノシイ　タノシイ　アトラクションノ　ジカンハ……　モウオワリダ！」

　床下から出てきたのはゴーレムマシーン改かいを進化させたゴーレムマシーン改二。

「ミナゴロシニ　シテヤル！　コレデモクラエ！」

　改二がパワーアップにより四本から八本に増えた長い腕を聖騎士たちに伸ばす。

「ぐあああああああああ!?」

　まず一人──

　改かい二にが繰くり出した破は壊かい力りよく満点のパンチが聖せい騎き士しの一人ひとりを教会送りにした。

「今だ神しん宮ぐう寺じ！　どさくさに紛れて雑魚ざこを──聖騎士どもを蹴け散ちらせ！」

「言われなくても……わかっているわ！」

　場の混乱に乗じて飛び出す神宮寺。

「ぎゃああああああああ!?」「げえええええええええ!?」

　おれが神宮寺に指示を出している間にゴーレムマシーン改二がさらに二人ふたり仕留める。

　よっし！　これなら全員いけるかも！

　そう思った矢先──

「タノシクナイ　タノシクナイ　ソンナノ　ゼンゼン　タノシク…………アッ」

　咲さく良ら華はなが改二の八本の腕を華か麗れいな剣技で斬きり飛ばした。

　改二は腕がなければ攻こう撃げきすることができない。

　くそっ、こんなにも簡かん単たんに破は壊かいされるとは！

「まずい……っ。ゴーレムさん、ウルフ軍団！　咲良華を止めてくれ！」

　本当なら改二が破壊される前に神宮寺が雑魚を一掃する予定だったんだが……。

「ウホッ！　ウホッ！　ウホオオオオオオオッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　おれの命令を聞くや否やゴーレムさんとウルフ軍団が咲良華に飛びかかった。

　頼む。神宮寺が聖騎士たちを倒すまでなんとか粘ねばってくれ……。

　だがおれの願ねがいも虚むなしく、咲良華が放った目にも留まらぬ剣撃により──

「ウホッ!?　ウホッ!?　ウホオオオオオッ!?」

「「「「「ウガアアアアアアアア!?」」」」」

　ゴーレムさんたちは一いつ瞬しゆんにして『祭さい壇だん』送りにされてしまった。

　しかし、その一方で神宮寺が──

「ぎゃあああああああ!?」「うわあああああああ!?」「ほげえええええええ!?」

　三名の聖騎士を教会送りにしていた。

　改二がすでに三人やっているので聖騎士の残りは咲良華を除いて二人──

「……こ、こっち来るなっす！」

　その残りの聖騎士がいつの間にかスライムさんを部へ屋やの角に追い詰めていた。

　乱戦になり、各おの々おの自分の判断で動いたのがよくなかった。

「スライムさん！　逃げてください！」

　ロレッタが叫ぶ中、聖騎士たちがスライムさんに飛びかかった。

　捕ほ獲かくしてビデオカメラを奪う気だ──

「にゅ、にゅりゃあああああああああっす！」

　万事休すかと思われたが、ここでスライムさんが底力を見せた。

　なんと飛びかかってきた聖せい騎き士したちをスライムに変身することで華か麗れいにかわしたのだ。

　さらに──

「ロレッタ！　あとは頼むっすぅぅぅ！」

　と全身のバネを利用してビデオカメラをロレッタに投げ渡した。

「……ひゃっ」

　ビデオカメラは緩ゆるやかな放ほう物ぶつ線せんを描いて無事ロレッタの両手の中におさまった。

「小こ賢ざかしい、スライムめ！」「おい、やっちまおうぜ！」

　聖騎士たちが用済みとなったスライムさんに剣を向ける。

　だが──

「それはこっちのセリフっす！」

　この日のスライムさんは一味違った。

　俊しゆん敏びんな動きで片方の聖騎士の頭のてっぺんまで駆け上がり、

「な、なんだ……っ!?」「くっ、粘液まみれで身体からだが動かない！」

　二人ふたりの間に大量の粘液を撒まき散らし動きを封じた。

「スライムさんの身体から……青白い光が。なんだあれ？」

「も、もしかしてスライムさん、あの禁断の魔ま法ほうを使うつもりなのでは!?」

「え？　禁断の魔法？」

「はい！　数千年前、伝説の勇者カバンが当時魔界のトップだった魔軍指令バトラーを滅ぼすために使ったとされる捨て身の魔法……っ！」

「…………勇者カバンと魔軍指令バトラー。うーん、どこかで聞いたことのある名前だな」

「ぬーんんんんん！」

　スライムさんの身体から発せられた青白い光が聖騎士たちに伝わっていく。

「……この魔法は魔法力をほとんど必要としないっす。……その代わり己おのれの全生命エネルギーを爆ばく発はつ力りよくに変えて敵を　討うつ……っす！」

「ま、まさかこいつ自爆するつもりじゃ……──っ」

　聖騎士の片割れが驚きよう愕がくの表情を浮かべたその瞬しゆん間かん、

「ギガンテ！」

　とスライムさんが某ゲームからパクったくさい魔法を発動させた。

「スライムさ────────ん！」

　ロレッタが金切り声を上げる中──

　ボン！　と思いのほか小規模な爆発が起こった。

　化学の実じつ験けんに失敗したような……そんなしょぼい爆発。

　だが聖騎士たちを葬ほうむり去るには十分な威力だったらしく、結果としてスライムさん一人ひとりの命を犠ぎ牲せいにすることで二名の聖騎士をこの場から退場させることができた。
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「スライムさん……。わたし、スライムさんと過ごした日々、絶対忘れません……」

「や、スライムさん死んでねーから。死んだけど、もう復活してるから」

「危ないところだったわね。ひやひやしたわ」

　いつの間にか神しん宮ぐう寺じがおれたちの側そばに立っていた。

「ま、ヘタレのスライムさんにしては頑張ったほうだろう」

「むしろ大金星なのでは？」

「ともかく……これで三対二ね」

「ああ」

　残ったのはこちらがおれ、ロレッタ、神宮寺。

　そして、あちらは聖女セシリアと咲さく良ら華はなの二人ふたりだけ。

　あれこれ手を尽くせば咲良華か聖女様のどちらか一方は倒せると思っていたんだが──

　幻術による戦力の秘ひ匿とくが効いた。あれさえなければなぁ……。

　しかし、これくらいなら想定内だ。

　つーか、まだ騙だまし合いは終わっちゃいねぇ。

「見み慣なれない機き械かいですわね。撮さつ影えいに使ったのはそれでしょうか？」

「……ノーコメントです」

　ロレッタがサッとビデオカメラを後ろに隠す。

「ま、なんでもよろしいですわ。それを破は壊かいすれば我々の勝ち。あなた方がそれを守り切れればこちらの敗北。ただそれだけのことです」

「わかってるじゃない」

　神しん宮ぐう寺じが聖剣デュランダルの刃先を聖女に向ける。

　ちなみに──

　聖女が室内をチェックしているとき、ビデオカメラはスライムさんの道具袋の中に入っていた。チェック後、透明化を施したビデオカメラをテーブルの上に。あとは透明化が切れる前に回収すれば任務完了。スライムさんが端っこに座ったのはそのためである。

　撮さつ影えいにビデオカメラを使うことを思いついたのは、あっちの世界で咲さく良ら華はなの動向を探っているときに入ったコンビニで電化製品の批評本を見かけたのがきっかけだ。ただそのときは魔ま法ほう端末などと規格の異なるビデオカメラで撮影した映像をどうやって魔法ネットワークにアップロードするのか、という問題に突き当り一いつ旦たんは断念した。

　しかし……。

　ある方法を使えばアップロードが可能だということに気づいた。

　それは──直じか撮どりである。

　撮影した映像をビデオカメラの液晶で再生し、それを魔法端末の録ろく画が機き能のうを使って直撮りするのだ。この方法を使うと画質や音質は大幅に劣化してしまうが、それでも証拠としては十分である。

「華さん、まずはリーサさんから仕留めましょう。残りの二人ふたりはどうせ何もできませんわ」

「…………わかりました」

　あちらサイドが警けい戒かいしているのは神宮寺一人ひとりだけ……か。

　ま、そりゃそうだよな。一応、おれもロレッタも武器をかまえてるけど、メッチャ手が震ふるえてるし、超へっぴり腰だし、見るからに戦力にならなさそうだもんな……。

「大丈夫よ、ロレッタ。あなたのことは私が守るから」

「おいおい、神宮寺。おれを忘れてもらっちゃ困る」

「キミが一体なんの役に立つと言うの？」

「いざってときはロレッタを守る盾になるさ。肉の壁かべってヤツだな」

「お二人とも守るべきはビデオカメラです。わたしが斬きられても気にしてはダメですよ？」

　っと、おれたちよりもロレッタのほうがずっと冷静だな。

　……おれも冷静になろう。そして考えよう。今、自分がやるべきことを。

　もっとも答えは一つしかないわけだが──

「神宮寺。できるだけ戦いを引き伸ばしてくれ。勝つことは考えるな」

「守りに徹てつしろということ？」

「ああ。さすがのお前もあの二人を相手に完勝するのは不可能だろ？　お前が負けたらゲームオーバーだからな。勝ちは捨ててくれ。んで粘ねばって粘って粘りまくれ。そうすりゃあ……あとはこのおれがなんとかしてやるよ」

「……サトル先生、何か作戦が？」

「説明している時間はない。二人ふたりともおれを信じてくれ、頼む」

「わたしはいつだってサトル先生のことを信じています……っ！」

「神しん宮ぐう寺じ、お前は？」

「……キミには何度も煮え湯を飲まされているから信用できない──と言いたいところだけど、キミが自信満々な顔をしているときっていうのはだいたい有効な作戦を思いついたときなのよね。仕方ないわね……今だけは信用してあげる」

「上から目め線せんだな」

「ふん。泣いて喜びなさい！」

　と言って神宮寺が前に飛び出す。

「…………ようやく」

　あなたと戦える、と同様に前に飛び出す咲さく良ら華はな。

　──ガキーン！

　二人はゴーレムマシーン改かい二にが破は壊かいされた地点で剣を衝しよう突とつさせた。

　戦いは互角──に見える。

　今日きようの神宮寺は手に馴な染じんだ武器を使っているからこの前よりはいい戦いができるはずだ。

　ただ後ろに控えている聖女様が戦いに加わったら──

「覇は王おう先生！　援えん護ごします！」

　戦いが始まってまもなく、何を思ったのかロレッタが魔ま法ほうの詠えい唱しように入った。

「外に向かう魔力は断ち切られる──ならばこれならどうです！」

「これはっ」

　ロレッタの指先から発せられた赤い光が神宮寺の身体からだを包み込んだ。

　そうか。結界の中で効果を発揮する魔法なら使えるわけか。

「腕力増強の補助魔法です！　覇王先生、思う存分力を振るってください！」

「ロレッタ、ありがとう。これなら──」

　強化魔法を受け腕力が増強された神宮寺が咲良華に向かって正面から剣を振り下ろす。

　ガキーン、と剣同士が激はげしくぶつかり、衝突音と共に火花をあたりに飛び散らせる。

「…………くっ」

「いける！　これなら勝てるわ！」

　神宮寺の斬ざん撃げきを受け止めた咲良華が顔を思いっきりしかめている。

　こりゃそうとう強力なバフみたいだな。これはワンチャンあるんじゃねーの？

「華さん、こちらもサポート致しますわ！」

　今後は聖女のターン。彼女は短い詠唱のあと、人差し指、中指、くすり指の三本の指にそれぞれ異なる色合いの光を灯ともした。赤、黄、青と信しん号ごう機きを思わせる組み合わせで、

「……助かります……っ」

　無表情でそうつぶやいた咲さく良ら華はなの身体からだが様々な光に包まれる。

　一定間隔で赤、黄、青と全身を覆おおうオーラの色合いが変化している。

「ひ、ひぃ!?　腕力増強にスピード増加、さらに体力増加の補助魔ま法ほうを同時詠えい唱しようです!?　しかも私が唱えた魔法よりもずっと高度な強化魔法でした!?」

「マジかよ！」

　やばいじゃん、それ！

　イーブンに戻るどころか、余計に差が生まれたってことだぞ！

「さあ、華さん。決着のときですわ」

「…………はい」

　返事の直後、咲良華が地を蹴けり、空中でツインテールを揺らしながら剣を振るった。

「……くぅ!?」

　空中からの重い一いち撃げきを避けずに剣で受け止めた神しん宮ぐう寺じだが──

　どうも思わしくない雰囲気だ。

　腕力に加えてスピードと体力まで増加しているのだから劣勢なのは間違いない。

　その上……。

「わたくしも加勢しますわ」

　聖女が細長い鋭えい利りな武器を手に取った──突き攻撃がメインのレイピアだ。

　騎き士し団だん上がりの聖女様の剣の腕は未知数だが二対一という時点で敗北は見えている。

「サ、サトル先生！　覇は王おう先生が大ピンチです！」

　ロレッタがおれの服の裾すそを引っ張る。

　止やめて伸びるから──とか言ってる場合か！

　このままじゃ神宮寺が負けちまう。

　……こりゃ出し惜しみしてる場合じゃないな。

　もう少し、神宮寺には粘ねばってもらいたかったのだが──

　切り札を使うなら今しかない。




「ちょい待ち！　その戦い、おれが預かった！」




　おれは魔剣をかざしながら一歩前に出た。

　──ガキーン！

　だがおれを無視して戦い続ける三人。

　防戦一方の神しん宮ぐう寺じに咲さく良ら華はなと聖女が武器を振るう。

「って、おい！　普通、そこは戦いを中断するところだろうが!?」

　全力でツッコんだ。これがツッコまずにいられるかよ！

「何？　気が散るから話しかけないでくれる？」

「…………右に同じく」

「どうやら野蛮な獣けものが寝言をほざいているようですわね」

　冷たい目の神宮寺、無表情の咲良華、そっぽを向いている聖女。

　えー、なんで味方にまで非ひ難なんされてんのぉ？　ぼくが悪いんですかぁ？

　……………………くそが！　腹いせにこいつら全員、想像の中でメイドにして酷ひどい目に遭わせてやる！　具体的にはエロエロな調ちよう教きようを施してやる！　覚悟しろおおお！

「ともかくおれの話を聞け！　さもなくば調教──じゃなくて……」

「調教？」

「いちいちツッコむな！」

　なんなんだよ神宮寺？　お前、おれの敵なの？

　ったくペースが乱れる……。

　もう口で説明するの面めん倒どうだから手っ取り早くアレを出すか。

「咲良華──これを見ろ！」

　おれはそう言ってビデオカメラと一いつ緒しよに夢召喚してもらったスマホを掲げた。

「…………ん、その画像は………………？」

「ミラクル☆ハナポン（ボソッ）」

「……………………………………え……？」

　おれのつぶやきを受け、咲良華が初めて表情らしい表情を見せた。

　驚きよう愕がく──そして動揺へと変化していく表情を眺めながらおれはさらなる精神攻こう撃げきを加える。

「説明しよう！　ミラクル☆ハナポンとはコスプレ大好き咲良華ちゃんのもう一つの顔なのである！　ツイッター上で様々なアニメのコスプレ姿を披ひ露ろうし、『キュピーン☆』だの『やだやだ～。ハナポン、学校行きたくない～』だの頭の緩ゆるそうなキャラでネットライフを謳おう歌かしているのである！　有名なツイートに『ミラクル☆ハナポン総選挙にありがちなこと！　第三位に、寝起きだけど今日きようのあたしけっこうイケてるかも？　がランクインする。第一位は内ない緒しよ☆』とかいう最高に意味不明なのがあったりする！　マジで意味不明だぜ☆」

「な、な、な、なんで私の秘密を知って……!?」

　表情のバリエーションに乏とぼしい咲良華もこのときばかりは驚愕していた。

　ま、ビックリするわな。

　おれがたけししか知らない秘密を暴ばく露ろするとは思っていなかっただろうし。

　いやー、たけしと出会えたのはまったくもって幸運な出来事だったぜー。

「ちなみにこの画像は『魔ま法ほう少しよう女じよブリリアントくずこ』ってアニメの主人公、くずもとくずこのコスプレだ。大きなお友達の間で大人気のアニメだな。小学生人気もすごい」

「……成なる宮みや君。またそうやって人の個人情報を……最低ね」

「うーん、お洋服は可愛かわいいですけど、アングルがちょっとエッチな感じです。サトル先生、まさかとは思いますが、エッチな画像がほしくてサクラさんの周辺を嗅かぎまわったのでは……？」

　……………………うん。予想してたよこのリアクションは。うん……。

「つーわけで、咲さく良ら華はな！」

　おれはめげずにマイペースを貫く。

　スマホを印いん籠ろう代わりにしてさらに前に出る。

「この画像は魔法端末で直じか撮どりずみだから、いつでも魔法ネットワークにアップロードすることができる！　部下の聖せい騎き士したちにハナ団長のセクシーショットを送りつけることもできるわけだ！　さらにおれは桜さくら台だい高こう校こうに知り合いがいるから現実に影えい響きようを及ぼすことすら可能なのである！　くっくっく！」




「………………………………だから何？」




「えっ」

　勝ち誇るおれに冷たい視し線せんを投げかける咲良華。

　なんだこの反応？　秘密を暴ばく露ろされて気でも触れたか？

「全然問題ない。だって私は──神しん宮ぐう寺じ理り沙さ……あなたに勝ったら、どのみちミラクル☆ハナポンのことを学校の友達に告白するつもりだったのだから……っ！」

「私に勝ったら……え？　どういうこと？」

　今度は神宮寺が首を傾かしげる番だった。

　というか全員首を捻ひねっている。咲良華の味方である聖女様さえも。

「華さん？　なんの話ですの？」

「……私は中学時代、いつも地区予選で神宮寺理沙に敗やぶれていました。一方の神宮寺理沙は県大会、全国大会と順じゆん調ちように勝ち進み、相手に一本も許すことなく三年連続の全国優ゆう勝しようという快挙を成し遂げ……そして、私は彼女から唯一、一本を取ったことのある、だけど毎回地区予選で敗北する可哀かわい想そうな少女として一部で有名に……。私がこれまで剣道を続けてきたのは単なる意地！　全すべては神宮寺理沙に勝つため！」

　うわぁ、それはトラウマになるかも──

　全国レベルの力がありながら地区予選敗退を余よ儀ぎなくされてたってことだもんな。

「ここであなたに勝てば私は過去の呪じゆ縛ばくから解放される。そうしたら私は地味な剣道少女という殻を破って、クラスのイケてる女子と買い物にいったり、プリクラ撮とったり……今までずっとできずにいた普通の女子高生らしい学園ライフを送るの！　でも、引っ込み思案な私を誘ってくれる友達は学校にはいない……。だからコスプレ趣しゆ味みをカミングアウトして、それをきっかけにして友達を作るの！　ミラクル☆ハナポンのこともタイミングを見計らって！」

「……前半はともかく、後半は考えなおしたほうがいいんじゃない？」

　だよな。おれもそう思う。コスプレ趣味ってあんま一般的な趣味じゃないし。

「もう決めたこと。あと……あなたにそんなこと言われたくない」

「……でしょうね」

　神しん宮ぐう寺じが再び武器をかまえる。

　くっ、まさかの展開だ。たけしの情報に噓うそはなかったが、脅迫の材料にはなりえなかった。まさか咲さく良ら華はなが内心でそんなことを考えていたとは──さすがに読めないわな。

　しかし──

　この程度の読み違い、なんてことはない。なぜなら……。

「ふふ、残念でしたわね。華さんの動揺を誘ってその隙すきに、と考えていたのでしょうけれど」

「残念？　どこが？」

「強がるのはお止やめなさい。もはやあなた方に勝ち目などありませんわ」

「さーて、それはどうかな」

　おれは余裕を見せつつ、あるものを指差した。

　壁かべにかかったアナログ時ど計けいである。




「あと三十秒だ」




　現在の時刻はこちらの時間で午後一時五十九分三十秒──

　日に本ほんとの時差は十二時間。一日の時間の流れは地球とまったく同じである。

「手品の時間だ！　全員、咲良華に注目！」

「わ、私？」

　神宮寺と向い合って剣をかまえていた咲良華が目を丸くした。

「ど、どうせはったりですわ！　華さん、さっさとリーサさんを仕留めますわよ！」

「……は、はい……っ」

　咲良華が聖女の声に応答し、地を蹴ける。

　──ガキーン！

　再び始まる因いん縁ねんの対決。

「サトル先生！　覇は王おう先生が！」

「大丈夫だよ、ロレッタ。神宮寺は十分時間を稼かせいでくれた。おれたちの勝ちだ」

「……サトル先生？」

「残り十秒だ！」

　おれはカウントダウンを開始する──

　１０、９、８、７、６、５、４、３、２、１……。

「ゼロ！」

　時計とけいの針が午後二時を示した直後──

　咲さく良ら華はなの身に異変が起きた。
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「……え？」

　聞き覚えのない目覚まし時計の音を聞いたのは神しん宮ぐう寺じ理り沙さが放った薙なぎ払いを避け、反はん撃げきの機き会かいをうかがっているときのことだった。

　──ジリリリリリリリリリリッ！

　耳障りな音。どうして戦いの最中にこんな音が……。

「……あれ？」

　その後、何秒もしないうちに意い識しきが遠とお退のき──

　気づいたときには自宅のベッドで横になっていた。

　──ジリリリリリリリリリリッ！

　何？　どういうこと？　どうして私、自分の部へ屋やに？

　というか──

「この音……現実の音だったの!?　目覚まし時計!?」

　私は跳ね起き、枕まくら元もとを見た。だが音の発生源は枕元の目覚まし時計ではなかった。

　それもそのはず。枕元のは鳥の鳴き声を模したものなのだから。

「……何がどうなっているの？」

　私は部屋の電気をつけ、音の発生源を探る。

「この音……隣となりの部屋からじゃない。……クローゼットの中！」

　あった。でもなんでこんなところに？　誰だれが仕掛けたの？

　……ってちょっと待って。

「う、噓うそ噓噓！　どうしよう!?　私、起きちゃった!?　起きちゃったよ!?」

　──ピピピピピピピピピピピッ！

　慌てふためいていると、またもや目覚ましの音が……。

　またなの!?　どういうこと!?　誰が目覚まし仕掛けたの!?

「おい、華！　さっきから何をやっているんだ！　夜中ぞ！」

　あわわわ、お父とうさん起きちゃった。なんかすごく怒ってる！　どうしよう！

　…………ごめんなさい、セシリアさん。私、そっちに戻れそうにありません……。
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　咲さく良ら華はなの消失──

　それは壁かべの時計とけいが午後二時を差した直後に起きた。

「はれぇ？　サクラさんが消えてしまいましたよ……？」

「まさか自害したの？　いえ、でも……今そんなことをする必要は……」

　事態を飲み込めないロレッタと神しん宮ぐう寺じ。

　一方の聖女は冷静で──

「今の白い光は本人が目覚めて夢召喚が解除されるときの……？」

「その通り。現実の咲良華が覚かく醒せいしたんだよ」

「で、ですが！　なぜ今このタイミングで!?　まだあちらの世界は真夜中のはず！　たしかに華さんは老人のように早起きですけれど、いくらなんでも早すぎますわ！」

「まーな」とおれは軽いノリで頷うなずき、「だが本人の知らないところで誰だれかが目覚まし時計を仕掛けておいたとしたらどうだ？　真夜中に起きたとしても不ふ思し議ぎじゃないだろ？」

「目覚まし時計って、まさか成なる宮みや君!?　咲良さんの家に不法侵入を!?」

「ちげーよ！　咲良華の弟に頼んで目覚まし時計をセットしてもらっただけだっての！　たけしって言ってな。ミラクル☆ハナポンのこともたけしから聞いたんだ」

「目覚まし……そのようなもので……」

　聖女の理解は早かった。

「あなたは……ロレッタさんに夢召喚された地ち球きゆう人じんの方？」

「ああ」

　気づくの遅すぎだろ。おれがミラクル☆ハナポン言い出した時点で気づけよ。

「おれの名は成宮悟さとる。罠わな作づくりのプロだ」

「ではリーサさんを捕ほ獲かくしたのもあなたの仕し業わざ……」

「正解」

　神宮寺対策に咲良華、罠による捕獲対策に歯に仕込んだ自害用の毒、さらにスキャンダル対策に魔ま力りよく回路を狂わせる魔法フィールドと、いずれも聖女対応は完かん璧ぺきだったと言える。

　敗因があったとすれば──

　聖女がこの世界の常じよう識しきの範はん疇ちゆうで対策を練ったのに対し、こちらが「ビデオカメラ」を用意したり「咲良華の自宅に目覚まし時計を仕掛けた」ようにこの世界の外にまで作戦の目を向けたことだろう。そこが勝敗を分けたのだ。
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　おれの存在に気づけなかったことは問題ではない。なぜならこちらにはおれと同じ地球出身の神しん宮ぐう寺じがいて、そのことは咲さく良ら華はなを通して聖女も知っていたはずなのだから。

「あなたがミラクル☆ハナポンの話題を持ち出したのは華さんの動揺を誘うためではなく時じ間かん稼かせぎのため……ですわね？」

「そうそう。神宮寺がもうちょっと粘ねばってくれたら切らなくてもいいカードだったんだがな」

「うっ……」

　神宮寺が申し訳なさそうに目を伏せる。

　ヘコむなヘコむな。強力なバフが三つもかかった咲良華相手じゃどうにもなんねーって。

「……この時間に華さんが目を覚ますようにしたのは？」

「そりゃ会かい談だん中ちゆうに消えたらまずいだろ。つか、目覚ましは交渉が決裂してバトル展開に突入したり、ビデオカメラが破は壊かいされそうになったときのための保険だったんだよ。いやー、念には念を入れておいて正解だったぜ」

　ま、たけしの協力あってこそだけどな。

　ちなみにセットした目覚ましは一つではない。再び眠りにつくことを想定し、咲良華の部へ屋やに六つほど仕掛けてあり、一分間隔で次々に鳴るようになっている。クローゼットの中とかベッドの下とか、巧妙なところに隠してあるので事前に見つけるのは困こん難なんだったはずだ。

「さ、さすがサトル先生です！　サクラさんの秘密を嗅かぎ回ったのはエッチな画像を収集するためではなく、時間稼ぎの手段を増やすためだったのですね！」

「ま、ね」

　神しん宮ぐう寺じを捕ほ獲かくしたときもエロゲー云うん々ぬんで動揺を誘ったが、あれは欠点の少ない神宮寺の隙すきを生み出すためにやったこと。今回は時じ間かん稼かせぎのためと、あわよくば神宮寺に戸惑う咲さく良ら華はなを仕留めてもらおう、という狙ねらいもあった。

「形勢逆転ね……。セシリア」

　神宮寺が聖剣デュランダルを聖女に突きつける。

　直後──

「……こ、この程度で……勝ったつもりですの！」

　聖女が素す早ばやい動作でレイピアを前に突き出した。

　だが神宮寺はその攻こう撃げきを予測していたようで、

「バレバレよ！」

　とデュランダルを横に薙なぎ払い、レイピアを弾はじき飛ばした。

「どう？　まだ戦う？」

「………………くっ……」

　聖女としてはこちらの手にあるビデオカメラさえ破は壊かいできれば別に神宮寺を倒す必要などないわけだが、現実的には神宮寺を排除しないことにはビデオカメラにはたどり着けない。

　将しよう棋ぎで言うところの詰みである。

　おれたちは王であるロレッタとビデオカメラを守ることに成功したのだ。

　そして──

「セシリア。あなたの野望も──ここまでよ！」

　神宮寺の一ひと太刀たちにより聖女セシリアは教会送りとなった。













　　　　　エピローグ







　聖女セシリアのスキャンダル映像はまたたく間にネット上とアルハンブラ王おう国こく全土に拡散し、聖女は彼女の息がかかった聖せい騎き士しともども失脚することとなった。

　だが教会が身内のスキャンダルで弱体化することはなく、また民衆も今回の不ふ祥しよう事じでは教会の自浄作用が正常に働いたものと見なし、ガンは聖女であると結けつ論ろんづけ、教会にそれ以上の制裁が下ることはなかった。

　結局──

　この世界の人間にとって教会の『加か護ご』は命を守るまさに命いのち綱づなであり、この祝福の魔ま法ほうを唯一扱うことができる教会という組そ織しきを過剰に批判する気はなかったのだ。また神しん宮ぐう寺じが言うには教会内部では熾し烈れつな権力争いがあるようで、今回の騒そう動どうがなくても聖女を蹴け落おとそうと企たくらむ勢力があったのはまず間違いない、とのことだった。

　人間の欲深さってのはどこの世界も同じなんだなぁ。

　今回、聖女と対たい峙じしてそれを思い知った。

　おれなんてまだまだ──小物も同然。

　いつの日かスケールのでかい悪事を成し遂げたいものだ。
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　週末、秋空が広がる日にち曜ようの昼下がり──

　おれは咲さく良ら華はなが通っている道場の中にいた。

　しかも、どういうわけか柱にロープで括くくりつけられており、

「どうしてこうなった……」

　顔を上げると私服姿の神しん宮ぐう寺じと咲良華がいる。

　経けい緯いはこうだ。

　昨日きのうの夜、たけしからメールが届いたのだ。

　──あのときくれたオトナの本のお礼にいいものあげる。

　文面はそれだけだったが、恩人のたけしがいいものをくれると言っているのだ。

　会いにいくのは当然の義務である。

　その後、何度かメールをやり取りして、会うにしても咲良家はまずいからと咲良華が通っている道場の前で会うことになった。なんでもたけしも通っているのだとか。

　そして、当日。つまり今日きよう約束の場所に向かったのだが、

「……たけし？」

　道場の中から悲痛な叫び声が聞こえるなと思って恐る恐る中を覗のぞき込んでみたところ、あろうことかたけしが道場の中で逆さかさ吊づりにされていた。

　たけしいいいいい！

　おれは心の友を救出せんと道場への侵入を試みた。

　すると……。

　──うおおおおおおおおおお！

　突然、剣道場の奥から屈強な男たちが現れおれを取り囲み、

　──うおおおおおおおおおお！

　とウルフ軍団さながらの雄お叫たけびを上げ、おれを全員で持ち上げるではないか。

　そのあまりに非現実的な展開におれは頭が追いつかず、なされるがままに連行された。でもって柱に括りつけられ、気づけば男たちは去っており、代わりに神宮寺たちが目の前に。

「……ど、どゆこと？」

「たけし君からのメールはキミをおびき寄せるための餌えさだったということよ。実際にメールを送ったのは咲良さん」

「……たけし……マジかよ」

「……ごめんなさい、お兄にいちゃん」

　先ほどまで逆さかさ吊づりにされていたたけしは、今はおれ同様に柱に括くくりつけられている。

　お姉ねえちゃんには逆らえませんでした、と顔に書いてある。

「さ、成なる宮みや君。咲さく良らさんに謝あやまって」

「は？　謝れって、お前、一体どっちの味方だよ？　つか、おれの助けがなかったら、お前、あのときこいつに斬きられてただろうが？」

「それはそれこれはこれよ」と神しん宮ぐう寺じが腕組みをし、「咲良さんはキミが誠意をもって謝るのであれば今回のことは水に流すと言っているわ。ね？　咲良さん？」

「……一応」

　小さく頷うなずきつつ、じっとおれを見つめる咲良華はな。しかし、おれの視し線せんに気づくと、ツインテールを揺らしながらそっぽを向いてしまった。水に流すとは言っているが、かなり嫌われてるっぽいなぁ。まあ仕方のない話だが。

「あのさ、謝れば水に流すって話なのになんでおれは柱に括りつけられてんの？」

「それはね、キミがたけし君に接触したことにより生じた咲良家の損害を重く見てのことよ」

「……そ、損害？」

「まず成宮君が夜中に目め覚ざまし時ど計けいが鳴るようにたけし君に指示したことで、咲良さんの睡眠が阻害され、ご両親の翌日の仕事にまで悪あく影えい響きようが出たこと。それからキミがたけし君にふしだらな本を渡したこと……こちらはもっと深刻よ？　最近のたけし君、学校のテストで酷ひどい点ばかりとっているそうよ。キミのせいでたけし君……その……エ、エッチなことで頭がいっぱいで、何も手に付かない状態らしくて……」

「……えー」

　マジかよ、たけし。節度を保てよ。タガ外れすぎだろ。

「いやー、でも、たけしくらいの年ねん齢れいなら遅かれ早かれエロに興きよう味み持つだろ。おれはきっかけを与えたにすぎない。あとのことはご家庭でなんとかしてくださーい。それから目覚ましの件もおれは悪くない。だってこっちは魔ま族ぞくが滅びるかもしれないって状況だったんだぞ？　手段なんて選んでられるかよ」

「キミはいつもそう。悪事を働くのは誰だれかを救うため──でも、そのせいで別の誰かが割りを食うことになる。結局のところ、キミは他人に迷惑をかけなければ目的を達成することができないのよ」

　そりゃおれはお前と違って才能豊かな優ゆう等とう生せいじゃないからな。

　人望を活いかして五百人もの仲間を集めたり、圧倒的なパワーで敵を薙なぎ倒したり、とかいったような正攻法で目的を達成することはできねーんだよ。

　……ま、正せい論ろんではあるけどな。ロレッタも神宮寺を捕ほ獲かくしたとき、エロゲネタで動揺を誘ったことについては納得していない様よう子すだったし、今回のミラクル☆ハナポンのことだって、エッチな画像を集めるのが目的だったのでは？　とか疑ってたし。

　もっとスマートな方法で仕留めるべき──

　神しん宮ぐう寺じが言いたいのはそういうことだろう。

　だけど……おれみたいなヤツがいたっていいじゃないか。

　正攻法は神宮寺の専売特許みたいなもの。

　神宮寺理り沙さが二人ふたりいたって面おも白しろくもなんともないだろう？

　…………以上、自分の実力のなさを棚に上げた言い訳でした。

「あのぉ、ところで、どうすればお許し頂けるのでしょうか？」

「さっきそのことで咲さく良らさんと話し合ったのだけれど、ひとまずこのままの状態で一晩放置することにしたわ」

「は、はぁ？　放置？　柱に括くくりつけたまま？」

「もしくは、成なる宮みや君をここまで運んでくださった筋肉隆々なお兄にいさま方と三時間の遊ゆう戯ぎ。どちらがいい？」

「…………ゆ、遊戯ってのは？」

「具体的には言えないけれど、青春の汗を流してもらうことになるでしょうね。もしかしたらゴーレムさんが喜びそうな展開が待っているかもしれないけれど」

「嫌いやな想像させんな!?　恐こわすぎるわ!?」

　聞けば先ほどのマッチョメンたちはここの門下生だと言う。

　剣道やっててなんであんなに筋肉質なんだよ？　他ほかの格かく闘とう技ぎとかもやってんの？　つか、おれどうなっちゃうの？　死ぬの？　それとも「アッー！」な展開が待ってんの？

「ね？　どっちがいい？　選ばせてあげるわ」

「一晩放置でいい！　そっち系の趣しゆ味みはおれにはない！」

「だ、そうよ。咲良さん？」

「…………ん」

　咲良華はなは短く応じると、くるりとおれに背中を向けた。

　なんかどうでもよさそうな感じなんですけど？

　実はたいして怒ってないんじゃねーの？

　ってか、神宮寺がおれを裁きたいだけじゃね？

　……もしそうだったら恨うらむぞ。

「じゃ、私たちはこれで。行きましょ、咲良さん。遅くならないうちに」

「…………了解」

「何？　どっか行くの？」

「ええ。咲良さんと買い物にね」

　おいおい、仲よくなりすぎだろ……。まぁ、性格的にも趣味的にも似たもの同士な二人だけども。や、でも、本当にそれでいいのか？　神しん宮ぐう寺じ倒して剣道辞めて、学校の友達に自分を曝さらけ出すんじゃなかったの？　……まあ高スペックな女子高生である神宮寺と友達になれたことで咲さく良らさんの女子高生らしい生活っていう願がん望ぼうは満たされたのかもだが……。この人、ただ友達が欲しかっただけって気がするし。でもさ、神宮寺のこと恨うらんでたんじゃなかったの？　ちょっと現金すぎね？

「成なる宮みや君、しっかり反省するように。あ、そうそう。たけし君にはこのあと、ご両親によるお説教が待っているわ。私たちと一いつ緒しよに咲良家に移動しましょう」

「……え？　え？」

　困惑するたけしのロープを解ほどく神宮寺。その際、たけしは戸惑いながらもちゃっかり神宮寺の胸元を凝ぎよう視ししていた。

　……さすがたけし。将来が楽しみな逸いつ材ざいである──って言ってる場合か！

「たけし。エッチな本と……スマホの中身、お父とうさんたちに見せたから」

「お、お姉ねえちゃん!?」

　たけしが悲鳴を上げる。

　スマホの中身ってのは追加の報酬としておれが送ったエロ画像のことだろうな……。

　そりゃ、怒るわ、お父さん。まあ半分はおれのせいなんだけどね？　てへ☆。

「さ、行きましょ。たけし君、暴あばれないでね？」

「……お兄にいちゃん……っ」

　たけしが泣きそうな顔でおれを見る。

「くっ、すまない、たけし。今のおれは無力だ……」

　捕ほ縛ばくされていてはどうすることもできない。

　だが──

「めげるなたけし！　おれはいつだってお前の味方だぞ！　なんたっておれとお前は魂の兄弟だからな！」

「お兄ちゃーん！」

　たけしは涙を流しながら絶叫した。

　冷え冷えとした道場の中で熱あつい友情が迸ほとばしる──

「男ってホント、バカよね」

「…………うん」

　神宮寺たちは白しらけた様よう子すでたけしを伴い道場を出ていった。

　えーと、そのぉ。…………マ、マジで一晩放置する流れ？　冗じよう談だんとかじゃなくて？

　神宮寺の鬼！　悪あく魔ま！　エロゲーマニア！
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「それでは覇は王おう先生の正式加入を祝ってカンパーイです！」

　──カチーン！

　ロレッタの乾杯の声に合わせて、玉座の間のあちこちでグラス同士がぶつかった。

　剣道場に放置されて数日後の夜のことである。

　未いまだ財ざい政せい難なんは去っていないが、教会とは決着がついたし、まだ神しん宮ぐう寺じの歓迎会をしていなかったということで、ロレッタがこのパーティーを提案したのだ。

「ハーブティーで乾杯ってのも乙おつなもんだな」

「しかもワイングラスで、ね」

　おれが壁かべに寄りかかってグラスを傾けていると、いつの間にか隣となりに神宮寺が立っていた。

「でもこのハーブティー、ワインみたいな色合いだし違和感ねーな」

「そうね」と言ってハーブティーを飲む神宮寺。「……ねえ」

「ん、なんだ？」

「この前のことなのだけれど……」

「剣道場に一晩放置した件か？」

「……そうじゃなくて……セシリアたちと会かい談だんをしたときのことよ」

「なんだよ？　まだ文句言い足りないのか？」

「違うわ。その逆よ」

「逆？　んん？」

　えーと、文句の逆ってことは……あん？

「……一応、一応だけれど、お礼を言っておくわ。ありがとう。キミの機き転てんがなければ、ロレッタの生まれ育った場所が教会に奪われていたかもしれないわ……」

「お、おぉ……」

　なんだ、この今までにない展開は。

「キミのダンジョン防ぼう衛えいの方針には賛さん同どうしかねる点があるけれど、財政難に加えて人材不足のこの地下迷宮においてはアイデアで勝負することが極めて重要だってことを──今回の戦いを通して理解したつもりよ。だからというわけではないけれど……今後はもう少し信用してあげる。ほんのちょっとだけれど」

　なんつーか、こいつって──

「言っておくけれど、キミ自身を信じるのではないわよ？　ロレッタを守るためならなりふりかまわないキミのその……心意気を信じるということだから」

　こんなに可愛かわいかったっけ？

「…………言いたいことはそれだけよ。じゃ」

「あ、おいっ」

　神しん宮ぐう寺じは言うだけ言うとそそくさと去っていってしまった。

　最後、妙に早口だったな。そんなにおれに礼を言うのが苦痛だったか。

「覇は王おうっち？　どうしたんすか？　顔が赤いっすよ？」

「……きっとハーブティーの飲みすぎね」

「えー？　このハーブティー、アルコールでも入ってるんすかー？」

　入ってるわけねーだろ。お茶淹いれたのロレッタだぞ？　んなことするかっての。

　でもたしかに神宮寺の顔──ってか、頰ほおに赤みが差してるな。

　なんだあいつ？　やっぱおれに礼を言うのが苦痛で怒りで顔が真まっ赤かになってんのか？

　だとしたらさっきのは取り消しだ。全然可愛かわいくねーよ、神宮寺。

「あ、サトル先生ー」

　同じ場所で残りのハーブティーを口に運んでいると今度はロレッタがやってきた。

「お菓子をどうぞ。スライムさんとクッキーを焼いてみたのですよ」

「おー、綺き麗れいに焼けてるなー」

　ボリボリ、と試しに一つ食べてみると、

「うめー。甘さ控えめだけど、おれはこれくらいがちょうどいいなー」

「お口に合ったのなら幸いです」

　えへへ、と笑いながら自分も口にクッキーを運ぶロレッタ。

「ところでサトル先生。お話が……と言いますか一つ提案があるのですが」

「ん、何？」

「先ほどスライムさんから教えてもらったのですが、どうやらセシリアさんとサクラさん、教会を追放されてしまい、路頭に迷っているそうなのです」

「あらら」

　咲さく良ら華はなは異世界で暮らしているわけではないから問題なさそうだが、聖女様はさぞかし惨みじめな暮らしをしていることだろう。つか、路頭に迷ってるってことはホームレス？

「女性ですから危険な目に遭うかもしれませんよね？」

「そりゃね。美人だし。元聖女ってことで衆目集めるだろうし」

「そこでです。せめてアパート代だけでも提供してあげてはどうかと思うのですよ」

「……えー。それはいくらなんでもお人ひと好よしすぎない？」

　ああいう腹黒い女はエロ同人ばりに酷ひどい目に遭ってしかるべきだと思うけどなー。

　それに地下迷宮は相変わらずの財ざい政せい難なん。一人ひとり分ぶんの家賃とはいえ捻ねん出しゆつするのは容易ではないはずだ。無給で働いているスライムさんとか怒りそう。

「大丈夫ですよ。条件付きですから」

「条件付き？」

「セシリアさんにはこの地下迷宮の財政再建のアドバイザーになってもらおうと思っていまして。やり方はともかく商魂たくましい方でしょう？」

「おー、それはいい考えかも。家賃程度で財政再建が望めるのなら安い買い物だ」

「ですよね？　ですよね？」

　自分の考えが評価されて嬉うれしいのかロレッタが笑え顔がおを見せる。

　──全力で戦い、全力で考え、全力で汗をかく！　それが今のわたしが目指している世界の形なのです！

　以前、ロレッタはそう言っておれや神しん宮ぐう寺じを驚おどろかせた。

　聖女に対するこの配はい慮りよはそんなロレッタの理念に基づくもの──敵から何もかも奪い取るなんて野蛮な真似まねはロレッタにはできないのだ。

「財政再建を成し遂げ、収支をプラスに改善したあかつきには世界各地に第二、第三のダンジョンを建設し、そしてゆくゆくは人間と魔ま族ぞくが健全にぶつかり合う世界を……っ！」

　いつになったら理想を実現することができるのか……。

　それは誰だれにもわからないが──

「んじゃスライムさんに頼んで路頭に迷う聖女様とコンタクトを取ることにすっか！」

「はいです！」

　おれはどこまでもロレッタについていくつもりだ。

　ロレッタがロレッタである限り、おれの夜の顔──異世界での生活は続くのである。





──TO BE CONTINUED.












　　　あとがき




　海外に『マインクラフト』というゲームがあります。ここ数年、動画サイトなどでも人気を博しているゲームなのでプレイ動画だけでも見たことがあるという方は多いのではないでしょうか。私はこの手のクラフト要素のあるゲームが大好物でして、マインクラフトにインスパイアされた『テラリア』やサバイバルゾンビゲーとして今年ことし一部で流行はやった『ＲＵＳＴ』、『７ Days to Die』などなど。なぜか道具もないところから素手で木や鉱石を採取し、竈かまを作り、火を熾おこし、しまいには鉱石を精錬し、剣や銃まで作ってしまうという、ゲームならではのなんでもありな工作の数々……。心躍おどらされます。本当になんでも作っちゃいますからねー。さらにそれらを組み合わせて建物や本格的なダンジョンすら作れるという。

　さて本作、『ラストダンジョンへようこそ』では、罠わな作りの過程などはけっこう端折はしよっています。描写をサボっているというよりは物語のテンポを気にした結果なのですが、前述したゲームたちのサバイバルな世界観においては逆に工作の過程こそがメインといってもよく（少しずつ生活が充実していくのを実感するのが楽しい）、本作でもダンジョンを閉めだされたロレッタたちがサバイバル生活を強いられる……というお話なども書いてみたい題材ではあります。みんなで力を合わせて資材を集め、手作り感あふれるダンジョン兼住居を完成させる──だが天災によって全てが無に返るのであった……。いや、そのオチはどうなのよ？




　とまあオチが微妙ですが、このあたりで恒例の謝しや辞じに。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん。今回もお疲れさまでした。毎度、感謝と謝罪以外の言葉が見当たらないのですが、たまにはあえて横柄に振る舞うことで大物感を演出するといった小細工なども織おり交ぜたほうがいいのではないか？　と思ったりするんですよ。ほら、作家って個性がものを言う職しよく業ぎようですし、形から入るのもアリかなって。でも、ウザがられるのは目に見えているからなぁ……。う、うん！　やっぱり普通が一番ですよね！

　町まち村むらこもりさん、今回も美び麗れいなイラストありがとうございます。新キャラ二人ふたりのキャラデザ素す晴ばしいです！　本文だけだとセシリアのほうが好みなのですが、イラストで比較すると華も捨てがたく、特にラフの横顔が実にキュートでした。また次もよろしくお願ねがいします！




　それでは次の巻でお会いしましょう。











二〇一四年十一月上旬　周す防おうツカサ＠次はたぶん春くらい。
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周す防おうツカサ

一部で根強い人気を誇る「スオウツカサ」。彼の人気の秘密は「鼻の穴」にあった！　スオウの鼻の奥では実に三百種類以上ものハーブが自生しており、特にラベンダー、カモミール、セージが彩りと香りの力ルテットを奏でるのである。※「スオウツカサ」は想像上の生き物です。
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イラスト／町まち村むらこもり

去年一番の珍事は自分と住んでる家がそれぞれ別で全国放送されたことです。慌てて変なことを言ってる人が私です。変なことを言い過ぎてリテイクをもらいました。インタビュー怖いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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